
主催事業等実施報告書
平成　  年度　国立女性教育会館

N at i ona l   W omen s  E duca t i on  C en te r  o f  J apan

平成 25 年度　国立女性教育会館

主催事業等実施報告書

成
平

25

館
会
育
教
性
女
立
国
　
度
年

　
　

書
告
報
施
実
等
業
事
催
主

館
会
育
教
性
女
立
国

25



基幹的な指導者の
資質・能力向上

調査研究とその成果や
資料・情報の提供

利用者への
男女共同参画に
関する理解の促進

国内関係機関・団体等
との連携協力の推進

国際貢献・
連携協力の推進

喫緊の課題に
係るプログラムの
開発・普及

•男女共同参画社会の
形成の促進
•女性のエンパワー
メント

教 育・学 習 支 援 

教育・学習プログラムの開発・提

供をはじめ、男女共同参画を推進

する組織や担当者を対象とした、

事業実施や組織運営等へのサ

ポート 

研 修 

男女共同参画を推進するリー

ダーの資質向上・ネットワーク化

を目指した各種研修の実施 

国 際 連 携 

ナショナルセンターとして、海外

の機関との連携体制を構築・強化 

情 報 

男女共同参画及び女性・家庭・

家族に関する情報及び資料を

収集・整理し、提供 

調 査 研 究 

男女共同参画に関する専門的・

実践的な調査及び研究の実施 



平成２５年度 国立女性教育会館作成資料 

＜出版物＞  

「出版物」はホームページの「出版物・作成資料」（http://www.nwec.jp/jp/publish/）からダウンロードできます。 

平成２５年度ＮＷＥＣ国際シンポジウム資料集－男性にとっての男女共同参画－ 

平成２５年１０月５日に実施した「ＮＷＥＣ国際シンポジウム」の報告資料をまとめたも

のです。平成２５年度は国際シンポジウムのテーマを「男性にとっての男女共同参画」とし

ました。ホームペ ージよりダウンロードできます。

http://www.nwec.jp/jp/publish/report/page52.html 

女性関連施設の情報事業に関する調査報告・事例集 

平成２５年度「女性関連施設に関する調査研究」の報告書です。図書・雑誌・視聴覚資料・

新聞クリッピングといった図書資料提供の場、ブログ・フェイスブック・ツイッターなどＳ

ＮＳ等の新しい動きの出てきているインターネットでの情報提供、そして広報誌の３つに焦

点をあて、現状、工夫している点などについて質問紙調査を行いまとめたものです。ホーム

ページよりダウンロードできます。

http://www.nwec.jp/jp/publish/report/page49.html 

男女共同参画の視点に立った若者のキャリア形成支援ハンドブック 

平成２５年度「男女共同参画の視点に立った若者のキャリア形成支援に関する調査研究」

の報告書です。自治体の男女共同参画担当部局や女性/男女共同参画センター等、地域にお

いて男女共同参画を推進する機関や団体等が、男女共同参画の視点に立った若者のキャリア

形成支援にかかわる取組を企画・実施する際に活用していただけるよう作成した指導者・支

援者向け教材です。ホームページよりダウンロードできます。

http://www.nwec.jp/jp/publish/report/page50.html 

国連婦人の地位委員会(ＣＳＷ)早わかり 

国連婦人の地位委員会(ＣＳＷ)とは、仕組み、成果等、ＣＳＷについての理解を深めてい

ただくための資料(早わかり)を作成しました。ホームページよりダウンロードできます。 

http://www.nwec.jp/jp/publish/ 

男女共同参画の視点に立った外国人女性の困難等への支援のための参考資料 

平成２５年度「外国人女性の困難等への支援に関する調査研究」の報告書です。第３次男

女共同参画基本計画第８分野にある、「外国人等が安心して暮らせる環 境の整備」を進めて

いくうえで参考にしていただく、国際的な動向や国内の施策、日本で暮らす外国人女性の状

況や抱えている困難や状況についての統計を中心 に掲載しています。ホームページよりダ

ウンロードできます。

http://www.nwec.jp/jp/publish/report/page51.html 

ＮＷＥＣ実践研究 

 第４号では、「女性リーダー」をテーマとして取り上げ、企業やＮＰＯ法人、団体におけ

る女性リーダーの具体的な事例を論文として掲載しています。また、ＮＷＥＣの事業や研究

報告を紹介しています。ホームページよりダウンロードできます。

http://www.nwec.jp/jp/publish/record/page05.html 



はじめに 

  独立行政法人国立女性教育会館は、我が国唯一の女性教育のナショナルセンター

として、女性教育指導者その他の女性教育関係者に対する研修、女性教育に関する

専門的な調査及び研究等を行うことにより、女性教育・家庭教育の振興を図り、男

女共同参画社会の形成の促進に資することを目的として、文部科学大臣から示され

ている中期目標に基づき、事業を実施しております。 

  平成２５年度は、「国立女性教育会館の在り方に関する検討会」報告書の指摘に基

づき、事業の柱を「教育・学習支援事業」「研修事業」「調査研究事業」「情報事業」

「国際関係事業」の５つに設定しました。 

研修事業では、従来の「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム」

を「男女共同参画推進フォーラム」と改め、男女共同参画及びダイバーシティ、女性

の活躍などを推進する行政担当者、女性団体やＮＰＯのリーダー及び大学や企業の担

当者等が一堂に介し、それぞれの分野の課題の解決方法を見出す研修の場とするとと

もに、分野横断的に、連携・協働を図るためのネットワーク形成の場として実施しま

した。また、新たに４年制の女子大生を対象とした「女子大生キャリア形成セミナー」

を試行的に実施しました。 

 調査研究事業では、調査研究の成果として「女性関連施設の情報事業に関する調査

報告・事例集」「男女共同参画の視点に立った若者のキャリア形成支援ハンドブック」

を作成しました。 

 このたび、これらの事業の成果をまとめ、「平成２５年度国立女性教育会館主催事

業等実施報告書」を作成いたしました。調査研究事業等の報告書と併せ、皆様に御活

用いただければ幸いです。 

平成２６年１１月 

独立行政法人 国立女性教育会館 

理事長   内海 房子 
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事業名 実施日 分類 ページ

ダイバーシティ推進リーダー会議 H25.5.17～18 Ⅱ 18

女性関連施設・地方公共団体・団体リーダーのための男女共同参画推進研修 H25.6.12～14 Ⅱ 29

女子中高生夏の学校2013　－科学・技術者のたまごたちへ－ H25.8.8～10 Ⅱ 54

男女共同参画推進フォーラム H25.8.22～24 Ⅱ 46

アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー H25.9.26～10.5 Ⅴ 102

NWEC国際シンポジウム H25.10.5 Ⅴ 106

企業を成長に導く女性活躍促進セミナー（第１回） H25.10.18～19 Ⅱ 21

JICA地域別研修「アジア諸国における人身取引対策協力促進セミナー」 H25.10.21～11.2 Ⅴ 109

大学等における男女共同参画推進セミナー H25.11.28～29 Ⅱ 39

女性情報アーキビスト養成研修（入門）＋（実技コース） H25.12.4～6 Ⅱ 76

女子大生キャリア形成セミナー H25.12.20～21 Ⅰ 14

女性関連施設相談員研修 H26.2.5～7 Ⅱ 70

女性のためのハッピーキャリア大研究（第１回） H26.2.22　午前 Ⅰ 6

女性のためのハッピーキャリア大研究（第２回） H26.2.22　午後 Ⅰ 6

女性のためのハッピーキャリア大研究（第３回） H26.3.1 Ⅰ 6

企業を成長に導く女性活躍促進セミナー（第２回） H26.3.4 Ⅱ 26

分類
　　　　　Ⅰ　教育・学習支援事業
　　　　　Ⅱ　研修事業
　　　　　Ⅲ　調査研究事業
　　　　　Ⅳ　情報事業
　　　　　Ⅴ　国際関係事業
           Ⅵ　ボランティアの受入れ・支援

平成25年度国立女性教育会館主催事業等実施日一覧（実施日順）

4



Ⅰ 教育・学習支援事業 

１ 男女共同参画の視点に立った多様なキャリア形成支援研修 

「女性のためのハッピーキャリア大研究」 

２ 大学生を対象とした男女共同参画の視点に立った複合的 

  キャリア教育の推進 

３ 女子大生キャリア形成セミナー 

Ⅰ 

教
育
・
学
習
支
援
事
業
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１ 男女共同参画の視点に立った多様なキャリア形成支援研修 

「女性のためのハッピーキャリア大研究」

１ 趣 旨  男女共同参画社会の形成に向けて女性の活躍を推進するためには、職業活動、社会活動を包

括し、多様な選択を可能にするキャリア形成支援が求められる。国立女性教育会館と群馬県

ぐんま男女共同参画センターの共催で、群馬県内で活躍する女性たちとの意見交換などを通

じて参加者がこれまでのキャリアを振り返り、個人のキャリアと社会とのつながりから、新

しい一歩を踏み出すためのきっかけづくりを支援する講座を開催する。 

２ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ）、群馬県ぐんま男女共同参画センター 

３ 会  場  群馬県ぐんま男女共同参画センター 

４ 期  日  第１回 平成２６年２月２２日（土）１０：００～１２：００ 

第２回 平成２６年２月２２日（土）１３：００～１５：３０ 

第３回 平成２６年３月 １日（土）１０：００～１２：３０ 

５ 対  象  群馬県内在勤・在住女性 １５名 

６ 参 加 者  実人数３２名、延べ人数６２名（第１回２３名、第２回１９名、第３回２０名） 

７ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内 容 講 師 得られた成果 

第１回 

２月２２日 

10:00～12:00 

「キャリアを考える」 

女性の多様なキャリアについて理

解を深めるとともに、参加者自身の

強み・弱みを踏まえたキャリアを考

える。 

講師：西山 恵美子 

ＮＷＥＣ事業課客員研究員 

社会活動キャリアを含む複合

キャリアの概念や長い生涯を

見通したキャリア形成の必要

性などを学ぶとともに、ワーク

を通じて参加者は自身の現状

を考える機会となった。 

第２回 

２月２２日 

13:00～15:30 

「夢を実現させた先輩のリアルを

聞く」～ロールモデル・カフェ～

キャリア上の転機とその困難をどう

乗り越えたのか、群馬県内の様々

な分野で活躍する女性たちの話か

ら、その解決のヒントを探る。 

ゲスト・スピーカー：秋葉 純子 

ＲＴＡ認定スクール「つむぎ」代表 

星野 直子 ＮＰＯ法人Ｃｏｓｍｏｓ 

理事長 

藤田 朱美 公益財団法人前橋観

光コンベンション協会観光推進課

係長 

コーディネーター：西山 恵美子 

ＮＷＥＣ事業課客員研究員 

「女性の起業」「社会参画」「組

織で働く」の 3 つのテーマから

ロールモデルを選定した。 

３名からの報告と座談会のな

かでキャリアの転機や困難に

ついてスピーカーと参加者同

士の意見交換を行うことで、参

加者は情報を得たり、悩みを

共有したりすることができた。 

第３回 

３月１日 

10:00～12:30 

「ライフ・プランニング」 

これまでのキャリアを踏まえ、今後

の目標に向けて一歩踏み出すため

のライフ・プランニングづくりを行う。

ファシリテーター：引間 紀江 

ＮＷＥＣ事業課専門職員 

男女共同参画の視点からのキ

ャリア形成について、群馬県

の現状をデータで学ぶととも

に、今後の目標に向けて具体

的な行動計画を各自作成する

ことができた。 

８ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

・これまでのＮＷＥＣの調査研究及び研修事業の成果と群馬県の実情とニーズを踏まえ、ぐんま男女共同参画

センター（以下センター）と協働して企画案を作成した。 

・群馬県内の女性の有業率は高く、Ｍ字型から台形型になっているが、パート・アルバイトなどの非正規雇用
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の割合が多い。また地域活動に参加しているが、自治会長など意志決定の場への参画は低い状況にある。多

様なキャリアへの理解とともに、今後のキャリア形成や社会参画への意欲を高めることを目指す。 

・これまでセンター利用の少なかった３０代～４０代女性を主な参加者層として想定したプログラムを企画す

ることで、利用者のニーズの掘り起こしと次年度以降への新たな事業展開につなげられるよう工夫した。 

・第２回のロールモデルは、「女性の起業」「社会活動」「組織内での活躍」の３分野から各１名としたが、依頼

にあたっては日頃から培われているセンターの人的資源とネットワークを活用した。 

９ プログラム全体で得られた知見 

 ＮＰＯやボランティア活動などの社会的役割を果たす活動も「社会活動キャリア」と捉え、多様な活動を社会

的に評価することの重要性について理解を深めることができた。またゲスト・スピーカーの談話や参加者の感想

からは、「男性は仕事、女性は家事・育児」といった固定的な性別役割分業意識も、実際には未だ根強い状況のな

かにあることも明らかになった。終了後の参加者アンケートからは、「自分もゲストのようなキャリアを築ける可

能性があると思った」「これから何をやりたいのかを知るきっかけとなり、置かれている環境を客観的に見ること

ができた」等の感想が寄せられた。 

１０ プログラムの成果 

（１）参加者の満足度について 

   第１回 １００％ 

第２回 １００％ 

第３回 ９４．７％ 

（２）参加者のプログラム全体の有用度について （第３回参加者２０名） 

   １００％ 

１１ 今後の課題及び展望 

 本事業は「男女共同参画の視点に立った多様なキャリア形成支援研修」における３年次の事業として、センタ

ーとの協働で企画・運営・実施をした。これにより地域の実情や課題をより具体的に把握でき、参加者のニーズ

や課題に沿った実践的な講座を企画することができた。また、この講座への参加によって初めてセンターを利用

した参加者も半数以上おり、協働先であるセンターにとっても、新たな利用拡大や次年度以降のキャリア形成支

援事業への展開の一助になったと考えられる。今回は女性のキャリア支援がテーマであったが、キャリアとは何

かを考えること、ロールモデルの提示、ライフ・プランニングなどの手法は男性、高齢者、若年層などにも共通

する内容であるため、これらの多様な対象やニーズに対応するプログラムとしても展開が可能と考えられる。 

今後はこれらの講座を受講した参加者などによる地域における男女共同参画推進と実践に向けて、男女共同参

画とキャリア開発の視点からの学習コーディネーターまたはオーガナイザーの養成が求められる。 

第１回「キャリアを考える」 第２回「夢を実現させた先輩のリアルを聞く」の報告 
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第2回「夢を実現させた先輩のリアルを聞く」の座談会 第3回「ライフ・プランニング」 
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２ 大学生を対象とした男女共同参画の視点に立った複合的キャリア教育の推進 

 

１ 趣  旨  大学等におけるキャリア教育の充実に資するよう、大学等とＮＷＥＣの協力のもと、ＮＷＥＣが所

有す「社会活動キャリア形成事例」や女性アーカイブセンター資料等を活用した学生を対象とする

キャリア教育を実施するもの。 

 ＮＷＥＣは社会教育施設として、これまで主として成人を対象とした研修を行ってきたが、固定

的性別役割分担意識の是正や、単に就職をどうするかだけでなく、一人の女性としてどう生き、自

分の能力を発揮しながら社会に参画していくかを自覚的に考えていくキャリアについての視点を

身につけることの重要性から、より若年層へアプローチするため大学生を対象とした事業を平成

２２年度より開始している。 

２５年度は、引き続き、①埼玉大学、②埼玉県私立短期大学協会と連携した２事業を実施した。  

 

２ 特  徴  ①大学や民間団体とＮＷＥＣが共同して開発するプログラムであること。 

②大学における単位取得講座であること。 

③ＮＷＥＣがこれまでに実施してきた研修・調査研究・情報事業において蓄積された知見や情報を活用

して開発されたプログラムであること。 

④若年層に対するキャリア教育の普及を目指し、プログラム開発につなげること。 

 

３ 事業内容 

（１）埼玉大学との連携事業（４年目） 

①授業名   男女共同参画社会を考える 

②会 場   埼玉大学 

③時 期   平成２５年４月９日（火）～７月３０日（火）、全１５回、前期授業（うち２回をＮＷＥＣが担当） 

④履修者   埼玉大学の学生 （女性２６名、男性３６名、合計６２名） 

⑤授業の目的 

   社会の中でも家庭でも男女がともに主体であり、対等に協力できる男女共同参画社会を作ることが求め

られている。しかし私たちはいつの間にか様々な場面で「男らしさ」「女らしさ」を内面化している。そのこ

とがいかに男女の生き方を拘束しているのか、どうすればそれらを変えることができるのかについて、様々

な方法や考え方を学ぶ。 

⑥プログラム内容 

１ 4/9 ガイダンス（埼玉大学、ＮＷＥＣ） 

２ 4/16 ジェンダー論入門① 

３ 4/23 ジェンダー論入門② 

４ 5/7 ジェンダーと発達 

５ 5/14 ジェンダーと教育 

６ 5/21 労働とジェンダー① 

７ 5/28 労働とジェンダー② 

８ 6/4 「男女共同参画社会の実現を目指して」 ： ＮＷＥＣ理事長 内海 房子 

９ 6/11 「専門情報を使う 男女共同参画統計を学ぶ」 ： ＮＷＥＣ情報課専門職員 森 未知 

10 6/18 国際社会とジェンダー 

11 6/25 家族とジェンダー 

12 7/2 子育てとジェンダー 

13 7/9 メディアとジェンダー 

14 7/16 性暴力（ＤＶ、デートＤＶ）とジェンダー 

15 7/23 まとめ 

 

⑦ＮＷＥＣが担当した２回分の主な内容 

・「男女共同参画社会の実現を目指して」：埼玉大学に内海理事長が出向いて講義。 

・「専門情報を使う 男女共同参画統計を学ぶ」：埼玉大学に森専門職員が出向いて、コンピュータ室で学生が
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一人一台のパソコンを使用し、女性情報ポータル“Winet”の「文献情報データベース」、「女性と男性に関す

る統計データベース」の検索、データの利用方法を実習した。 

⑧事業実施により得られた成果・知見

・昨年度に比し受講生が22名増加し、また女子学生より男子学生の受講者が多いことから、男女共同参画に関

する関心の広がりを感じた。 

・講義「男女共同参画社会の実現を目指して」において、固定的性別役割分担意識についてのアンケート及び

チェックシート記入の演習を行ったところ、内面化した意識への気付きを促すことができた。 

⑨課題

・授業に関連した図書をまとめて、図書パッケージサービスとして埼玉大学に貸出しているが、受講生が当会

館女性教育情報センターに来館して、利用指導を受けたり、直接資料を閲覧するような、より緊密な連携を

行っていく必要がある。 

（２）埼玉県私立短期大学協会との連携事業（４年目） 

①授業名 女子学生のためのキャリア形成講座（夏期集中講座） 

②主 催  ＮＷＥＣ 

③共 催  埼玉県私立短期大学協会 

④会 場  ＮＷＥＣ 

⑤期 日  平成２５年９月２日（月）～９月４日（水）２泊３日 

⑥参加者 埼玉県私立短期大学協会加盟４大学（国際学院埼玉短期大学、埼玉純真短期大学、埼玉女子短期

大学、武蔵丘短期大学）から５０名 

⑦プログラムの構成・得られた成果

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

９月２日 

13:00～13:20 

（１）開会挨拶  大野 博之 埼玉県
私立短期大学協会会
長 
櫻田 今日子 ＮＷＥ
Ｃ総務課専門官 

参加学生も協会とＮＷＥＣのプロ

グラム開発の一端を担っているこ

とを伝えたことが学習意欲を盛り

上げた。 

13:20～14:00 （２）プログラムオリエンテーション

（事前アンケートの実施） 

引間 紀江 ＮＷＥ

Ｃ事業課専門職員 

研修生活上の諸注意とともに、事
前アンケートをとり、参加学生の
キャリア意識を把握した。 

14:10～15:30 （３）講義「これからのキャリアを考え

てみよう」 

講師：大野 博之  

埼玉県私立短期大学

協会会長 

日頃直接話をすることのない大学
長から「キャリアを考えることの
大切さ」について体系的な話を聞
いたことで、大学の授業として当
講座が位置づけられている意味を
学生自身が把握することができ
た。 

15:30～16:00 （４）記念写真撮影 グループワークを行うグループご
とに記念撮影を行った。他校の生
徒や先生、ＮＷＥＣ職員も入って
撮影した。記念写真は修了証とと
もに全プログラム終了後、配布さ
れた。 

 16:00～17:00 （５）情報収集の手段を学ぶ（女性教

育情報センター・女性アーカイブセン

ター）  

講師：ＮＷＥＣ情報課

職員 

班にわかれて、センターを見学し
た。また、今後のキャリアを考え
る上で力となる情報収集の手段を
身につけた。 
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19:00～20:30 （６）自己紹介・レクリエーション「友

達を作ろう」 

講師：安倍 大輔 
埼玉純真短期大学講
師 

埼短協の当研修に対する目的の一

つとして、「コミュニケーション能

力を高める」ことがあったことか

ら設けられた時間。大変盛り上が

り、２日目からのワークショップ

に上手くつながった。 

９月３日 

9:00～10:00 

（７）講義・ディスカッション「女性

のキャリアパスを考える」 

講師：中野 洋恵 
ＮＷＥＣ研究国際室
長 

職業キャリアと社会活動キャリア
のバランスなどライフイベントの
多い女性の一生を通じたキャリア
プランを考えることを提案、学生
は今後の自分自身の在り方と照ら
しつつ新たな概念について興味深
く学んでいた。 

10:15～14:30 （８）グループワーク「女性のキャリ

アパスの事例分析」 

グループ発表「キャリアの事例分析」

コーディネーター： 

渡辺 美穂 ＮＷＥ

Ｃ研究国際室研究員 

結婚や出産などの女性のライフイ

ベントを経ながらも職業も持ち続

け、地域活動にも積極的に関わっ

た女性の人生を分析。非常に活発

な議論が交わされ、発表用紙はイ

ラスト入りの素晴らしい作品が作

られた。 

14:40～15:40 （９）講義・グループワーク「男女共

同参画統計から女性のキャリアを考え

る」 

講師：森 未知 

ＮＷＥＣ情報課専門

職員 

仕事に対する男女の意識調査や、

組織の意思決定ポジションに就く

女性の割合など、女性をとりまく

社会状況の変化についてデータを

もとに解説した。 

15:50～17:00 （１０）講義「社会人（ビジネス）マ

ナーの基本」 

講師：細田 咲江 

埼玉女子短期大学准

教授 

言葉遣い、立ち居振る舞い、身だ

しなみなど、社会人として身につ

けるべきマナーについて実践的に

学んだ。 

19:00～20:30 （１１）キャリア講演「ゲストスピー

カーのキャリアに学ぶ」 

ゲストスピーカー 

家政：野原 健吾 国

際学院埼玉短期大学

助教 

保育：松原 みゆき 

埼玉純真短期大学入

試広報・実習指導 

当該研修中、最も、満足度の高か

ったプログラム。人生には様々な

想定外の困難があること、それを

乗り越えることの素晴らしさ、働

くことの楽しみなどを、真摯に語

ったゲストの話から学生たちは大

いに学んだ。アットホームな雰囲

気の中、ゲストと学生間での意見

交換も活発に行われたのは、ゲス

トの人柄に負うところも大きい。
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９月４日 

9:00～10:00 

 

（１２）講義「キャリアに学ぶ」 

  

講師：藤田 利久 

埼玉純真短期大学学

長 

自己のキャリアを意識しつつ学生

生活を送ることの意義、その際に

注意すべきポイントについて学生

の身近な例を挙げながら解説し

た。 

10:00～10:30 

 

(１３)講義「もっと素敵にワーキング

ライフ」 

 

講師：内海 房子  

ＮＷＥＣ理事長 

民間企業に入社し、男女雇用機会

均等法成立の時代を経て、どのよ

うにキャリアを築いてきたのかと

いう自分自身の足跡を時代背景と

ともに分析しながら、これから社

会に出る女子学生にメッセージを

送った。 

10:40～12:00 

 

（１４）討議・まとめ「自分自身のキ

ャリアを考える」（事後アンケートの実

施） 

 

各先生からの言葉、学生の一言感想 

修了証の授与、閉講挨拶 

 

 

コーディネーター： 

引間 紀江 ＮＷＥ

Ｃ事業課専門職員 

各参加学生が、研修での学びを踏

まえ、自身の今後のキャリア形成

について一言ずつ発表した。 

また、埼短協の学長・職員ら及び

ＮＷＥＣのスタッフからも一言ず

つ言葉が贈られた。 

この時間の冒頭にとった事後アン

ケートの事前アンケートとの分析

結果も発表され、参加学生にその

場で伝えられた。  

⑧事業実施により得られた知見 

・当事業は４年目の実施で、プログラムも精査され、ＮＷＥＣ内における各課室横断的なチーム編成による実

施も軌道に乗っており、効率的に実施することができた。 

・今年度のアンケート結果からも昨年同様、学生たちがこれまで、キャリアというものについて漠然とした不

安を抱えながらも考える機会がなかったことがわかった。また、キャリアについて学ぶ機会を持ち、自分自身

のキャリアについて具体的に考えることで、漠然とした不安を持つのではなく、人生に対し前向きに取り組ん

でいく姿勢をもつことができるようである。 

・共催した協会側の取組の姿勢から、大学においてキャリア教育の重要性の認識が大きくなっていることが感

じられた。 

 

⑨成果（アンケート結果から） 

・全員が研修を受けてよかったと回答した。 

（例） 

「未来の見方や、これからどんな考え方をしたらいいか、どこに目を向けたらいいのか考えるきっかけになっ

た。」 

「この講座は、前に進むための十分な力をくれた。」「男女共同参画統計から、シングルマザーの大変さが分か

った。」 

「自分自身のキャリアを磨くこと、人間として成長し社会に役立つことの重要性に共感できた。」 
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自己紹介・レクリエーション         講義「これからのキャリアを考えてみよう」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報収集の手段を学ぶ                   グループワーク「女性のキャリアパスの事例分析」 

（女性教育情報センター・女性アーカイブセンター）  
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３ 女子大生キャリア形成セミナー

１ 趣 旨     我が国の女性を取り巻く状況はかつてよりはるかに改善されているが、男女平等は 

 まだ実現されていない。働く女性及び担当者レベルでのリーダーは増えたが、組織に 

おける意思決定ポジションに占める女性の割合は極めて低いままである。しかし、我 

が国が男女共同参画社会を実現するためには、女性が職業活動に参加するだけでなく、 

さまざまな組織の管理的ポジションに就き、その意思決定に関わるなど組織活動に参 

画することが必要である。 

そこで国立女性教育会館では、自らのキャリアを模索する４年制大学の女子学生を 

 対象に、 

①仕事をもち自らの人生の選択権をもつことが豊かな人生設計に重要であること（自

主自立） 

②女性の人生設計に関わる出来事を予め知っておくこと（ライフ・プランニング）

③キャリアの構築が単に個人の自己実現に留まらず社会変革につながるという視点を

もつこと（社会を変える・支える志） 

の３つを学ぶ機会を提供することで、将来、社会や組織を支える女性リーダーを育成

し、もって我が国の男女共同参画の推進を図るものである。 

２ 主 題 「キャリアを考えることは、人生を考えること」 

３ 共 催  リーダーシップ１１１ 

４ 主 催   独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

５ 会 場   ＮＷＥＣ 

６ 期 日   平成２５年１２月２０日（金）～１２月２１日（土） １泊２日 

７ 対 象 女子大学生 

８ 参 加 者   参加者数 １０名（定員 ５０名） 

９ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内 容 講 師 得られた成果 

１２月２０日 

13:00 ～13:15 

（１）開会 

主催者あいさつ 

 オリエンテーション 

内海 房子 ＮＷＥ

Ｃ理事長 

石崎 裕子 ＮＷＥ

Ｃ事業課専門職員 
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13:15 ～16:20 （２）講演と講義「キャリアとは何か」 

国立女性教育会館のもつ豊富な統

計データ及び女性のキャリアについ

て話を伺う。 

講師： 

内海 房子 ＮＷＥ

Ｃ理事長 

中野 洋恵 ＮＷＥ

Ｃ研究国際室長 

 理事長自身のキャリア形成過

程を引き合いに、企業における女

性管理職の現状など、これから社

会に出てキャリアを築くうえで

必要となる実践的知識を学生に

伝えることができた。 

16:30～17:30 （３）女性情報ポータル Winet 紹介と女

性教育情報センター見学 

案内：匂坂 佳代子

ＮＷＥＣ情報課情報

係長 

赤嶺 良子 ＮＷＥ

Ｃ情報課専門職員 

女性教育情報センターの見学

を始めとするＮＷＥＣの情報を

紹介した。 

19:00～21:00 (４)パネルディスカッション「先輩

の声を聞く」 

 多方面にわたる分野の先輩たちか

ら、さまざまなキャリア経験談を聞

き、女性のキャリア形成を考える。

パネリスト： 

中井 惠美子 

中井生活経済研究所

所長、中小企業診断

士 

平野 こずえ ＥＭ

Ｇマーケティング合

同会社不動産オフィ

ス管理部アドバイザ

ー 

佐藤 多世子 ジュ

ピターショップチャ

ンネル株式会社マー

チャンダイジング本

部副本部長 

櫻田 今日子 ＮＷ

ＥＣ総務課専門官 

 

コーディネーター： 

猪俣 由美子 エン

パワーマネジメント

研究所代表兼人材育

成コンサルタント 

企業や行政といった女性の参

画がいまだ少ない領域で家庭と

両立しながら、キャリアを築いて

きた先輩の女性たちの生の声を

聞くことは、女子学生たちにとっ

ても貴重な機会となった。 

１２月２1 日 

9:00～12:00 

(５)グループワーク 

 

ファシリテーター：

野依 智子 ＮＷＥ

Ｃ研究国際室客員研

究員 

猪俣 由美子 エン

パワーマネジメント

研究所代表兼人材育

成コンサルタント 

洲脇 みどり ＮＷ

ＥＣ事業課客員研究

員 

パネルディスカッションを踏

まえて、グループディスカッショ

ンを行い、将来を見すえたキャリ

アシートを作成した。最後に一人

ずつ発表して参加者全体で共有

した。参加者にとって、キャリア

について考える機会となった。 

12:00～12:20 （６）閉会 

    ・アンケート記入 

   ・修了書発行        
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１０ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

 ・リーダーシップ１１１と共催し、パネルディスカッション等で、実際に社会の様々な分野で活躍す

る女性リーダーが登壇することで、参加者の女子学生に、社会で働く女性たちの生の声を届けること

ができるよう工夫した。 

 ・男女共同参画統計を用いた講義、女性情報ポータル Winet の紹介など女性情報教育センター見学な

ど国立女性教育会館の持つ資源を利用したプログラムを盛り込んだ。 

 ・最終日のグループディスカッションでは、キャリアシートの作成とその発表を行い、参加者全体で

参加者同士のキャリアシート内容を共有する場を設けた。 

 

１１ プログラム全体で得られた知見 

 女子大学生がキャリア形成を考える上で、男女共同参画の視点をもって、仕事を継続していくことが

自身の人生設計において重要な意味を持つことへの理解を参加者の女子学生が深めることができた。 

 

１２ プログラムの成果 

  参加者の全体の満足度について 

   １００．０％（非常に満足７５．０％ 満足 ２５．０％） 

 

１３ 今後の課題及び展望 

・募集定員５０名に対し、参加者は１０名であった。今後は開催時期等を検討し、セミナーの波及効

果の点からも定員を満たすための努力を行う必要がある。 

  
講演と講義「キャリアとは何か」            パネルディスカッション「先輩の声を聞く」 

 

 

グループワーク 
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Ⅱ 研修事業 

４ 企業を成長に導く女性活躍促進セミナー 

５ 女性関連施設・地方公共団体・団体リーダーのための男女共同 

参画推進研修 

６ 大学等における男女共同参画推進セミナー 

７ 男女共同参画推進フォーラム 

８ 女子中高生夏の学校２０１３～科学・技術者のたまごたちへ～ 

９ 女性関連施設相談員研修 

１０ 女性情報アーキビスト養成研修（入門）＋（実技コース） 

Ⅱ 

研
修
事
業
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４ 企業を成長に導く女性活躍促進セミナー 

Ⅰ 平成２５年度「ダイバーシティ推進リーダー会議」 

１ 趣  旨   企業における女性の活躍推進を図り、男女共同参画社会の形成に資するため、企業におけ

るダイバーシティ（女性の活躍促進）を推進するリーダーを対象に実施する。 

        事例発表により、女性の活躍推進のために何をすべきかを考え、ディスカッションにより

参加者一人一人が課題に向き合い解決の方向を探る。さらに、情報交流会において参加者同

士による情報交換やネットワークづくりの場を提供する。 

 

２ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ）   

 

３ 会  場  ＮＷＥＣ 
 
４ 期  日  平成２５年５月１７日（金）～５月１８日（土）１ 泊２日 

 

５ 対  象  企業におけるダイバーシティ（女性の活躍促進）の推進リーダー 

 

６ 参 加 者  参加者数 ３５名 

 

７ 都道府県別参加者数 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 

北海道 － 埼玉県 ３ 岐阜県 － 鳥取県 － 佐賀県 －

青森県 － 千葉県  静岡県 １ 島根県 － 長崎県 －

岩手県 － 東京都 ２８ 愛知県 － 岡山県 － 熊本県 －

宮城県 － 神奈川県 ２ 三重県 － 広島県 － 大分県 －

秋田県 － 山梨県 － 滋賀県 － 山口県 － 宮崎県 －

山形県 － 新潟県 － 京都府 － 徳島県 － 鹿児島県 －

福島県 － 長野県 － 大阪府 １ 香川県 － 沖縄県 －

茨城県 － 富山県 － 兵庫県 － 愛媛県 － 無回答他 －

栃木県 － 石川県 － 奈良県 － 高知県 － 合  計 ３５

群馬県 － 福井県 － 和歌山県 － 福岡県 －  

 

８ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

５月１７日 

11：00～12：45 

オプション企画 

（１）プレ・ミーティング（有料：

1,000円） 

 女性の活躍と男女共同参画に関

する統計データをわかりやすく解

説するなど、ＮＷＥＣから情報提供

を行う。また、女性教育情報センタ

ー、女性アーカイブセンターを見学

し、情報活用の仕方を学ぶ。 

※昼食（弁当）あり 

内海 房子 ＮＷＥＣ理

事長 

 

中野 洋恵 ＮＷＥＣ研

究国際室長 

内海理事長からは、ＮＷＥＣの役

割や活動についての説明により、

これから企業向けにも研修を推

進する決意が語られた。 

中野研究国際室長からは、女性の

活躍推進の現状と課題について、

国際比較を交えながらの説明が

あり、日本政府の動向や、経済紙

の話題などタイムリーで有意義

な時間となった。  

13:15～13:30  （２）開会 

主催者あいさつ 

内海 房子 ＮＷＥＣ理

事長 
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13:30～15:30   （３）事例発表「女性活躍促進の取

組」              

 女性活躍促進を実施している企業

からの事例を踏まえて、女性が活躍

するためには、どうしたらよいかを

学ぶ。 

事例① 日本生命保険相

互会社  

発表者：山内 千鶴 

人事部輝き推進室長 

事例② 帝人株式会社 

発表者：日高 乃里子 

人財部 ダイバーシティ

推進室長 

事例③ 日産自動車株式

会社 

発表者：桐竹 里佳 

ダイバーシティディベロ

ップメントオフィス室長

日本生命保険相互会社からは、女

性活躍推進に向けた多様な取組、

帝人からは、グループにおける研

修プログラムの紹介、日産自動車

からは、ダイバーシティは競争力

の源泉という発表があった。 

３社のそれぞれの状況をうかが

い、気づきの多い参考になる発表

であった。 

 

15:45～17:45   （４）ディスカッション 

 グループに分かれて、参加者同士

の背景や問題意識を共有するとと

もに、どうしたら女性の活躍が促進

するのか等についてディスカッシ

ョンを行う。 

ディスカッションコーデ

ィネーター： 

堀本 麻由子 ＮＷＥＣ

事業課客員研究員 

 

グループファシリテータ

ー： 

早川 枝里 ＮＷＥＣ事

業課客員研究員 

洲脇 みどり ＮＷＥＣ

事業課客員研究員 

赤嶺 良子 ＮＷＥＣ情

報課専門職員 

渡辺 美穂 ＮＷＥＣ研

究国際室研究員 

引間 紀江 ＮＷＥＣ事

業課専門職員 

自己紹介に１人１０分と時間を

かけることで、各自が所属する企

業の取組や課題について、お互い

に十分理解することができた。 

 また、日頃聞くことのできない

共通の課題に気づくことができ

た。 

18:00～19:30   オプション企画 

（５）情報交流会（有料：3,000円）

 事例発表者をはじめ、他企業から

の出席者とのネットワークを構築

する。 

※立食形式夕食を兼ねる 

 リラックスした雰囲気の中で、参

加者同士による情報交換やネッ

トワーク作りができた。 

５月１８日 

9:00～11:30   

（６）ディスカッション２  

 ダイバーシティ推進リーダーに

必要なアクションラーニングに基

づいたコミュニケーション手法を

体験する。 

ディスカッションコーデ

ィネーター： 

堀本 麻由子 ＮＷＥＣ

事業課客員研究員 

 

グループファシリテータ

ー： 

早川 枝里 ＮＷＥＣ事

業課客員研究員 

赤嶺 良子 ＮＷＥＣ情

報課専門職員 

引間 紀江 ＮＷＥＣ事

業課専門職員 

「アクションラーニング」の手法

を活用し、参加者一人一人が各企

業の課題に向き合い、課題解決の

方策を探った。ダイバーシティを

推進していく上での悩み、課題を

共有できた。 

 

・各グループ内で２つの課題 

・３グループで討論 
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グループ参加・記録 

渡辺 美穂 ＮＷＥＣ研

究国際室研究員 

森下 敏広 ＮＷＥＣ事

業課専門職員 

山下 勝弘 ＮＷＥＣ事

業課長 

11：30～11：40 （７）閉会・アンケート記入  

 

内海 房子 ＮＷＥＣ理
事長 

 

12:00～  オプション企画 

（８）昼食会（有料：5,000円）  

  ○地元の料理を楽しむ 

  

 

９ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

 日本社会にダイバーシティ推進が切実に求められる背景と意義、現状と課題を国際的な視野で見つめ、具体的

方策の方向性をイメージするまでをプレ・ミーティングで扱い、その後の先進企業の事例発表につなぐ。 

 企業における先進事例発表では、日本生命保険相互会社、帝人株式会社、日産自動車株式会社にお願いした。 

 日本生命保険相互会社は、人事部内に設置される『輝き推進室』での取組がめざましく、また、男性社員への

取組も並行して実施することで、意識変革や多様な価値観を受け容れる風土醸成に取り組んでいる。 

 帝人株式会社は、経営トップの「グローバル企業に成長するには女性の活躍が不可欠」という強い意志にはじ

まり、１２年にわたり、女性が会社で意欲を持ち能力を発揮できるよう支援してきた。特に女性幹部候補向けの

研修とそのフォローアッププログラム・ＷＩＮＤ（Women’s Intensive Development）と・ＥＷＡ（Empower Women 

Advancement）は注目される。 

 日産自動車株式会社は、ルノーとの提携以来、グローバル化、ダイバーシティを経営戦略として位置付けてい

る。２００４年にはダイバーシティ推進の専任部署を設置し‘ジェンダー’‘カルチャー’を活動の２本柱とし

て取り組んでおり、特に女性活用については２０１７年に女性の役職者１０％を目指して更なる取組を行ってい

る。 

 これらの企業における事例は、女性活躍促進への取組の先進事例として、また、女性の活躍を創出していく上

で何が求められるかについて示唆に富んでおり、参加者に自社に持ち帰り取り組むヒントを与える。 

 また、ワークショップでは、短時間により大きな成果を生み出すことを目的として「アクションラーニング」

の手法を採用した。参加者は多様な視点からの問いかけによって、自然に考えを広げたり深めたりすることが

でき、今までに気づかなかった課題や思い込みを発見し、問題解決につなげることができる。 

 また、この「アクションラーニング」の手法は、各参加者が自社に持ち帰り、課題把握やマネジメントで活

用できるメリットもある。 

 

１０ プログラム全体で得られた知見 

 参加者は、プレ・ミーティングによりダイバーシティの背景と意義、現状と課題を国際的な視野から理解を

深めることができた。また、先進企業の事例発表では、ダイバーシティをすすめる上で、何からスタートすれ

ばよいかが見えてきた。ディスカッションを通してダイバーシティを推進するために各企業内での課題や方向

性を見出すことができた。また、情報交流会において参加者同士による情報交換やネットワーク作りができた。 

 

１１ プログラムの成果 

（１）参加者の全体の満足度について 

     ９７．６％（非常に満足４６．４％  満足５１．２％） 

（２）参加者のプログラムの有用度について 

    ９７．６％（非常に有用５７．１％  有用４０．５％） 
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１２ 今後の課題及び展望 

 ダイバーシティ推進リーダー会議は、今回初めて開催した。企業におけるダイバーシティ（女性の活躍促進）

の推進リーダーを対象に、定員を３０名と絞り、参加者同志の深い信頼関係とネットワークづくりをねらった。

そこには、社内でなかなか進まない女性活躍の現状にめげず、熱意を持ち続けることを応援したい思いがある。

研修後のアンケートでは有用度や満足度が非常に高く、今後も効果的な事業の周知・広報を工夫することや、

研修内容へのニーズを研究しプログラムに反映させること、また企業の統括団体や各種研修機関等との協力関

係を構築することで、さらなる成長・発展が期待できる。 
 このリーダー会議の参加者が、共に本音を語り、ヒントを出し合い、会社を超えて支え合う関係性を構築す

ることを期待したい。 

 

事例発表 「女性活躍促進の取組」           事例発表 「女性活躍促進の取組」 

①  日本生命保険相互会社              ② 帝人株式会社 

発表者：人事部輝き推進室長 山内 千鶴氏       発表者：人財部ダイバーシティ推進室長 日高 乃里子氏 

 

  
事例発表 「女性活躍促進の取組」           ディスカッション 

③ 日産自動車株式会社 

発表者：ダイバーシティディベロップメントオフィス室長 

桐竹 里佳氏  

 

Ⅱ 平成２５年度  第１回「企業を成長に導く女性活躍促進セミナー」 

１ 趣  旨   企業における女性の活躍推進を図り、男女共同参画社会の形成に資するため、企業におけ

るダイバーシティ（女性の活躍促進）の推進者、管理職、リーダーを対象に実施する。 

         オープニングセッションでは、企業経営者をお招きして女性の活躍促進のためにはどのよ

うなマネージメントが必要なのかを考え、続いての基調講演により、女性経営者のこれまで

築き上げてきたキャリアから、女性リーダーに求められるものは何かを学ぶ。 

         そして、ワークショップでは参加者の直面する疑問や課題に向き合い解決の方向を探る。

さらに、情報交流会において参加者同士による情報交換やネットワークづくりの場を提供する。 
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２ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ）   

  後  援  公益財団法人 ２１世紀職業財団 

 

３ 会  場  ＮＷＥＣ 
         
４ 期  日  平成 ２５ 年１０月１８日（ 金 ）～１０月１９ 日（土）１ 泊２日 

 

５ 対  象  企業におけるダイバーシティの推進者、管理職及びリーダー 

 

６ 参 加 者  参加者数 ４７名 

 

７ 都道府県別参加者数 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 

北海道 － 埼玉県 １８ 岐阜県 ２ 鳥取県 － 佐賀県 －

青森県 － 千葉県 － 静岡県 － 島根県 － 長崎県 －

岩手県 － 東京都 ２１ 愛知県 １ 岡山県 － 熊本県 －

宮城県 － 神奈川県 １ 三重県 － 広島県 － 大分県 －

秋田県 － 山梨県 － 滋賀県 － 山口県 － 宮崎県 －

山形県 － 新潟県 － 京都府 － 徳島県 － 鹿児島県 －

福島県 － 長野県 － 大阪府 ２ 香川県 － 沖縄県 －

茨城県 ２ 富山県 － 兵庫県 － 愛媛県 － 無回答他 －

栃木県 － 石川県 － 奈良県 － 高知県 － 合  計 ４７

群馬県 － 福井県 － 和歌山県 － 福岡県 －  

 

８ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１０月１８日 

13:30～13:40  

（１）開会             

   主催者あいさつ   

内海 房子 

ＮＷＥＣ理事長 

 

13:40～14:50 （２）オープニングセッション 

「今、女性の活躍を促進するために何

が求められているのか？」 

 女性の活躍促進を実施している企

業からの事例を踏まえて、女性の活躍

を促進するための課題や、女性の活躍

を創出していく上で、何が求められて 

いるかについて議論する。 

 

ゲスト： 

浦野 光人 株式会社ニ

チレイ相談役 

武石 恵美子  法政大

学キャリアデザイン学部

教授  

 

コーディネーター： 

内海 房子 ＮＷＥＣ理

事長 

様々な人が活躍できる企業や社

会を作るためには、今までの男性

の働き方を女性ができるように

ではなく、｢新しい働き方｣を男性

も含め追求していくべき必要性

がある。女性活躍の促進に近道は

なく、試行錯誤の経験が大切であ

り、社会全体が変化していく必要

を実感できた。 

15:00～16:30 （３）基調講演 

「女性リーダーに求められるもの   

～組織におけるキャリア形成を通じ

て～」      

 これまで築き上げてきたキャリア

をもとに、女性リーダーに求めるもの

や必要な意識、組織の中で生き抜く知

恵についてうかがう。 

講 師 

井手 明子 らでぃっし

ゅぼーや株式会社代表取

締役社長 

①手本となる女性を探す②自分

ではできないと怯んでしまう必

要はない③上司となったら、部下

が力を発揮できるように支援す

る④あなたが失敗しても迷惑は

かからない。むしろ昇進のチャン

スを引き受けないことが、「やは

り女性は・・・」と言われる可能
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 性がある。最後に、自分と異なる

属性、環境、価値観をもつメンバ

ーがいることを忘れず、異なる価

値観を無視、拒絶せず、むしろ好

奇心を持って接することや、少数

派の意見を表明しやすいような

雰囲気を日頃からつくり、異なる

要素のぶつかり合いからイノベ

ーションを起こすようなマネジ

メントが大切であることがわか

った。 

16:50～17:50 （４）ワークショップ１       

 グループに分かれて、参加者同士の

背景や問題意識を共有し、対談や講演

で得たことの相互理解を深める。 

コーディネーター： 

早川 枝里 ＮＷＥＣ事

業課客員研究員 

 

ファシリテーター： 

渡辺 美穂 ＮＷＥＣ研

究国際室研究員 

赤嶺 良子 ＮＷＥＣ情

報課専門職員 

洲脇 みどり ＮＷＥＣ

事業課客員研究員 

引間 紀江 ＮＷＥＣ事

業課専門職員 
櫻田 今日子 ＮＷＥＣ

総務課専門官 

自己紹介に時間をかけることで、

各自が所属する企業の取組や課

題について、お互いに十分理解す

ることができた。 

日頃聞くことのできない共通の

課題に気づくことができた。 

18:30～20:00 （５）情報交流会 

（希望者のみ参加：3,000円）    

 全国からの参加者と交流し、参加者

同士の情報ネットワークづくりを行

う。 

※立食形式夕食を兼ねる 

 

 リラックスした雰囲気の中で、参

加者同士による情報交換やネッ

トワーク作りができた。 

１０月１９日 

9:00～10:00 

 

 

（６）ＮＷＥＣからの情報提供    

 統計データを用いた国際比較を通

じて、女性の活躍と男女共同参画の推

進をわかりやすく解説する。 

 

中野 洋恵 ＮＷＥＣ研

究国際室長 

 

 

10:10～12:00 

 

 

（７）ワークショップ２       

 グループに分かれて、リーダーシッ

プをとる際に必要なコミュニケーシ

ョン手法（アクションラーニング）に

ついて学ぶ。そして、アクションラー

 

ニングで、参加者の多様な視点からの

問いかけにもとづきながら、職場の課

題の深掘りをすすめる。 

コーディネーター： 

堀本 麻由子 ＮＷＥＣ

事業課客員研究員 

 

ファシリテーター： 

渡辺 美穂 ＮＷＥＣ研

究国際室研究員 

櫻田 今日子 ＮＷＥＣ

総務課専門官 

洲脇 みどり ＮＷＥＣ

事業課客員研究員 

 

「アクションラーニング」の手法

を活用し、参加者一人一人が各企

業の課題に向き合い、課題解決の

方策を探った。 

 

 

・各グループ内で１つの課題 

・４グループで討論 
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早川 枝里 ＮＷＥＣ事

業課客員研究員 

13:00～14:50 （８）ワークショップ３       

 引き続き、グループごとにアクショ

ンラーニングに基づいたディスカッ

ションを行い、話し合ったことを発表

して全員で共有する。 

コーディネーター： 

堀本 麻由子 ＮＷＥＣ

事業課客員研究員 

 

ファシリテーター： 

渡辺 美穂 ＮＷＥＣ研

究国際室研究員 

櫻田 今日子 ＮＷＥＣ

総務課専門官 

洲脇 みどり ＮＷＥＣ

事業課客員研究員 

早川 枝里 ＮＷＥＣ事

業課客員研究員 

「アクションラーニング」の手法

・各グループ内で１つの課題 

・４グループで討論 

参加者が、他のグループの課題に

ついてもその検討成果を共有で

きた。 

14:50～15:00 （９）閉会 

    ・アンケート記入 

   ・閉会挨拶           

内海 房子 ＮＷＥＣ理

事長 

 

 

９ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

 企業における女性の活躍推進を図るため、企業におけるダイバーシティの推進に取り組んでいる浦野光人株

式会社ニチレイ相談役、女性の新しい働き方を提案する武石恵美子法政大学キャリアデザイン学部教授をゲス

トに迎え、ＮＥＣ時代には、女性活躍の促進に自ら取り組んだ内海房子ＮＷＥＣ理事長をコーディネーターに、

｢今、女性の活躍を促進するために何が求められているのか｣をざっくばらんに語る場とした。 

 基調講演では、昨年まで株式会社ＮＴＴドコモ執行役員であった井手明子氏に、らでぃっしゅぼーや株式会

社代表取締役社長として、これまで築き上げてきたキャリアをもとに、女性リーダーに求めるものや、必要な

意識、組織の中で生き抜く知恵を話していただいた。 

 ワークショップでは、参加者から毎回｢自然に考えを広げたり深められる｣｢今までに気づかなかった課題が発

見できる｣など評価の高い、「アクションラーニング」の手法を引き続き実施した。 

 宿泊研修のメリットである研修後の交流会を大切にし、参加者同士による情報交換やネットワークづくりの

場を提供した。 

  

１０ プログラム全体で得られた知見 

 参加者からは「業種は違っても、同じ課題で解決への取り組み方を共有し合えることができたと思います」「実

際に起きている課題の解決手法を学ぶとともに、他社での参考例を多く聞くことができ、大変役に立ちました」

「ワークショップによって、参加者どうしの情報交換ができ、勇気が出ました」などの意見があった。 
 オープニングセッションで、女性の活躍促進のためにはどのようなマネージメントが必要かを考え、基調講演によ

り、女性リーダーに求められるものは何かを学ぶことができた。ワークショップでは参加者の直面する疑問や課題に

向き合い解決の方向を探ることができた。 
 

１１ プログラムの成果 

（１）参加者の全体の満足度について 

     ９６．９％（非常に満足６２．５％  満足３４．４％） 

（２）参加者のプログラムの有用度について 

   １００．０％（非常に有用６５．７％  有用３４．３％） 
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１２ 今後の課題及び展望 

 参加者への事後アンケートでは、満足度９６．９％、有用度１００．０％となっており、「やる気」・「何とかし

なきゃ」の思いがより強くなったとの声があった。また、｢同業他社や異業種の方々の考え方に触れることが出来て楽

しかった｣との声も多い。また、毎回同じ会社からメンバーを代え参加している企業もある。 

 しかし、参加者の新規開拓が十分とは言えない。これは、ＮＷＥＣが、企業のダイバーシティの推進者や、管理職

向けの研修を実施していることが十分認識されていないからではないか。また、ＮＷＥＣが都心からは遠隔地である

ことや１泊２日の形態が参加を阻害している可能性も否めない。 

 しかし、都心からは遠いことや、１泊２日の研修形態は、自然豊かな落ち着いた環境で、気持ちを切り替えて研修

に集中できるといったメリットもある。日帰り参加の形態や都内での研修実施を含め、柔軟に研修の在り方を考えて

いきたい。 

 

  

 

オープニングセッション               井手明子氏 基調講演  

 「今、女性の活躍を促進するために何が求め    「女性リーダーに求められるもの」   

られているのか？」 

 

 

中野洋恵研究国際室長による             ワークショップ 

ＮＷＥＣからの情報提供  
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Ⅲ 平成２５年度  第２回「企業を成長に導く女性活躍促進セミナー」 

１ 趣  旨   一般社団法人埼玉県経営者協会ウーマノミクス推進委員会と連携し、企業における女性の

活躍推進を図り、男女共同参画社会の形成に資することを目的に、主として埼玉県経営者協

会加盟企業の経営者、役員、管理職、現場で活躍する女性リーダーなどを対象に実施する。 
 

２ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
 

３ 共  催  一般社団法人埼玉県経営者協会ウーマノミクス推進委員会 

 

４ 後  援  経済産業省関東経済産業局 

 

５ 会  場  大宮ソニックシティ４階 市民ホール４０３・４０４ 
 
６ 期  日  平成２６年３月４日（火） 

 

７ 対  象  企業におけるダイバーシティ（女性の活躍促進）の推進者、管理職及びリーダー １００名 

 

８ 参 加 者  参加者数 ４６名 

 

９ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

３月４日 

13:30～13:40 

（１）開会 

・主催者あいさつ 

 

内海 房子 

ＮＷＥＣ理事長 

 

13:40～14:40 

 

（２）事例発表 

「女性の活躍により飛躍する企

業からの報告」をテーマに、３つの

企業から女性の活躍促進の取組事

例について発表する。 

発表者： 

二木 綾子 東彩ガス株

式会社フォローアップチ

ームリーダー 

松橋 卓司 株式会社メ

トロール代表取締役社長 

伊藤 麻美 日本電鍍工

業株式会社代表取締役 

女性の活躍促進に積極的に取り組

んでいる３つの企業による事例発

表を行った。これまで男性の職域

とされた業務に女性が関わってい

る事例、若手の女性社員のアイデ

ィアを活かし、会社の業績が大幅

に向上した事例、経営者の経験が

ゼロにもかかわらず父親の会社を

引き継ぎ、倒産寸前だった会社の

業績を回復した事例など、参加者

にとって、実際に女性の活躍促進

に取り組んでいる立場の人の生の

声を聞く貴重な機会となった。 

15:00～16:20 （３）パネルディスカッション 

 「女性の活躍促進のために、今、

何が必要か」をテーマに、コーディ

ネーターのもと、事例発表を行った

３つの企業の発表者がパネリスト

として、女性の活躍を促進するため

の課題や、女性の活躍を創出してい

く上で何が求められているかにつ

いてディスカッションを行う。 

パネリスト： 

二木 綾子 東彩ガス株

式会社フォローアップチ

ームリーダー 

松橋 卓司 株式会社メ

トロール代表取締役社長 

伊藤 麻美 日本電鍍工

業株式会社代表取締役 

 

 

 

３名の事例発表者をパネリスト

に、事例発表の時間では話しきれ

なかった内容や、女性の活躍によ

る社内の変化、女性の活躍を進め

る上での課題や将来への展望など

についてさらに語るためのパネル

ディスカッションを行った。パネ

リストによる様々な話や活発な質

疑応答の中、今後自社でも積極的

に女性の力を活かす取組を推進し

ようとする参加者が多かった。 
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コーディネーター： 

内海 房子 ＮＷＥＣ理

事長 

 

16:20 （４）閉会   

 

１０ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

昨年３月に実施した前回に引き続き、一般社団法人埼玉県経営者協会との共催とすることにより、会場、

謝金、広報等での協力が得られるようにした。 

  事例発表者の選定については、経済産業省関東経済産業局の協力（推薦）を得た。 

  事例に学ぶという観点から、事例発表並びにパネルディスカッションという手法を用い、自社における女

性活躍促進の取組をテーマとした。 

 

１１ プログラム全体で得られた知見 

事例発表、パネルディスカッションでは、これまで男性の職域とされていた業務を女性社員が行っている

こと、社内での多岐にわたる女性社員活躍の場、女性の積極的採用、女性が働きやすい職場環境の整備、若

手女性社員のアイディアによる業績の大幅アップ、経営者として経験ゼロでありながら倒産寸前だった会社

の業績を回復した体験、会社の経営にはお互いのコミュニケーションの大切であること等が報告され、会社

の成長には女性の力が欠かせないことが強調された。参加者にとっても、自社に戻っての日々の実践に活か

せる有用な内容であったと思われる。 
 

１２ プログラムの成果 

（１）参加者の全体の満足度について 

    ９３．７％（非常に満足３７．５％  満足５６．２％） 

（２）参加者のプログラムの有用度について 

    ９３．７％（非常に有用４３．７％  有用５０．０％） 

 

１３ 今後の課題及び展望 

  一般社団法人埼玉県経営者協会ウーマノミクス推進委員会との共催、経済産業省関東経済産業局の後援な

ど、他機関との連携により、円滑な事業運営を進めることができた。今後もこうしたつながりを活かし、企

業向け研修というＮＷＥＣにとって新たな分野をさらに充実させていくことが重要である。プログラムにつ

いては、事例に学ぶという観点を大切に、新たな好事例を多数紹介していく必要がある。また、好事例ばか

りでなく、女性の活躍促進を進める上で課題や障壁にも焦点を当て、それをどう克服していくか考える内容

としていくことも必要であろう。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
事例発表：東彩ガス株式会社 二木 綾子氏        事例発表：株式会社メトロール 松橋 卓司氏 
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事例発表：日本電鍍工業株式会社 伊藤 麻美氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネルディスカッションの様子 
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５ 女性関連施設・地方公共団体・団体リーダーのための男女共同参画推進研修 

 
１ 趣  旨  本研修は、地域で男女共同参画を推進する女性関連施設管理職・地方公共団体職員・団      

体リーダーのエンパワーメントと連携・協働関係の構築を支援し、持続可能な組織の在り

方や、第3次男女共同参画基本計画を実現するための施策・事業の在り方を学ぶことを目

的としている。 

 

２ 主  題  男女共同参画の現在（いま）を見つめ、これからの在り方を考える 

   

３ 特  徴  ・男女共同参画の視点を持ち、実態把握・課題分析を行い、実践に結びつける 

        ・女性関連施設管理職と団体等のリーダーとの関係力・連携力の向上を図る 

        ・実践事例の重視を重視し、課題解決につなげる 

        ・研修の成果を地域に持ち帰って実践し、振り返り、さらなる事業や活動へいかすと 

         いうサイクルを考えたプログラムの構成等 

         

４ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
   共  催  特定非営利活動法人全国女性会館協議会 （女性関連施設管理職コースにおける共催） 

 

５ 会  場  ＮＷＥＣ 
         
６ 期  日  平成２５年６月１２日（水）～ ６月１４日（金）  ２泊３日 

 

７ 対  象  （１）女性関連施設管理職コース：５０名 
          公私立女性会館・女性センター、男女共同参画センター等、男女共同参画社会 
          の形成に向けた拠点としての女性関連施設の管理職等 
       （２）地方公共団体職員コース： ３５名 
          男女共同参画行政担当者等 
       （３）女性団体リーダーコース： ３５名 

             地域で男女共同参画を推進する団体等のリーダー（次世代リーダーを含む） 

 

８ 参 加 者  女性関連施設管理職コース：６３名 

        地方公共団体職員コース：３９名 

        女性団体リーダーコース：６１名 

 

９ 都道府県別参加者数 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 

北海道 ３ 埼玉県 ２９ 岐阜県 － 鳥取県 １ 佐賀県 １

青森県 ２ 千葉県 ６ 静岡県 ３ 島根県 － 長崎県 １

岩手県 － 東京都 ２１ 愛知県 ５ 岡山県 ２ 熊本県 ５

宮城県 ２ 神奈川県 ８ 三重県 ３ 広島県 １ 大分県 －

秋田県 ２ 山梨県 １ 滋賀県 ３ 山口県 ２ 宮崎県 ３

山形県 ３ 新潟県 ３ 京都府 １ 徳島県 １ 鹿児島県 －

福島県 ４ 長野県 ４ 大阪府 ４ 香川県 － 沖縄県 －

茨城県 ９ 富山県 ２ 兵庫県 ２ 愛媛県 ２ 無回答他 －

栃木県 ８ 石川県 １ 奈良県 － 高知県 １ 合  計 １６３

群馬県 ２ 福井県 ４ 和歌山県 － 福岡県 ８  
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１０ プログラムデザイン 

   別紙添付 

 

１１ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

６月１２日

10:40～11:40 

プレ・ワークショップ 

「男女共同参画推進の基礎知識」

（希望者のみ参加） 

主に初任者を対象として、日本に

おける男女共同参画推進の歴史的背

景など基礎知識を学ぶ。 

石崎 裕子 ＮＷＥＣ

事業課専門職員 

男女共同参画の基本的な知識

を、統計データ等を使用し、わ

かりやすく説明することで、以

後の各講義に対する理解を深め

ることができた。 

13:00～13:20 

 

（１）開会 

  ①主催者あいさつ 

  

 ②共催者あいさつ     

 

内海 房子 ＮＷＥＣ

理事長 

桜井 陽子 全国女性

会館協議会理事長 

 

13:20～13:25 （２）プログラムの趣旨説明  森下 敏広 ＮＷＥＣ

事業課専門職員 

 

13:25～14:55 
（３）講演「男女共同参画の現在

い ま

と

これからの在り方～国際的な視野か

ら日本の男女共同参画を見る～」 

男女共同参画への深い理解と実践

から、男女共同参画を推進する地域

のリーダーに必要な知見や問題意

識への理解促進を図る。 

講師：橋本 ヒロ子 

国連女性の地位委員会

日本政府代表、十文字学

園女子大学教授、十文字

中学・高等学校長 

国連女性の地位委員会日本政府

代表として、国際的な視点でと

らえた日本の状況・課題等の資

料を交えて説明を行った。 

海外との比較を通して日本が抱

える特有の現状を知ることがで

きた。 

15:10～16:40 （４）報告「男女共同参画社会形成

に向けた今日の政策課題」      

関係府省からの施策説明に加え、参

加者の質疑応答から、今知りたい国

の動向や、男女共同参画推進のポイ

ントを探る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報提供「ＮＷＥＣの取り組みにつ

いて」 

今後のＮＷＥＣの取組についての

報告 

講 師：宮本 隆 内閣

府男女共同参画局推進

課課長補佐 

藤江 陽子 文部科学

省生涯学習政策局男女

共同参画学習課長 

度会 哲賢 厚生労働

省雇用均等・児童家庭局

家庭福祉課母子家庭等

自立支援室室長補佐 

 

コーディネーター： 

西澤 立志 ＮＷＥＣ

理事 

 

報告者：櫻田 今日子 

ＮＷＥＣ総務課専門官 

内閣府からは、第３次男女共同

参画基本計画第３分野｢男性、子

どもにとっての男女共同参画｣、

文部科学省からは、第１１分野

｢男女共同参画を推進し多様な

選択を可能にする教育・学習の

充実｣、厚生労働省からは、第７

分野「貧困など生活上の困難に

直面する男女への支援」につい

て各地域で活用できる施策に 

ついて説明を行った。 

男女共同参画推進のセンターオ

ブセンターズであるＮＷＥＣの

取組についても説明した。参加

者は、分野ごとに各省庁から数

字を揚げての施策説明を受け、

自組織に戻って活用できる具体

的な施策を理解できた。 
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16:50～17:40 （５）報告「男性の家庭・地域への

参画を促進するための調査研究」 

国立女性教育会館で実施した調査

研究の成果をもとに、男性の家庭・

地域への参画を促進するための方

策について考える。  

報告者：飯島 絵理  

ＮＷＥＣ研究国際室客

員研究員 

報告者：渡辺 美穂  

ＮＷＥＣ研究国際室研

究員 

男性に対する男女共同参画の啓

発が課題となっている現在、体

系的かつ具体的な発表であり、

冊子資料も地域で役立てられる

ものであった。「既に地域活動に

関わっている男性」への視点も

あり参考になった。簡単なワー

クを取り入れ、参加者が関わり

ながらの報告は工夫されてい

た。 

19:00～20:30 （６）情報交換会（希望者のみ参加）

全国からの参加者と交流し、今後の

活動に役立つ関係づくりを図る。 

 参加者の交流の促進とネットワ

ークの構築が図られた。 

６月１３日

9:00～10:30 

（７）講義「男女共同参画社会の実

現のために、今、私たちは何をすれ

ばよいのか～現状と課題～」 

「男女共同参画社会の実現のため

に、今、私たちは何をすればよいの

かを現状と課題から考える。 

講師：鹿嶋 敬 実践女

子大学人間社会学部教

授 

２１世紀型男女関係の原点とし

て、１９８５年に批准した、女

子差別撤廃条約前文を踏まえ、

多様な人材の能力を引き出すダ

イバーシティ・マネジメントや、

ポジティブアクション、 非正規

雇用の増加への対応などの説明

を行った。そして、今考えなけ

ればならないことは、男と女の

戦後体制からの脱却であり、 

①男女平等の取組がなお一層必

要  

②一人ひとりの個性・能力を十

分に発揮できる社会の構築 

③男性の意識改革    

等の必要性を学んだ。 

10:40～12:00 （８）討議「課題把握のためのディ

スカッション」              

予算縮小、人員削減、庁内連携、地

域住民への啓発、効果的な事業の進

め方など、各施設、地方公共団体及

び女性団体が抱える問題を把握し、

課題の明確化・共有化を図る。 

女性関連施設管理職コ

ース  

報告者：納米 恵美子  

公益財団法人横浜市男

女共同参画推進協会理

事事業本部長 

 

地方公共団体職員コー

ス 

報告者：萩原 綾子   

静岡県子ども未来局局

長  

 

団体リーダーコース 

報告者：山口 文代  

NPO法人パートーシップ

ながれやま代表 

 

コーディネーター： 

西山恵美子 ＮＷＥＣ

事業課客員研究員 

女性関連施設・地方公共団体・

女性団体の３つの視点からまと

められた報告を聞き、会場から

も随時、質問・意見をまとめつ

つ、全国で起きている様々な課

題を抽出・共有した。 

３者がともに｢人材｣をテーマに

異なる立場からの事例をもとに

発表した。 

男女共同参画に向けての取組の

重要性が理解できた。 
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13:20～17:00 （９）コース別ワークショップⅠ 

「事例に学ぶ～男女共同参画の視

点で地域課題を解決する組織の在

り方～」 

事例報告に基づきグループワーク

を行い、実践に役立つ力をつける。

女性関連施設管理職コース 

テーマ「危機を乗り切るために必要

な組織マネジメント力」 

組織の存続危機や大震災等、想定外

の状況に直面した際、これまでの組

織の在り方を見直し、その危機を乗

り切るための解決策を身につける。

 

 

 

 

 

 

 

地方公共団体職員コース  

テーマ「官官・官民・多様な団体と

の連携と、施策・事業の推進」 

柔軟な発想で、多様な団体との連携

により地域課題を解決していく施

策・手法を考える。 

 

 

 

 

 

 

団体リーダーコース 

テーマ「地域資源を活かした事業展

開」 

地域課題を事業に結びつける組織

運営、人材・施設・財源など地域資

源の有効なネットワークづくりな

ど、組織活性化に向けた手法を考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

報告者：田端 八重子  

もりおか女性センター 

センター長 

仁科 あゆ美  一般財

団法人大阪府男女共同

参画推進財団理事兼統

括ディレクター 

 

ファシリテーター： 

小山内 世喜子 

青森県男女共同参画セ

ンター副館長 

 

報告者：野口 登志子 

鳴門市健康福祉部人権

推進課係長 

渡辺 泰浩 大分県消

費生活・男女共同参画プ

ラザ課長補佐  

  

ファシリテーター： 

荒巻 千枝子 千葉県

環境生活部県民交流・文

化課副主幹 

 

報告者：西田 京子  

たすけあい佐賀代表 

吉田 恭子 ＮＰＯ法

人エンツリー理事長 

 

ファシリテーター： 

廣瀬 隆人 宇都宮大

学教授 

各組織ごとにベストプラクティ

ス（好事例）から学んだ。どの

コースも、自組織だけでなく、

多様な組織や団体との連携を含

む活動を取り上げ、事例発表者

の取組における工夫やこだわり

を引き出すファシリテーション

であった。 
３コースそれぞれの事例におい

て、自組織に取り入れられる組

織運営上の工夫や留意点を学

び、各地域へ帰ってからの取組

のヒントを具体的に得ることが

できた。 
その意味で、コース別ワークシ

ョップは、いずれのコースも参

加者のニーズに沿った事例を選

択し、報告できたと言える。 

17:10～17:40 情報提供「ＮＷＥＣ情報機能の最新

情報」（希望者のみ参加）  

ＮＷＥＣの情報機能は、常に進化し

ている。女性情報ポータルの新機

能、リニューアルした女性デジタル

アーカイブシステム、新しく公開し

た震災ＮＷＥＣ災害復興支援女性

アーカイブ等について、情報提供す

る。 

説 明：森 未知  

ＮＷＥＣ情報課専門職

員 

ＮＷＥＣ女性教育情報センター

の活用方法、コンテンツの開発

について各地域で参考になる情

報を提供した。 

全国規模の情報収集であり、そ

の利用解説をすることで、より

使いやすい情報機能となった。

各地域の男女共同参画推進リー

ダーに必要な知識を得ることが

できた。 
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19:00～20:30 （１０）自由交流（希望者のみ参加） 

 参加者がテーマごとに有志で集

い、情報交換や交流を行う。 

・ＮＷＥＣ職員による

「第５７回国連女性の

地位委員会についての

報告」など 

テーマのもと、有志が集い、情

報交換や交流ができた。また、

国連女性の地位委員会について

は、実際に会議に参加している

ような臨場感があったとの声が

あがった。 

６月１４日

8:50～11:20 

（１１）コース別ワークショップⅡ

「参加者の事例を検討する～男女

共同参画の視点で地域課題を解決

する事業の在り方～」 

 第３次男女共同参画基本計画に則

り、地域で推進するための事業の在

り方について、コース別に検討する。

参加者が実践している、または、実

践予定の１～２事例に沿った検討を

通じて、実務に活かせるヒントを得

る。 

女性関連施設管理職コース 

「既成概念を打ち破り、発展する男

女共同参画事業の進め方」 

困難な状況に陥った際、どうやって

地域課題を解決する事業を推進す

ればよいのか、被災地である福島県

と行列ができる講座でおなじみの

「エセナおおた」から学ぶ。 

 

 

 

 

地方公共団体職員コース 

「第３次男女共同参画基本計画を地

域で実現する事業の在り方」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体リーダーコース 

「第３次男女共同参画基本計画に応

える事業の在り方」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告者：中野 伸介  

福島県男女共生センタ

ー副館長 

坂田 静香  大田区立男

女平等推進センター「エ

セナおおた」センター長

 

ファシリテーター： 

木須 八重子 公益財

団法人せんだい男女共

同参画財団理事長 

 

報告者：鈴木 紀美代 

静岡県くらし・環境部県

民生活局男女共同参画課

課長 

宮川 ゆり子 小山市総

務部男女共同参画課課長

 

ファシリテーター： 

荒巻 千枝子 千葉県

環境生活部県民交流・文

化課副主幹 

 

報告者：米山 麻以子  

公益財団法人東京ＹＷＣ

Ａ主任 

旭  多貴子 さんかく

２１・安城 、あいち国際

交流はなのき会 

 

ファシリテーター： 

廣瀬 隆人 宇都宮大

各コースで全国から集まった参

加者が持ち寄った豊富な事例か

ら、活動のヒントや実際に地域

で実践できる内容が多く出るな

どし、特に人材育成、情報提供、

男性の意識の３点を中心にワー

クショップを行った。 

また、どのコースも限られた時

間のなかで有意義な話し合いと

なった。全てのコースでグルー

プ分けに施設の設置形態や地方

自治体の種類等で分けるなどの

工夫が見られ、グループメンバ

ー内の課題や解決の方向性など

の議論がより深められた。 
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学教授 

11:35～12:35 （１２）全体会「第3次男女共同参

画基本計画実現に向けた連携・協働

の在り方」 

ワークショップで話し合った内容

の各コースファシリテーター報告

をもとに、連携・協働の在り方につ

いて討議する。 

 

報告者：木須 八重子 

公益財団法人さんだい

男女共同参画財団理事

長 

荒巻 千枝子 千葉県環

境生活部県民交流・文化

課副主幹 

廣瀬 隆人 宇都宮大学

教授 

 

コーディネーター： 

西山 恵美子 ＮＷＥＣ

事業課客員研究員 

各コースのワークショップで話

し合った内容をもとに、ファシ

リテーターの報告を行い、参加

者からの発表も織り交ぜ報告す

るなどの工夫もあった。全体で

各コースの様子をより深く知

り、共通認識を促すことができ

た。危機の中から生まれる新た

な発想、意欲、事業展開の実践

例は極めて有意義であった。協

働、連携、男女共同参画につい

て理解が深まったと同時に、自

組織の良さを活かすことの必要

性などを感じられた。 

12:35～12:38 （１３）ふりかえり  

 

アンケート記入  

12:40 （１４）閉 会  閉会あいさつ     

西澤 立志 ＮＷＥＣ

理事 

 

 

１２ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

（１）主題等の展開の推移から     

    平成２３年度   

女性関連施設・地方公共団体・女性団体の３者が連携・協働し、地域で男女共同参画を実現する

ため、 持続可能な組織の在り方や、リーダーとしてのマネジメント、施策・事業の在り方を学ん

だ。 

     平成２４年度  

    東日本大震災を経て、男女共同参画の視点から各地域の現状を見直すとともに、防災・減災の観

点から男女共同参画施策や事業についての検討や提案をコースごとに行った。 

 

（２）参加者のニーズへの対応 

    ① 全国女性会館協議会の共催コース（女性関連施設管理職コース：定員６０名）の参加者が理事

長・常任理事等４名を含めて４９名であった。 

     一方、地方公共団体や団体リーダーは定員を上回っており、コース定員を女性関連施設管理職

コースから１０名減らし、他のコースを５名増やす見直しを行った。 

 

    ② 団体リーダーは、いずれも熱心に活動しており、各地域で新しい公共の担い手として、地方公

共団体とともに男女共同参画社会の推進に力を発揮している。 

 また、女性関連施設管理職コースでは女性関連施設管理職として公設公営と公設民営の差こ

そあれ、県民や市民に向き合った事業の展開を行っている実践責任者が中心である。 

      地方公共団体職員コースは男女共同参画行政責任者としての経験が浅い参加者が多く、また県

立・市立の女性センターの職員も混在している。 

      各グループワークでは、どのコースでも、参加者の所属によりセンター職員と行政職員を分け、

その中でも県と市区町村とを分けるなど、より具体的な問題を話し合うための課題の共有に注

意を払った。 

      また、最終日の地方公共団体職員コースでは、あえて所属を均等に分け、県と市、センター職

員と行政職員の混成グループでのワークから、地域で男女共同参画を推進する糸口を見出そう

とする取組も見られた。これは、今後のリーダー研修の在り方として興味深い。 
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    この研修会が、２泊３日のまとまったボリュームで、基礎から応用まで、国から女性団体まで

を網羅した、いわゆるフルコースの男女共同参画推進リーダー向け研修であることの価値も大

きく、豊富な好事例から学べる実践的な研修を大切にしていきたい。 

 

  ③ ３省庁には資料の最後に問い合わせ連絡先の記載をお願いしている。このような資料記載上の

配慮は、参加者が各地域へ返ってから役立つものと思われるので、続けていきたい。 

      講義や分科会のテーマ、事例に基づいた研修の形態などを、プログラムの企画に反映させた。 

 

（３）調査研究事業との連携 
    調査研究事業に関しては、会館で実施している調査研究の成果を情報提供する。各組織・機関の

事業などには活用できるようなことがあれば、その方法についても示唆できるものとしたい。取り

上げる内容については、調査研究より、進捗状況を確認しながら検討したい。 
 

（４）他機関との連携・協力 

      「女性関連施設管理職コース」については、全国女性会館協議会と共催で実施する。 
 

（５）研修プログラムの構成と特徴（プログラムデザイン参照） 

    a プログラムの特徴 

   ① 男女共同参画の視点を持ち、実態把握・課題分析を行い、実践力に結びつける。 

   ② 女性関連施設管理職と地方公共団体職員と団体等のリーダーとの関係・連携力を高める。 

       （グループ・ワーク、交流の重視） 

   ③ 実践事例を重視したプログラム構成。 

     ④ 研修の成果を地域に持ち帰って実践し、ふりかえり、さらなる事業や活動へ活かすというサイ

クルに 結びつくことを考えたプログラム。 

    b  対象 

    ・公私立女性会館・女性センター、男女共同参画センター等の女性関連施設の管理職（５０名） 

    ・地方公共団体の男女共同参画行政責任者（３５名） 

    ・地域で男女共同参画を推進する団体等のリーダー（次世代リーダーを含む）（３５名） 

    c  目的 

    ・地域で男女共同参画を推進するために、持続可能な組織の在り方について学ぶ。 

    ・第３次男女共同参画基本計画を実現するための施策・事業の在り方について学び、連携・協働関

係の構築を支援する。 

   d  学習方法 

ア 参加型学習 
・ 講義、討議、調査研究の報告、事例報告、ワークショップ（ディスカッション、ケースス

タディ）、情報交換会、自由交流等さまざまな学習形態を取り入れ、参加者が主体的に学習

できるように努める。 
イ 事前学習 

・ 研修内容を充実したものとするために、参加者に関係資料を案内し、事前に学習の材料と

する。 
ウ 研修活用プラン 

・ 研修の成果をどのように実践に活かすかをまとめる「研修成果の活用プラン」を作成し、

研修成果の普及を図る。 
    e  ネットワークづくり 

ア 情報交換の場の設定 

          情報交換会、自由交流の時間を設定し、施設の管理職や行政担当者、団体リーダーの交流を深

めることによりネットワーク形成の促進を図る。 
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１３ プログラム全体で得られた知見 

  （１）男女共同参画推進の基礎知識の理解・課題把握をし、地域ニーズに即した課題の解決のための組織

の在り方、 連携方法などにつながるヒント等を得ることができた。 

 （２）第３次男女共同参画基本計画を実現するための施策･事業の在り方について学ぶことで、連携・協

働関係の重要性とそのポイントを学ぶことができた。 

  

１４ プログラムの成果 

（１）参加者の全体の満足度について 

     ９９．２％（非常に満足４７．５％  満足５１．７％） 

（２）参加者のプログラムの有用度について 

   １００．０％（非常に有用５８．１％  有用４１．９％） 

 

１５ 今後の課題及び展望 

   男女共同参画を推進する基幹的指導者への研修は、地域における男女共同参画社会の推進を左右する

重要なものである。 

  研修企画に際して、参加者が「男女共同参画推進のための視点」を身につけた上で、「地域の実態や

課題・ニーズの把握」を行い、「課題解決やニーズに応える実践力」を付け、「参加者が地域に持ち帰

って実践・活動する」ために研修はいかにあるべきかを常に問い直す必要がある。そのため、次年度の

企画に向け、基 幹的指導者の資質・能力の向上にどのような研修が必要なのかを調査・研究するとと

もに、「フォローアップアンケート」を精査し、次年度の研修内容等に反映させたい。 

  かねて参加者から希望のあった研修の開催時期については、現在の６月中旬から５月中・下旬へと移

動したい。なぜなら、毎年６月２３日から２９日までの「男女共同参画週間」に向け、各地域ではその

準備に入る時期であり、また県や市の議会開催期間と重なることが予想されるからである。 

   さらに研修効果を全国に効果的に広める観点から、たとえばＮＷＥＣホームページで研修の内容や資

料が閲覧できるなど、研修内容の広報や発信を工夫し、男女共同参画社会のより一層の推進を図ってい

きたい。 

 

 

橋本 ヒロ子 氏 講演「男女共同参画の現在
い ま

     鹿嶋 敬 氏 講義 

とこれからの在り方～国際的な視野から日本     「男女共同参画社会の実現のために、 

の男女共同参画を見る～」              今、私たちは何をすればよいのか～現状と課題～」 
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報告「男女共同参画社会形成に向けた今日の政策課題」 女性関連施設管理職コース（グループワーク） 

内閣府・文部科学省・ 厚生労働省より 

 

 

地方公共団体職員コース（グループワーク）      団体リーダーコース（グループワーク） 
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６ 大学等における男女共同参画推進セミナー 

 

１ 趣  旨   男女共同参画社会の実現は、国、地方公共団体、国民すべてに課せられた責務であり、

高等教育機関としての大学・短期大学・高等専門学校においても、その一翼を担うべき

ことが求められている。文部科学省の「女性研究者研究活動支援事業」などをきっかけ

に男女共同参画推進室が設置されるなど、大学等における男女共同参画推進への取組が

進みつつある。 

         しかし、学内全体への男女共同参画意識の浸透や男女共同参画の推進体制は、いまだ

十分とは言えない。また、研究者に占める女性の割合も諸外国に比べ依然として低い状

況にある。 

         このような状況を踏まえ、本セミナーでは、大学・短期大学・高等専門学校における

男女共同参画の推進に向けて、それに関わる教職員を対象として、専門的、実践的な研

修を行う。 

 

２ 特  徴  ①大学等における男女共同参画推進の意義、男女共同参画意識を学内にどう浸透させるか、

推進のための体制づくりをどう進めていくか、などについて考える。 

②女性研究者に対する学内での支援、男女共同参画社会実現に向けての理系女子学生への

キャリア形成支援の実際について学ぶ。 

③全国各地の大学等の先進的な活動事例の報告から、実践に役立つヒントをつかむ。 

④宿泊研修の利点を活かし、全日程を通じて、全国からの参加者同士の情報交換や交流を

支援する。 

 

３ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
 

４ 後  援  文部科学省 

一般社団法人国立大学協会 
        日本私立大学団体連合会 
        日本私立短期大学協会 
        独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

５ 会  場  ＮＷＥＣ 
 
６ 期  日  平成２５年１１月２８日（木）～１１月２９日（金） １泊２日 

 

７ 対  象  大学・短期大学・高等専門学校における男女共同参画推進に関わる教職員 ８０名 

 

８ 参 加 者  参加者数 ８７ 名 

 

９ 都道府県別参加者数 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

北海道 １ 埼玉県 ２ 岐阜県 － 鳥取県 １ 佐賀県 －

青森県 ３ 千葉県 ３ 静岡県 ４ 島根県 － 長崎県 ３

岩手県 ２ 東京都 １９ 愛知県 ２ 岡山県 １ 熊本県 －

宮城県 ７ 神奈川県 １ 三重県 １ 広島県 ２ 大分県 １

秋田県 － 山梨県 １ 滋賀県 １ 山口県 １ 宮崎県 －

山形県 － 新潟県 ３ 京都府 ２ 徳島県 １ 鹿児島県 －

福島県 １ 長野県 － 大阪府 ４ 香川県 ２ 沖縄県 ３

茨城県 ２ 富山県 ３ 兵庫県 １ 愛媛県 １ 無回答他 －

栃木県 ２ 石川県 － 奈良県 １ 高知県 １ 合 計 ８７

群馬県 ２ 福井県 － 和歌山県 － 福岡県 ２  
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１０ プログラムデザイン 

   別紙添付 

 

１１ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１１月２８日 

13:00～13:10 

（１）開会 

①主催者あいさつ 

 

②プログラムの趣旨説明 

 

内海 房子 ＮＷＥＣ理

事長 

千装 将志 ＮＷＥＣ事

業課専門職員 

 

13:15～14:45 

 

（２）基調講演「大学における男

女共同参画の意義」 

 大学における男女共同参画を推

進する意義について考え、大学に

おける男女共同参画のための組織

や体制づくり等をどのように進め

たらよいかなどについての理解を

深めるきっかけとする。 

講師：羽入 佐和子 

お茶の水女子大学学長 

基調講演として、大学等におけ

る男女共同参画推進の基本的な

部分に関する内容を取り上げ

た。講師の所属大学での事例な

ど、具体的取組が紹介され、男

女共同参画推進に取り組む大学

等にとっては、理解しやすく説

得力のある内容となった。 

15:00～15:30 

 

（３）文部科学省説明と質疑応答

「女性研究者支援と研究力強化」

 文部科学省の説明を聞き、科学

技術・学術分野における男女共同

参画を推進する上での現状及び国

の施策について知り、大学におけ

る男女共同参画推進に向けた今日

の政策課題についての理解を深め

る。 

和田 勝行 文部科学省

科学技術・学術政策局人

材政策課人材政策推進室

室長 

女性研究者の現状、女性研究者

支援の主な施策に関する説明を

通じ、女性研究者の活躍促進の

必要性や国の施策に関する最新

情報を提供した。参加者に対し、

女性研究者の活躍促進のための

支援事業への関心を高める内容

となった。 

15:40～16:55 （４）講義「大学における女性の

キャリア形成支援」 

 大学内での男女共同参画に向

け、女性研究者や女子学生へのキ

ャリア形成支援の必要性などに

ついて理解を深める。 

講師：渡辺 三枝子 

筑波大学名誉教授、筑波

大学大学研究センター客

員研究員 

男女共同参画社会の実現に向

け、大学内における女性研究者

や理系女子学生へのキャリア形

成支援の必要性や在り方に関す

る講義を行った。現在の学生の

意識など、具体的かつ核心を突

いた内容は、キャリア形成支援

に対する参加者の意識に新たな

視点を与えるものとなった。 

17:00～17:20 

 

（５）情報提供「内閣府主催の大

学教職員等向け研修について」 

 昨今注目されている交際相手

からの暴力について、大学教職員

等に対する研修を実施している

内閣府より、若年層の男女間にお

ける暴力に関する基本情報及び

研修会についての情報提供を行

う。 

湯澤 麻起子 内閣府男

女共同参画局推進課暴力

対策推進室課長補佐 

内閣府からの要請により、内閣

府主催の大学等教職員向け研修

に関する情報提供を行った。特

に若年層の男女間における暴力

について、詳細なデータに基づ

く説明は、参加者にこの問題へ

の認識を高めるとともに若年層

への教育の重要性を改めて認識

させるものとなった。 

17:30～18:00 （６）情報提供「大学等における

男女共同参画関連情報」（希望者の

み参加） 

 男女共同参画社会及び女性・家

庭・家族に関する専門図書館であ

森 未知 ＮＷＥＣ情報

課専門職員 

ＮＷＥＣ女性教育情報センター

が収集・提供する関連資料、女

性情報ポータルＷｉｎｅｔから

データベース検索を使った情報

の活用についての情報提供を行
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るＮＷＥＣ「女性教育情報センタ

ー」が収集・提供する関連資料、

女性情報ポータルＷｉｎｅｔから

データベース検索を使った情報の

活用について情報提供を行う。 

った。資料やサイトの存在など、

参加者にとって初めて知る内容

が多く、今後の活用が期待され

るものとなった。 

19:30～21:00 （７）情報交換会（希望者のみ参

加） 

 夕食後、それぞれが抱える課題

の解決に向けた方策について情報

を交換するとともに、参加者同士

のネットワークづくりを行う。 

 自校での課題を解決するヒント

を得ることや、参加者同士のネ

ットワークを広げることを目的

に情報交換会を開催した。短い

時間ではあったが、他校の取組

を知り、共通の苦労や悩みを共

有する機会となった。 

１１月２９日 

9:00～ 9:40 

（８）報告「大学等における男女

共同参画に関する調査研究の報

告」 

 平成２４年度からＮＷＥＣが行

っている大学における男女共同参

画に関する調査研究について、最

新の結果を報告する。 

野依 智子 ＮＷＥＣ研

究国際室研究員 

ＮＷＥＣ研究国際室が行う「大

学等における男女共同参画に関

する調査研究」について、昨年

度の中間報告に続き、最新の結

果について報告を行った。詳細

なデータやその分析について、

参加者には今後の業務を進める

上での基礎知識となることに役

立つとともに、今後発行予定の

大学等における男女共同参画に

関するハンドブックについて期

待をふくらませるものとなっ

た。 

9:50～11:50 

12:50～14:20 

 

（９）コース別ワークショップ 

 大学における男女共同参画推進

の主要な課題について、事例報告

をもとにディスカッションを行

い、実践力を養う。 

 

分科会１「大学における男女共同

参画の体制づくり」 

事例①「全構成員で取り組む男女

共同参画～優しい大学づくりを目

指して～」 

 

 

 

 

 

事例②「大学における男女共同参

画意識共有のためのトップダウン

とボトムアップの相乗効果」 

 

 

分科会２「大学における女性研究

者支援の在り方」 

事例①「名古屋大学における男女

共同参画の取組」 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告者：長安 めぐみ 

香川大学特任教授、男女

共同参画推進室副室長 

石井 明 香川大学工学

部知能機能システム工学

科教授、男女共同参画推

進室副室長 

 

報告者：伊達 紫 

宮崎大学フロンティア科

学実験総合センター教

授、清花アテナ男女共同

参画室室長 

 

 

報告者：束村 博子 

名古屋大学大学院生命農

事例に学び、自校の課題の解決

につながる実践力をつけるた

め、各分科会とも、事例発表を

もとにグループ討議を行った。

分科会のテーマは、「大学におけ

る男女共同参画の体制づくり」、

「大学における女性研究者支援

の在り方」、「理系女子学生への

キャリア形成支援」の３つを設

定した。それぞれのテーマにつ

いて積極的な取組を行っている

大学及び高等専門学校の事例発

表を行い、報告者も交えたグル

ープ討議を行った。各分科会と

も各校での現状と課題について

情報交換するとともに、自校の

課題の把握や分析、今後の推進

に向けての見通しを立てること

に役立つ事例発表、グループ討

議となった。 
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事例②「上智大学の女性研究者支

援モデル事業とその後」 

 

 

 

分科会３「理系女子学生へのキャ

リア形成支援」 

事例①「推薦入試（女子枠）での

実績と工科系女子へのキャリア形

成支援」 

 

 

 

事例②「国立高専機構における女

子学生へのキャリア形成支援の取

組について」 

学研究科教授、男女共同

参画担当総長補佐、男女

共同参画室室長 

 

報告者：ユー・アンジェ

ラ 上智大学学術交流担

当副学長、上智学院男女

共同参画推進室室長 

 

 

 

報告者：山下 啓司 

名古屋工業大学大学院物

質工学専攻教授、工学教

育総合センターキャリア

サポートオフィス長 

 

報告者：内田 由理子 

香川高等専門学校一般教

育科教授、国立高等専門

学校機構男女共同参画推

進室併任教授 

14:30～15:00 

 

 

（１０）全体会 

 各分科会での討議等の報告によ

り、参加者の情報共有を行う。 

報告者：森下 敏広  

ＮＷＥＣ事業課専門職員

石崎 裕子 ＮＷＥＣ事

業課専門職員 

引間 紀江 ＮＷＥＣ事

業課専門職員 

各分科会での事例発表の内容や

グループ討議の様子などについ

て、全体会で報告し合い、参加

者の情報共有を行う目的で実施

した。参加者にとっては、自分

が参加していない他の分科会の

概要を把握することができ、自

身の研修内容に幅を持たせるこ

とができる機会となった。 

15:00～15:10 

 

（１１）ふりかえり・アンケート

記入 

 研修をふりかえり、参加者それ

ぞれがアンケートに記入する。 

  

15:10 （１２）閉会   

 

１２ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

 ・大学等における男女共同参画推進上の課題を踏まえたものとする。 
 ・大きな柱となる課題として、「学内における男女共同参画の体制づくり」、「学内における女性研究者支

援の在り方」、「男女共同参画実現に向けた理系女子学生へのキャリア形成支援」の３つを設定する。 
 ・上記の３つの課題に即した基調講演、講義、分科会を行う。 
 ・分科会は、上記の３つの課題について積極的な取組を行っている大学及び高等専門学校の先進事例に学

ぶ内容とする。また、グループ討議等を通じて自校の男女共同参画推進上の課題が明確となり、今後の

課題解決に向けたネットワークを構築できるようにする。 

 ・分科会の時間を昨年度より十分に確保する。そのために全体のプログラムのコマ数を精選する。 

 ・分科会終了後、全体会の時間を設定することにより、参加者が他の分科会の情報を共有できるようにす

る。 
 ・１日目は座学中心、２日目はグループ討議中心のメリハリある日程とする。 
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１３ プログラム全体で得られた知見 

  高等教育機関である大学・短期大学・高等専門学校における男女共同参画推進に向け、講義、事例発表、

分科会でのグループワーク等を通じて、学内における男女共同参画の体制づくりや女性研究者支援の在り

方、男女共同参画社会実現に向けた理系女子学生へのキャリア形成支援という課題について、理解を深め

ることができた。また、参加者同士の意見交換、情報交換により、自校の男女共同参画推進上の課題を明

確にするとともに、今後の課題解決に向けたネットワークを構築することができた。 

 

１４ プログラムの成果 

（１）参加者の全体の満足度について 

    ９７．２％（非常に満足 ４３．５％  満足 ５３．７％） 

（２）参加者のプログラムの有用度について 

     ９８．６％（非常に有用 ５６．６％  有用 ４２．０％） 

 

１５ 今後の課題及び展望 

昨年度同様、本研修の成果をもとに研修内容をさらに充実、発展させることはもちろん、１，２００校

を超える大学・短期大学・高等専門学校から１校でも多くの参加を得られることが大きな課題である。今

年度、参加対象者を学内で「意思決定組織に所属する教職員」から「男女共同参画推進に関わる教職員」

と間口を広げたように、実際に推進業務を担当する担当者の参加が重要と考える。参加者募集における広

報についても、あて先を男女共同参画室、女性研究者支援室などとし、男女共同参画推進を担当する部署

に直接届くようにした。その結果、全国立大学、推進担当部署が明示されている公立大学、積極的に推進

している私立大学等への電話による募集活動の際も、募集の案内がすでに届いていることから円滑に話が

できるところが多かった。このような地道な広報活動を次年度も継続して行っていく必要がある。また、

募集に当たっては、文部科学省、一般社団法人国立大学協会、日本私立大学団体連合会、日本私立短期大

学協会、独立行政法人国立高等専門学校機構からの後援を受けた。今後もこうした連携を重視し、参加者

を拡大するとともに学内における男女共同参画意識の浸透が進められるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基調講演「大学における男女共同参画の意義」  講義「大学における女性のキャリア形成支援」 

講師：羽入 佐和子 氏            講師：渡辺 三枝子 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分科会の様子：分科会１            分科会の様子：分科会２ 
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分科会の様子：分科会３ 
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入
方

　
　
法

参
加

者
が

大
学

等
に
持

ち
帰

っ
て
実

践
・
活

動
に
結

び
つ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
課

題
解

決
の

た
め
の

分
析

　
　
　
　
　
　
　
課

題
解

決
に
向

け
た
実

践
力

実
践

活
動

へ
の

つ
な
が

り

内
　
　
容

男
女

共
同

参
画

推
進

の
視

点
実

態
・
問

題
・
課

題
把

握
（
国

の
政

策
・
動

向
、
大

学
の

課
題

把
握

）

＜
分

科
会

１
＞

「
大

学
に
お
け
る
男

女
共

同
参

画
の

体
制

づ
く
り
」

＜
分

科
会

２
＞

「
大

学
に
お
け
る
女

性
研

究
者

支
援

の
在

り
方

」

＜
分

科
会

３
＞

「
理

系
女

子
学

生
へ

の
キ
ャ
リ

ア
形

成
支

援
」

「
大

学
等

に
お
け
る
男

女
共

同
参

画
に
関

す
る
調

査
研

究
の

報
告

」

「
大

学
に
お
け
る
女

性
の

キ
ャ
リ
ア

形
成

支
援

」

各
分

科
会

の
報

告
に
よ
る
情

報
共

有

「
内

閣
府

主
催

の
大

学
教

職
員

等
向

け
研

修
に
つ
い
て
」

「
大

学
等

に
お
け
る
男

女
共

同
参

画
関

連
情

報
」

「
女

性
研

究
者

支
援

と
研

究
力

強
化

」
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７ 男女共同参画推進フォーラム 
 

１ 趣  旨   男女共同参画を推進する行政担当者、女性団体やＮＰＯのリーダー及び大学や企業にお

いて組織内のダイバーシティ、女性の活躍を推進する担当者等が一堂に会し、課題の共有

と課題解決のための方策を探る研修を実施する。同時に、組織分野を越え、連携・協働して

男女共同参画を推進するためのネットワーク形成を図る。 

 

２ 主  題  「女性の活躍で日本を元気に」 

 

３ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

 

４ 会  場   ＮＷＥＣ 

         

５ 期  日   平成２５年８月２２日（木）～８月２４日（土）  ２泊３日 

 

６ 対  象   行政、企業、大学、ＮＰＯ等の組織において男女共同参画の推進に携わる方、 

女性団体、女性／男女共同参画センター職員、 

その他男女共同参画に関心のある方 

 

７ 参 加 者  参加者数 １，０４９名（定員 １，０００名）  

 

８  都道府県別参加者数 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 

北海道 ３３ 埼玉県 １７７ 岐阜県 － 鳥取県 ２ 佐賀県 ２

青森県 ８ 千葉県 ６６ 静岡県 １４ 島根県 ２ 長崎県 １

岩手県 ２７ 東京都 ２５２ 愛知県 ８ 岡山県 ２ 熊本県 －

宮城県 ６ 神奈川県 ３２ 三重県 １０ 広島県 ２ 大分県 ３

秋田県 １２ 山梨県 ３６ 滋賀県 １１ 山口県 ３ 宮崎県 －

山形県 ３ 新潟県 ２９ 京都府 ５ 徳島県 １ 鹿児島県 ３

福島県 ２５ 長野県 ５３ 大阪府 ２９ 香川県 － 沖縄県 ５

茨城県 ６９ 富山県 １ 兵庫県 ４ 愛媛県 － 無回答他 －

栃木県 ６９ 石川県 １ 奈良県 － 高知県 １ 合  計 １０４９

群馬県 ３７ 福井県 １ 和歌山県 － 福岡県 ４  

 

９ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内       容 講  師 得られた成果 

８月２２日 

13:00 ～13:10 

（１）開会 

主催者あいさつ 

  

13:15 ～14:45 

 

（２）基調講演「女性の活躍推進と社会

の活性化」 

 少子高齢化という社会構造の大き

な変化が進み、既存の価値観や社会

システムの見直しがせまられる中、

成長の原動力として、女性の活躍へ

講師：佐々木 常夫

株式会社東レ経営研

究所特別顧問 

佐々木氏から、個人も会社も成長

するワークライフバランスや、環

境面、経営面、女性活躍推進の観

点から企業経営にダイバーシテ

ィが求められる背景、また、事例

を踏まえたダイバーシティの推

進による経営効果などが示され

た。 
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の期待が高まっている。男女共同参

画社会の実現に向けて、女性の活躍

を推進し、活力のある社会を創出し

ていく上で、何が求められているか

について講演する。 

15:30～17:30 (３)ワークショップ１ 

ＮＷＥＣ提供ワークショップ（２件）

「＜ワークライフバランス２．０＞～

業界団体、経営者団体、地方自治体を

挙げた、働きがいのある職場作りに向

けた取り組み～」 

 
 
 
報告者： 

橋本 美穂 公益社

団法人日本看護協会

労働政策部部長  

中本 久美 大阪府

中小企業家同友会理

事  

市川 恵 静岡県健

康福祉部こども未来

局こども未来課少子

化対策班主査 

 

コーディネーター： 

渥美 由喜 株式会

社東レ経営研究所研

究部長 

ワークライフバランス＝『女性も

男性も、ともに働きがいのある職

場作り』は、すでに総論から各論、

理念から実践の段階に入ってい

る。最近、特に先進的な取組は、

一企業の枠を超えて広域連携、す

なわち個別企業の取組という

「点」から「線」、さらに「面」

で進めているという特徴が報告

事例を通して示された。 

「地域人材・団体の実践活動に学ぶ」 報告者： 

松島 信子 美幌町

自治会女性部部長 

佐藤 恵子 ＮＰＯ

法人青森男女共同参

画研究所 

林 真麻 ＮＰＯ法

人青森県男女共同参

画研究所 

前田 陽子 ハミン

グフォーラム習志野

代表 

植松 礼子 ハミン

グフォーラム習志野 

井狩 洋子 野洲市

男女共同参画プラン

やす協働委員会会長 

 

進行：引間 紀江 

ＮＷＥＣ事業課専門

職員 

学習活動を生かし地域の実践につ

なげた事例や、行政との協力・連

携体制についての実践活動報告を

受け、事例を踏まえての意見・感

想など参加者同士で共有した。 

募集ワークショップ（１２件）   

19:00～20:00 (４)情報交換会 
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８月２３日 

10:00～12:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５)ワークショップ２ 

 ＮＷＥＣ提供ワークショップ（１件）

「第５７回国連女性の地位委員会

（ＣＳＷ）報告会」 

 
 
 
報告者： 

橋本 ヒロ子 第５７

回国連女性の地位委

員会日本代表・十文

字学園女子大学教授 

別府 充彦 内閣府

大臣官房審議官（男

女共同参画局担当） 

青木 玲子 ＮＷＥ

Ｃ情報課客員研究員 

赤嶺 良子 ＮＷＥ

Ｃ情報課専門職員 

 

コーディネーター：

越智 方美 ＮＷＥ

Ｃ研究国際室専門職

員 

ＣＳＷ参加者による委員会期間中

に採択された合意結論や各国代表

や国連の関係機関、ＮＧＯ代表等

によるサイドイベントやパラレル

イベントについての報告や合意結

論にいたるまでの経緯やＮＧＯの

活動についての報告に加え、第 

５６回ＣＳＷで日本政府が提案し

た「自然災害とジェンダー」決議

の意義や、ＣＳＷに関する情報収

集の具体的な方法について、参加

者で共有する機会となった。 

「キャリア開発学習プログラムを考

える～今、求められる企画・運営力」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師：神田 道子

ＮＷＥＣ前理事長・

客員研究員 

 

事例発表者： 
平賀 圭子 ＮＰＯ
法人参画プランニン
グ・いわて理事長 
松下 光恵 静岡市
女性会館館長 
野依 智子 ＮＷＥ
Ｃ研究国際室研究員 
 
コメンテーター： 
亀田 温子 十文字
学園女子大学人間生
活学部教授 
田中 雅文 日本女
子大学人間社会学部
教授 
 
コーディネーター：
西山 恵美子 ＮＷ
ＥＣ事業課客員研究
員 
 
進行：千装 将志
ＮＷＥＣ事業課専門
職員 

神田氏より共通に基本となる考

え方として、キャリアをどう捉え

るかという講義の後、職員が企

画・運営力をつけていくために重

要な体制･仕組み作りなどの事例

報告を行った。事業報告をふま

え、プログラム企画・運営に関わ

る専門性を持つ人材の必要性や

人材育成の重要性、社会的な役割

活動の重要性や学習の見える化

など議論し、参加者とともに考え

る機会となった。 

 

募集ワークショップ（９件）   
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13:00～15:00 

 

(６)パネルディスカッション「女性

の活躍推進と社会の活性化」 

 地域や企業をはじめ、社会のあら

ゆる分野において、成長の原動力と

して女性の活躍を推進し、男女共同

参画社会を実現していく上での現状

と課題、今後の展望などについて、

議論する。 

 

 

パネリスト： 

佐藤 良子 立川市

大山自治会会長 

藻谷 浩介 株式会

社日本総合研究所調

査部主席研究員 

森川 典子 ボッシ

ュ株式会社取締役副

社長 

 

地域の自治会長も民間企業の管

理職も、共に女性の参画が依然と

して少ない領域であるが、女性が

トップに立つことにより、組織が

どのように変化したか、後進のリ

ーダーをどのように育てている

かなど、パネリスト同士で活発な

議論が展開された。 

15:30～17:30 (７)ワークショップ３ 

ＮＷＥＣ提供ワークショップ（２件）

「女性／男女共同参画センターのア

クティブな情報発信を目指して」 

 

 

報告者：天野 友貴

三重県男女共同参画

センターグループリ

ーダー 

黒澤 あずさ 公益

財団法人日本女性学

習財団学習事業課長 

森 未知 ＮＷＥＣ

情報課専門職員 

 

コーディネーター兼

報告者：青木 玲子

ＮＷＥＣ情報課客員

研究員 

三重県男女共同参画センターの

セミナー等の各種事業をホーム

ページや新聞折り込み等で効果

的に発信している取組、日本女性

学習財団の組織の情報戦略を一

年かけて見直した取組、海外のソ

ーシャルネットワークを利用し

た DVのキャンペーンに取り組む

事例、社会的キャンペーンとして

の災害復興支援への取組、ＮＷＥ

Ｃからは女性情報ポータル

“Winet（ウィネット）”や災害

復興支援女性アーカイブ等の新

しい取組の報告を行い、男女共同

参画拠点施設として、課題解決に

向けたセンターの情報発信につ

いて考える機会となった。 
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「移民女性が抱える課題の解決に向

けた地域における連携」 

報告者：加山 勤子

公益財団法人静岡県

国際交流協会事業課

長 

井田 ピムテープ

公益財団法人長野県

国際化協会くらしの

サポーター 

須藤 京子 ＮＰＯ

法人浜松男女共同参

画推進協会副理事

長、ＮＰＯ法人浜松

外国人子ども教育支

援協会理事長 

 

コーディネーター：

吉田容子 弁護士・

立命館大学教授 

 

進行：渡辺 美穂 

ＮＷＥＣ研究国際室

研究員 

地域における問題と原因、その解

決に向けて必要な支援や学習、関

係機関の連携の必要性について

討議し、その結果をグループ別に

発表した。また、法制度レベル、

個別的支援レベル、関係機関連携

などの課題や実践について活発

な話し合いを行い、参加者ととも

に考える機会となった。 

募集ワークショップ（１１件）   

 

８月２４日 

10:00～12:00 

(８)ワークショップ４ 

募集ワークショップ（１２件） 

  

13:00～15:00 (９)女性リーダーらんざん会議 

 大学、企業、行政、ＮＰＯ団体と

いった様々な分野で活躍する女性リ

ーダーによるこれからの女性リーダ

ーの在り方や様々な分野での女性の

活躍を推進していく上での現状、課

題などの提起を受け議論する。 

パネリスト： 

天野 正子 東京家

政学院大学学長 

生越 多恵子 株式

会社ハウス オブ

ローゼ取締役専務執

行役員 

中川 智子 宝塚市

長 

日置 真世 ＮＰＯ

法人地域生活支援ネ

ットワークサロン理

事事務局顧問 

 

コーディネーター：

内海 房子 ＮＷＥ

Ｃ理事長 
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１０ 募集ワークショップ一覧（テーマ・実施団体名・都道府県） 

 別添参照 

 

１１ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

・交流事業から研修事業と位置づけ、３日間を通して午後の時間帯に、基調講演（１日目）、パネルディ

スカッション（２日目）、女性リーダーらんざん会議（３日目）と主催プログラムを３本とした。 

・これまでは「募集ワークショップ」という枠で、ワークショップと展示の両方を募集していた。展示

ワークショップは、例年応募も少なく、毎年ほぼ同じ団体の応募が多かった。今年度は、「ワークショ

ップ」と「ポスター展示」の２種類で一般募集を行った。また、「ワークショップ」と「ポスター展示」

の両方への応募も可能とした。この結果、「ポスター展示」には、大学の男女共同参画担当部署をはじ

めとして、初めて参加する団体の応募が増えた。 

 

１２ プログラム全体で得られた知見 

「第３次男女共同参画基本計画」に基づいて設定した７つのテーマ（①女性のキャリア形成、②企業にお

ける女性の活躍推進、③大学における女性の活躍推進、④男性にとっての男女共同参画、⑤安全・安心と

男女共同参画、⑥男女共同参画の地域づくり、⑦男女共同参画センターの役割）に沿ってワークショップ

やシンポジウムを行い、最新の情報提供や参加者同士の交流推進に努めた。 

ＮＷＥＣ提供ワークショップでは、ＮＷＥＣの調査研究の成果を活かしたワークショップや交流推進委

員とＮＷＥＣ職員の専門性を活かしたワークショップを実施し、各ワークショップで最新の情報を提示し

た。 

全国から応募のあった募集ワークショップ及びポスター展示の実施は、運営団体にとって、他団体の実

践者や研究者などから貴重な意見を聞き、視野を広めるとともに新たなネットワークのきっかけを得る場

となった。 

 

１３ プログラムの成果 

 (1)参加者の全体の満足度について 

   ８８．２％（非常に満足３０．３％ 満足 ５７．９％） 

 (2)参加者のプログラムの有用度について 

   ９５．０％ 

 (3)ワークショップ運営者へのフォローアップ調査 

   ９５．２％（ワークショップを実施したことへの有用度） 

 

 

１４ 今後の課題及び展望 

本事業は、今年度より「男女共同参画推進フォーラム」として、交流事業から研究事業となった。し

かし、募集ワークショップ運営者も含めた参加者、特に、長年の参加者にとっては、「夏のフォーラム」

≒「ＮＷＥＣの一番大きな事業」という位置づけは、「交流」から「研修」になっても変わらないと思わ

れる。企業や大学関係者など新しい層の掘り起こしを引き続き続けると同時に、１，０００名という募

集定員の決して小さくない層を占めているこの長年の参加者たちの「夏のフォーラム」への思い・期待

に対しても、本事業が交流事業から研修事業へと位置づけが変わっても、このフォーラムは応えるに値

する内容のプログラムを今後も提供していかなければならない。 

 

51



 

 

基調講演「女性の活躍推進と社会の活性化」     パネルディスカッション 

                         「女性の活躍推進と社会の活性化」 
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
タ
イ
ト
ル

運
営
団
体
･グ

ル
ー
プ
名

N
o

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
タ
イ
ト
ル

運
営
団
体
･グ

ル
ー
プ
名

N
o

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
タ
イ
ト
ル

運
営
団
体
･グ

ル
ー
プ
名

N
o

1
0
1

≪
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
２
．
０
≫
～
業
界
団
体
、
経
営
者
団
体
、
地
方
自

治
体
を
挙
げ
た
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
作
り
に
向
け
た
取
り
組
み
～

第
5
7
回
国
連
女
性
の
地
位
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
報
告
会

女
性
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
情
報
発
信
を
目
指

し
て

マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア

成
功
す
る
男
女
共
同
参
画
事
業
の
進
め
方

～
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

実
践
講
座
で
広
報
力
大
幅
ア
ッ
プ
～

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
男
女
共
同
参
画
お
お
た

2
8

1
0
8

職
場
に
お
け
る
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
に

女
性
労
働
問
題
研
究
会

2
2

『
あ
め
で
参
画
、
歩
い
て
サ
ン
キ
ュ
ー
』

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
践
行
動
か
ら
全
国
展
開
に
向
け
て

F
・
F
ネ
ッ
ト
あ
き
た
北

2
0

1
0
9

社
会
的
弱
者
を
支
え
る
”
ま
さ
か
”
の
と
き
に
つ
な
が
る
「
地
域
防
災

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
ん
な
の

ま
ち
草
の
根
ネ
ッ
ト
の
会

1
0

い
つ
か
来
る
そ
の
時
の
た
め
に

被
災
地
か
ら
学
び
、
い
ま
で
き
る
こ

と
～
１
通
の
パ
ブ
コ
メ
か
ら
防
災
委
員
に
～

東
京
都
大
田
区
立
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
｢エ

セ
ナ
お
お
た
｣

2
7

子
育
て
支
援
、
変
え
る
な
ら
今
で
し
ょ
！

～
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
地
域
の
子
育
て
を
支
え
る
～

N
P
O
法
人
マ
ミ
ー
ズ
･ネ

ッ
ト

9

1
1
0

地
域
人
材
・
団
体
の
実
践
活
動
に
学
ぶ

（
仮
題
）

男
性
向
け
事
業
に
つ
い
て
考
え
る

「
メ
ン
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
何
が
で
き
る
か
」
情
報
・
意
見
交
換
会

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

1
9

移
民
女
性
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
地
域
に
お
け
る
連
携

2
0
1

「
私
ら
し
い
働
き
方
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
第
一
歩
を
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
で
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

株
式
会
社
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ム

3
9

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
安
心
で
き
る
避
難
所
づ
く
り
」
を
活
用
し
て
、
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
に
つ
な
げ
る

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｃ
・
Ｇ

2
4

「
学
び
が
ひ
ら
く
」
＠
Ｎ
Ｗ
Ｅ
Ｃ

公
益
財
団
法
人
日
本
女
性
学
習
財
団

1
6

2
0
6

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
チ
ー
ム
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体

験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

～
多
様
性
を
尊
重
し
な
が
ら
共
有
を
促
進
す
る
手
法
～

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ

4
5

《
一
般
企
業
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ
》
～
本
質

を
学
ぶ
・
デ
ー
タ
に
学
ぶ
・
他
社
に
学
ぶ
～

国
立
女
性
教
育
会
館
理
事
長

内
海

房
子

4
4

2
0
7

女
性
の
経
済
的
・
政
治
的
分
野
へ
の
参
画
が
す
す
ま
な
い
の
は
な

ぜ
？
―
高
等
教
育
の
場
か
ら
探
ぐ
る
―

男
女
平
等
を
す
す
め
る
教
育
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

3
0

悩
み
の
多
い
時
代
、
ご
自
身
の
問
題
解
決
力
を
高
め
る
方
法
を
考
え
て
み

よ
う

～
M
Y
リ
ソ
ー
ス
マ
ッ
プ
を
つ
く
っ
て
、
問
題
へ
の
対
処
力
を
ア
ッ
プ
し
よ

う
～

育
自
倶
楽
部

1
3

佐
賀
大
学
生
カ
ッ
プ
ル
に
み
る
「
男
女
共
同
参
画
」
―

履
修
学
生
に
よ
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
報
告

佐
賀
大
学

1
8

2
0
8

東
北
と
首
都
圏
の
女
性
の
交
流
を
通
じ
た
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

と
復
興
活
動

－
東
北
復
興
「
結
結
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
報
告
－

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

女
子
教
育
奨
励
会

（
Ｊ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
）

3
7

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る

～
今
、
求
め
ら
れ
る
企
画
・
運
営
力
～

社
会
起
業
家
と
い
う
選
択

-
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
子
ど
も
が
売
ら
れ
な
い
世
界
を
つ
く
る
-

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

4
0

大
会
議

室
ふ
く
し
ま
の
今
～
避
難
者
の
現
状
と
課
題
、
そ
の
支
援
の
あ
り
か
た
～

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

3
8

海
外
か
ら
学
び
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
～
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
な
ど
を

視
察
し
て
～

一
般
社
団
法
人
国
際
女
性
教
育
振
興

会
4
3

3
0
1

男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画
と
看
護
の
視
点
～
パ
パ
の
育
児
休

業
は
特
別
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
～

パ
パ
の
育
児
休
業
支
援
セ
ン
タ
ー

8
甲
府
市
は
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
を
し
ま
し
た
。
そ
の
心
は
？

甲
府
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

会
3

「
国
連
は
日
本
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
」

日
本
女
性
差
別
撤
廃
条
約
N
G
O

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

3
6

3
0
2

均
等
法
を
男
女
雇
用
平
等
法
に
！

均
等
待
遇
ア
ク
シ
ョ
ン
２
１

1
5

デ
ー
ト
D
V
と
若
者
の
性
意
識
～
恋
人
役
割
と
性
の
商
品
化
に
対
す
る
若
者
約

5
,0
0
0
人
の
意
識
か
ら
～

N
P
O
法
人
S
E
A
N

5
『
女
性
の
積
極
的
活
用
？

パ
ー
ト
・
派
遣
は
お
き
ざ
り
？
』

～
均
等
法
か

ら
約
３
０
年
。
総
貧
困
下
で
、
女
性
の
「
は
た
ら
く
」
「
暮
ら
す
」
「
生
き
る
」
を
考

え
る
～

働
く
女
性
の
全
国
セ
ン
タ
ー

3
2

3
0
3

行
列
が
で
き
る
講
座
の
企
画
と
、
思
わ
ず
手
に
取
る
チ
ラ
シ
の
作
り
方

人
が
集
ま
る
男
女
共
同
参
画
講
座
の
企
画
・
運
営
で
「
地
域
力
」
ア
ッ
プ
を
！

講
座
企
画
塾

吉
田
清
彦

1
7

「
N
O
！
」
と
言
え
る
、
私
で
あ
り
た
い
。
～
女
性
の
た
め
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～

N
P
O
法
人
ラ
イ
フ
ラ
イ
ツ
・
イ
ン
パ
ク

ト
東
京

6

3
0
6

届
か
な
い
1
0
代
2
0
代
の
性
被
害
の
声

N
P
O
法
人
B
O
N
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

3
3

行
政
・
議
会
・
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
と
男
女
共
同
参
画

全
国
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
議
員
連
盟

2
5

新
し
い
公
共
の
場
づ
く
り
の
為
の
モ
デ
ル
事
業

「
意
思
決
定
の
場
へ
の
女
性
の

参
画
」
促
進
応
援
プ
ラ
ン

～
寄
っ
て
た
か
っ
て
男
女
共
同
参
画
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
～

男
女
共
同
参
画
み
え
ネ
ッ
ト

2
9

挑
戦
し
ま
し
た
！

市
民
団
体
が
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
に
応
募
し
て
み
ま
し
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ソ
ー
ス
・
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
R
E
N

1
2

源
氏
物
語
に
学
ぶ
男
女
共
同
参
画

源
リ
ウ
会

4
1

落
語
と
歌
で
楽
し
く
考
え
る
男
女
共
同
参
画

～
メ
デ
ィ
ア
が
吹
か
せ
る
男
へ
の
「
追
い
風
」
と
「
向
い
風
」

つ
る
が
し
ま
落
語
会

1

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
タ
イ
ト
ル

運
営
団
体
･グ

ル
ー
プ
名

N
o

ポ
ス
タ
ー
展
示
タ
イ
ト
ル

運
営
団
体
･グ

ル
ー
プ
名

N
o

1
0
1

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
2
年
。
被
災
地
派
遣
相
談
員
を
経
験
し
て
み
え
て
き

た
こ
と

～
災
害
後
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
課
題
～

特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
女
性

会
館
協
議
会

2
6

こ
ん
に
ち
は
！

復
興
庁
男
女
共
同
参
画
班
で
す

復
興
庁
・
男
女
共
同
参
画
班

1

マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア

新
し
い
公
共
の
場
づ
く
り
の
為
の
モ
デ
ル
事
業
「
意
思
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参

画
」
促
進
応
援
プ
ラ
ン

～
寄
っ
て
た
か
っ
て
男
女
共
同
参
画
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
～

男
女
共
同
参
画
み
え
ネ
ッ
ト

2

1
0
8

男
女
平
等
の
原
点
―
戦
後
の
紙
芝
居
と
幻
燈
を
見
る

女
性
と
し
ご
と
の
未
来
研
究
会

2
1

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
実
施
し
た
「
避
難
所
体
験
」

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者

Ａ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｃ
・
Ｇ

3

1
0
9

再
考
“
母
娘
関
係
”

日
本
女
性
学
研
究
会

3
5

新
潟
大
学
に
お
け
る
女
性
研
究
者
の
育
成
・
支
援

新
潟
大
学
男
女
共
同
参
画
推
進
室

4

1
1
0

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

(M
D
G
s）
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

J
A
W
W
（
日
本
女
性
監
視
機
構
）

3
4

男
性
を
と
り
ま
く
環
境

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

W
it
h

Y
o
u

さ
い
た
ま

5

2
0
1

拠
点
施
設
（
女
性
セ
ン
タ
ー
）
を
ど
う
活
か
す
か
～
東
京
か
ら
の
発
信

～
東
京
男
女
平
等
条
例
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

3
1

行
列
が
で
き
る
!!
男
女
共
同
参
画
講
座
事
例
集

人
が
集
ま
る
講
座
の
企
画
・
運
営
で
男
女
共
同
参
画
の
地
域
づ
く
り
を
！

講
座
企
画
塾

吉
田
清
彦

6

2
0
6

女
性
の
社
会
的
貢
献
を
か
た
ち
に
す
る
た
め
の
学
習
会

ヌ
エ
ッ
ク
・
ポ
タ
ー
ノ
ッ
ト
の
会

4
2

８
年
間
の
取
り
組
み
か
ら
考
え
る
大
学
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
―

何
が
鍵
と
な
る
の
か
？

横
浜
国
立
大
学

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

7

2
0
7

デ
ー
ト
D
V
fr
e
e
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
デ
ー
ト
D
V
予
防
を
知
っ
て
安
全
で
楽
し
い
大
学
生
活
に
し
よ
う
～

岩
手
大
学
男
女
共
同
参
画
推
進
学

生
委
員
会

1
4

被
災
女
性
・
支
援
女
性
へ
の
調
査
を
通
じ
た

調
査
実
施
者
（
ル
ビ
：
じ
ょ
せ
い
た
ち
）
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
記
録

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
1
1
（
い
）
わ
て

8

2
0
8

「
大
切
な
わ
た
し
、
大
切
な
あ
な
た
～
大
学
生
が
伝
え
る
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
予

防
啓
発
～
」

N
P
O
法
人
参
画
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
い

わ
て

1
1

『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
イ
コ
ー
ル
』

ね
り
ま
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
会

9

大
会
議
室

キ
ャ
リ
ア
・
マ
ム
は
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
自
分
ら
し
い
働

き
方
を
応
援
し
ま
す

株
式
会
社
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ム

1
0

3
0
1

プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
で
み
る

「
私
た
ち
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」

劇
団
プ
レ
イ
バ
ッ
カ
ー
ズ

2
活
動
紹
介
「
女
性
の
視
点
を
入
れ
た
地
域
で
の
防
災
・
減
災

子
育
て

世
代
と
一
緒
に
」

か
す
が
い
女
性
連
盟

1
1

3
0
2

デ
ー
タ
解
析
に
基
づ
い
た
組
織
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
講
座

小
林
敦
子

2
3

3
0
3

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
4
）

8
月

2
4
日

（
土

）
1
0
:0
0
～

1
2
:0
0

３ 階

研 修 棟

日
時

会
場

研 修 棟

響
書
院

３ 階1 階 ２ 階 1 階 ２ 階

◆
実

技
研

修
棟

音
楽

室
：
情

報
交

換
コ
ー
ナ
ー

参
加

者
の

皆
さ
ま
が

、
ご
所

属
団

体
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

チ
ラ
シ
な
ど
の

資
料

や
書

籍
な
ど
を
自

由

平
成

２
５
年

度
「
男

女
共

同
参

画
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ポ
ス
タ
ー
展

示
一

覧

日
時

会
場

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
1
）

8
月

2
2
日

（
木

）
1
5
:3
0
～

1
7
:3
0

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
2
）

8
月

2
3
日

（
金

）
1
0
:0
0
～

1
2
:0
0

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
3
）

8
月

2
3
日

（
金

）
1
5
:3
0
～

1
7
:3
0

会
館
提
供
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

会
館
提
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扱
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各

自
の

責
任

で
お
願

い
し
ま
す
。

53



 

８ 女子中高生夏の学校２０１３～科学・技術者のたまごたちへ～ 

 

１ 趣  旨   女子中高生が科学技術の世界の楽しさを「体験する」、科学技術の世界で生き生きと活

躍する女性たちと「交流する」、科学技術に関心のある仲間や先輩と「知り合う」ための

機会として「女子中高生夏の学校２０１３～科学・技術者のたまごたちへ～」を開催す

る。 

このプログラムは、２泊３日の合宿研修を通じて、女子中高生と科学研究者・技術者、

大学生・大学院生等が少人数を単位に親密に交流し、理系進路選択の魅力を伝えるもので

ある。 

また、女子中高生の進路選択について、身近な支援者である保護者や教員向けのプログ

ラムもそれぞれ設定している。子どもの将来像が描けるよう、よきアドバイスができるよ

うに理系進路選択についての理解を深める。 

 

２ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
 

３ 共  催  日本学術会議「科学と社会委員会 科学力増進分科会」 

「科学者委員会 男女共同参画分科会」 
 

４ 協  力  男女共同参画学協会連絡会 

 

５ 会  場  ＮＷＥＣ 
 
６ 期  日  平成２５年８月８日（木）～８月１０日（土） ２泊３日 

 

７ 対  象  科学・技術の分野に興味・関心のある女子 

        （中学校３年生、高校１～３年生、高等専門学校１～３年生） １００名 

        保護者・教員等 ５０名 

 

８ 参 加 者  参加者数  女子中高生  １２９ 名 

              保護者・教員  ４０ 名   計 １６９ 名 

 

９ 都道府県別参加者数 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

北海道 ２ 埼玉県 ８ 岐阜県 － 鳥取県 １ 佐賀県 －

青森県 ２ 千葉県 １０ 静岡県 ９ 島根県 ３ 長崎県 ５

岩手県 ３ 東京都 １６ 愛知県 ６ 岡山県 ３ 熊本県 １

宮城県 ３ 神奈川県 １１ 三重県 － 広島県 － 大分県 －

秋田県 ４ 山梨県 ３ 滋賀県 － 山口県 ６ 宮崎県 ３

山形県 １ 新潟県 １ 京都府 － 徳島県 － 鹿児島県 １

福島県 ４ 長野県 １４ 大阪府 ９ 香川県 ２ 沖縄県 ６

茨城県 ４ 富山県 ３ 兵庫県 １ 愛媛県 － 無回答他 －

栃木県 ７ 石川県 － 奈良県 ２ 高知県 １ 合 計 １６９

群馬県 ５ 福井県 １ 和歌山県 １ 福岡県 ７  

 

１０ プログラムデザイン 

   別紙添付 
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１１ プログラムの構成・得られた成果 

【女子中高生用】 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

８月８日 

13:00～13:30 

（１）開校式 

①開会宣言 

 

 

 

②あいさつ 

 

 

 

 

 

③オリエンテーション 

 

長妻 努 実行委員長

（地球電磁気・地球惑星

圏学会） 

 

内海 房子 ＮＷＥＣ理

事長 

生源寺 眞一 日本学術

会議会員（名古屋大学大

学院教授） 

 

古澤 亜紀 茨城県立水

戸農業高等学校教諭 

 

13:30～14:15 

 

（２）サイエンスアンバサダーⅠ

「自分の将来について考えよう」

 夏学に参加するにあたり、合宿

研修のオリエンテーションやグル

ープ内での自己紹介、学生ＴＡ（テ

ィーチングアシスタント）の講話

などから、合宿研修のねらいや目

的を理解するとともに、主体的に

研修に参加する気持ちを高める。

 

岡村 美好 山梨大学大

学院准教授 

西原 亜理沙 首都大学

東京理工学研究科生命化

学専攻 

３日間の合宿研修の最初にあた

り、その概要及び各プログラム

への取り組み方、合宿研修終了

後のアンバサダーとしての活動

等についての説明を行った。特

に、話の聴き方、メモの取り方、

文章のまとめ方などについて、

参加者と年齢の近い学生企画委

員が説明することにより、参加

者である女子中高生にとって

は、身近に感じることができ、

参考となった。 

14:30～16:00 

 

（３）キャリア講演 

 女子中高生にとって知名度のあ

る企業で働く女性から、現在の生

活や仕事のことなど、理系進路の

魅力について話を聞き、将来理系

で働くことの意義や多様な理系の

進路について理解を深める。 

 

講師：蓑田 裕美 株式

会社資生堂サイエンスコ

ミュニケータ 

平口 暢子 株式会社Ｎ

ＴＴドコモ資材部担当部

長 

 

理系の現場（職場）で活躍して

いる女性による講演と質疑応答

を行った。講師は、女子中高生

にとって知名度のある企業（資

生堂、ＮＴＴドコモ）に勤務す

る女性とした。仕事内容の紹介

だけでなく、理系の道を目指し

た理由や仕事以外の話など幅広

い話とし、女子中高生にとって、

将来に対する考え方の視野を広

げる機会となった。 

16:15～17:45 （４）女性科学・技術者のバーチ

ャル職場探訪 

 公益財団法人鉄道総合技術研究

所、ＪＲ東日本研究開発センター、

ジェイアール東海コンサルタンツ

の３カ所とＮＷＥＣをインターネ

ット（スカイプ）で結ぶ。ふだん

直接目にすることのできない職場

の様子を女性研究者・技術者の方

にご紹介いただく。 

 

コーディネーター： 

○ＮＷＥＣ 

平永 佐知子 ジェイア

ール東海コンサルタンツ

株式会社土木事業部土木

設計第三部土木設計第一

課課長 

 

○公益財団法人鉄道総合

技術研究所 

谷本 早紀 公益財団法

それぞれの職場で働く女性科

学・技術者が理系の職場の現場

をリアルタイムで紹介した。臨

場感のある紹介により、女子中

高生に鉄道に関する仕事への興

味関心を高めるものとなった。

アンケート結果の中の「鉄道＝

男性の仕事という印象だった

が、様々な職種の中で多くの女

性が活躍していることがわかっ

た」という感想が示すとおり、
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会場からの質疑応答も行う。 

 

人鉄道総合技術研究所防

災技術研究部気象防災研

究室研究員 

流王 智子 公益財団法

人鉄道総合技術研究所信

号・情報技術研究部ネッ

トワーク・通信研究室研

究員 

小金井 玲子 公益財団

法人鉄道総合技術研究所

車両構造技術研究部車両

振動研究室副主任研究員

（工学博士） 

 

○ＪＲ東日本研究開発セ

ンター 

日沖 由理香 東日本旅

客鉄道株式会社ＪＲ東日

本研究開発センター安全

研究所走行安全グループ

研究員 

河野 由美子 東日本旅

客鉄道株式会社ＪＲ東日

本研究開発センターテク

ニカルセンター線路構造

グループ研究員 

 

○ジェイアール東海コン

サルタンツ 

中村 ひとみ ジェイア

ール東海コンサルタンツ

株式会社土木事業部土木

設計第一部土木設計第一

課係長 

降旗 亜紀 ジェイアー

ル東海コンサルタンツ株

式会社建築事業部建築設

計部建築設計第一課係長

女子中高生の進路選択の幅を広

げる内容となった。 

19:15～20:45 

 

（５）学生企画「サイエンスバト

ル！？」 

 グループで協力し合い、学生ス

タッフが出題する課題やクイズ

に答えるスタンプラリーに挑戦

しながら、グループの親交を深め

る。 

 

 １０カ所のブースを回り、学生

ＴＡが出題する理系に関する課

題・クイズにグループで協力し

て答え、他のグループと交流し

ながらパズルを完成させるゲー

ムを学生の企画により行った。

各グループは異なる地域、学年

の参加者で構成され、３日間の

合宿研修を共にするグループの

仲間意識を醸成し、班付きの学

生ＴＡとも親しくなる場となっ

た。 
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21:00～22:00 （６）天体観望会（希望者のみ参

加） 

 自然豊かなＮＷＥＣの夏の夜

空を天体望遠鏡で観察する。 

 

田代 信 埼玉大学理工

学研究科教授 

大朝 由美子 埼玉大学

教育学部准教授 

 

石田 勇介 

佐藤 太基 

石橋 遙子 

埼玉大学大学院院生 

 

潮田 和俊 

居倉  聖 

前原 雄太 

松田 拓也 

埼玉大学学生 

 ＮＷＥＣの自然豊かな立地条

件を活用したプログラムとし

て、天文学を研究している天文

学者や学生による天体観望会を

行った。短時間ではあるが、初

めて天体望遠鏡に触れ、天体を

観察したことは、女子中高生に

とって天文学への興味関心を高

めるとともに、貴重な体験とな

った。 

（７）国際交流「英語相談所」 

（希望者のみ参加） 

 翌日の国際交流の時間に向け

て、英語で話すことの不安を払拭

するため、女子中高生の相談に留

学生ＴＡが応じる。 

 希望者のみではあるが、参加し

た女子中高生にとって、安心し

て翌日の国際交流の時間に臨め

る時間となった。 

８月９日 

9:00～10:00 

（８）学生企画「才媛双六」 

 学生スタッフが作成したサイエ

ンスクイズに答え、理系女子のキ

ャリアを疑似体験するゲーム（双

六）を行う。キャリアは夏学卒業

後から始まり、進学、就職や結婚、

育児など、理系女子特有の悩みや

人生に関わる様々な出来事を盛り

込み、参加者に理系女子の夢やラ

イフプランについて具体的なイメ

ージと理系進路選択の支援となる

ヒントを得られるものとする。 

 双六には進学、就職、結婚、育

児など理系の女性特有の悩み

や、人生に関わる様々な出来事

を盛り込んでおり、理系に関す

る知識を身に付けると同時に将

来の自分の人生について考える

ことができるものとなった。ま

た、グループ内の協力性も高め

ることができた。 

10:15～12:00 

 

（９）サイエンスアドベンチャー

Ⅰ「ミニ科学者になろう」 

 理系の各分野における研究者・

技術者と交流しながら、実験・実

習にじっくりと取り組む。進路を

理系にするか文系にするか迷って

いる生徒向けの不思議体験コース

と専門性の高いチャレンジコース

の２種類の実験を行う。 

 

○実験・実習 

（Ａ～Ｆ：不思議体験コース） 

（Ｇ～Ｌ：チャレンジコース） 

 

実験・実習講師： 

Ａ 曽江 久美 

  （応用物理学会） 

小野寺 真紀 

中島 理沙 

  （実験ＴＡ） 

Ｂ 荒谷 美智 

  宮本 霧子 

  中山 榮子 

（日本女性科学者の会） 

Ｃ 大塚 友彦 

  （東京工業高等専門学校） 

  岩﨑 芳菜子 

 

 学会等の協力を得て、１２の

実験・実習プログラムを設け、

各参加者の興味関心や能力に応

じた実験・実習を行った。ふだ

んの学校生活ではできない実験

や自分の興味関心のある内容を

深く知ることにより、理系の面

白さに触れる機会となった。 
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Ａ 光の性質を活用したものづく

り ３Ｄ万華鏡の世界！ 

Ｂ 宇宙の星から学ぶエネルギー

－基礎から学ぶ福島の事故－第

２弾 

Ｃ わくわく化学の実験女子－不

思議な世界へようこそ－ 

Ｄ オリジナルＤＮＡストラップ

を作ろう－遺伝暗号のしくみを

学ぶ－ 

Ｅ 水辺の生態系を観察しよう 

Ｆ ウェーブマシーンを作ろう～

身近にいっぱい！”波”のふし

ぎ 

Ｇ 大気圧を測ろう 

Ｈ コンピュータで探るバイオ分

子の世界 

Ｉ 線虫を使って知る遺伝子のし

くみ 

Ｊ コンピュータで探す健康や環

境浄化に関わる遺伝子 

Ｋ 結び目のゲームを作って遊ぼ

う 

Ｌ 世界を「計算」してみよう！

 

  塩野 里奈 

  吉岡 里紗 

  （実験ＴＡ） 

Ｄ 沼山 恵子 

  （日本分子生物学会） 

  布宮 亜樹 

  （実験ＴＡ） 

Ｅ 大橋 春香 

  （日本生態学会） 

  前田 海門 

  （実験ＴＡ） 

Ｆ 寺本 万里子 

  佐藤 由佳 

  田所 裕康 

  （地球電磁気・地球惑星圏学会） 

Ｇ 長谷川 修司 

  （日本物理学会） 

  龍田 真美子 

  岩村 由樹 

  （実験ＴＡ） 

Ｈ 西方 公郎 

  （日本分子生物学会） 

  高田 成海 

  （実験ＴＡ） 

Ｉ 簗瀬 澄乃 

  （日本分子生物学会） 

Ｊ 池村 淑道 

  上原 啓史 

  （日本遺伝学会） 

Ｋ 清水 理佳 

  （日本数学会） 

  大山口 菜都美 

  （実験ＴＡ） 

Ｌ 横山 俊一 

  （日本数学会） 

  千島 萌記 

  （実験ＴＡ） 

13:15～13:45 

 

 

（１０）サイエンスアドベンチャ

ーⅡ「ミニ科学者になろう・報告

会」 

 午前中に体験した実験・実習に

ついて、その内容をグループ内で

報告し合い、情報の共有を行う。

自分の行ったことを他の人に報告

することで、プレゼンテーション

能力の向上や学校や地域に戻って

のアンバサダー活動に活かせるよ

うにする。 

 

  各グループは異なる地域、学

年で構成されているだけでな

く、選択した実験・実習も異な

るようにグループ分けされてい

る。午前中に自分が行った実

験・実習の内容を共有できるよ

う、グループ内での報告会を行

った。自分の行った実験等を他

の人に伝えることで、表現力の

向上や学校や地域に戻ってのア

ンバサダー活動に役立てる時間

となった。 
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13:45～17:30 

 

（１１）サイエンスアドベンチャ

ーⅢ「科学・技術者と話そう」 

 女子中高生に理系進路選択の魅

力を伝えるため、次の①～③のブ

ースを設け、様々な人々との交流

を行う。様々な分野、世代の人と

交流することで、理系進路選択へ

の不安や悩みなどの解決に近づけ

る場とする。 

 

①ポスター展示・キャリア相談 

３０程度の展示ブースを設置

し、協力学会、企業や大学等、様々

な立場の研究者・技術者によるポ

スター展示や演示実験を行い、理

系の世界で活躍する人たちや最先

端の技術に触れる機会とする。ま

た、研究者・技術者や女子大学生・

大学院生などが女子中高生の理系

進路選択に関する相談に応じ、女

子中高生の進路に関する不安や悩

み等の解決や理系進路選択につい

て明確な考えを持てる機会とす

る。 

 

②国際交流 

 海外から日本に来ている留学生

や科学・技術者に学校生活や日本

での生活、研究内容や母国に帰っ

てからの夢などについて、英語を

使ってインタビューする。女子中

高生のコミュニケーション能力や

語学力の向上に活かす機会とす

る。 

 

 

 

 

 

③夏学卒業生Home Coming Day 

 過去の「夏の学校」卒業生が会

場に集まり、参加者である女子中

高生に対して理系進路に関する相

談活動を行う。女子中高生が理系

への進路に対して明確な考えが持

てるようにする機会とする。 

 

○ポスター展示・キャリ

ア相談出展者： 

１ 日本分子生物学会 

２ 日本天文学会 

３ 地球電磁気・地球惑

星圏学会 

４ 日本発生生物学会 

５ 日本遺伝学会 

６ 国立高等専門学校機

構 

７ 国立奈良工業高等専

門学校 

８ 日本金属学会 

９ 日本鉄鋼協会 

10 日本生物物理学会 

11 日本蛋白質科学会 

12 日本地球惑星科学連

合 

13 日本地形学連合 

14 土木学会 

15 日本女性技術者フォ

ーラム（ＪＷＥＦ） 

16 電気学会 

17 日本木材学会 

18 日本水環境学会 

19 日本女性科学者の会

20 ナノテクノロジービ

ジネス推進協議会 

21 日本化学会・日本電

磁波エネルギー応用学

会 

22 関東学院大学土木系

女子学生の会（どぼじ

ょ） 

23 土木技術者女性の会

24 地盤工学会 

25 応用物理学会 

26 ＷＩＮ－Ｊａｐａｎ

27 日本原子力学会 

28 日立技術士会「チー

ム・技魔女」 

29 女性技術士の会 

30 日本技術士会男女共

同参画推進委員会 

31 日本物理学会 

32 日本数学会 

33 日本火災学会 

34 日本バイオイメージ

ング学会 

○ポスター展示・キャリア相談

３４の協力学会等が展示ブース

を設置し、様々な立場の研究

者・技術者によるポスター展示

や演示実験を行うとともに、参

加者からの進路に関する相談を

受けた。様々な分野の研究者・

技術者から最先端の技術につい

ての説明を受けることや、理系

の進路に関する悩みや疑問に答

えてもらうことで、女子中高生

の理系進路選択に対する関心を

高め、明確な考えを持てる機会

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○国際交流 

海外から日本に来て科学・技術

について学ぶ留学生ＴＡと、学

校生活や研究内容、母国に帰っ

てからの夢などについて、英語

でインタビューするなどして交

流を図った。参加者にとっては、

海外の同世代の人たちと会話す

るという貴重な体験となったと

ともに、英語をはじめ、語学力

や言葉による表現力を高める必

要があるという意識を持つきっ

かけとなった。 

 

○夏学卒業生Home Coming Day 

過去の「夏の学校」を経験し、

大学等で現在理系の道に進んだ

卒業生が会場に集まり、参加者

である女子中高生に対して理系

進路に関する相談を受けた。卒

業生にとっては懐かしい場所で

集う機会となり、参加者の女子

中高生にとっては、先輩のアド

バイスから、理系進路に対する

より明確な考えを持てる機会と
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なった。 

18:00～19:00 

 

（１２）交流会 

 夕食をとりながら、参加者同士、

講師や実行委員、女子大学生・大

学院生との交流を深める。 

 

 夕食を兼ねた交流会を開催し

た。他のグループとの交流はも

ちろん、講師や学生ＴＡとの交

流など、参加者同士の交流の輪

がさらに広がった。 

19:15～20:45 

 

（１３）学生企画 サイエンスア

ンバサダーⅡ「自分の将来につい

て考えよう」 

 合宿研修のまとめとして、各グ

ループで「夏学タイムズ」という

新聞づくりを行う。これまでのプ

ログラムから学んだこと、考えた

ことから、これからの自分の将来

について新聞にまとめることで、

表現力の向上や学校や地域でのア

ンバサダー活動に役立てる。 

 これまでの合宿研修で学んだこ

とや考えたことを各グループで

「夏学タイムズ」という新聞形

式でまとめる作業を学生の企画

により行った。作成にあたり、

文字や文章による表現力の向上

だけでなく、グループ内での協

力や意見調整など、コミュニケ

ーション能力の向上にもつなが

る時間となった。 

21:00～22:00 

 

（１４）科学・技術者やＴＡへの

キャリア・進学懇談会（希望者の

み参加） 

 女子中高生の理系進路選択支援

に向けて、研究者・技術者や学生

ＴＡとさらに話をしたいという参

加者のために、進学や就職など、

将来のことに関する懇談会を行

う。 

 

 これまでのプログラムでは質問

できなかったこと、新たな疑問

や進路の相談などに対応するた

め、希望者による自由な形での

懇談会を行った。研究者や学生

ＴＡと個人的に直接話をするこ

とで、理系への進路の現実や自

分の考えの甘さに気づき、改め

て将来について考え、夢の実現

に向けての意欲を持つ機会とな

った。 

（１５）国際交流「もっと話そう

英語」（希望者のみ参加） 

 国際交流の時間だけでは英語を

話すことが物足りなかった女子中

高生のために、留学生ＴＡが会話

や質問に応じる。 

 国際交流の時間だけでは英語を

話すことが物足りないと思う女

子中高生のために、留学生ＴＡ

が会話や質問に答える時間を設

けた。希望者のみの参加であっ

たが、語学や海外の様子に関心

のある女子中高生にとって有益

な時間となった。 

 

８月１０日 

9:00～11:00 

 

（１６）学生企画「キャリア・プ

ランニング」 

 各グループで自分の具体的な進

路について話し合い、オリジナル

の「才媛双六」を作成する。話し

合いや研究者・技術者へのインタ

ビューなどを通じて、自分の考え

をうまく表現できるようにする。

 これまでの学習や交流を踏ま

え、各グループで自分の具体的

な進路について話し合うととも

に、グループごとのオリジナル

「才媛双六」の作成を学生の企

画により行った。グループ内で

協力し、理系の女性の人生を想

像することができた。 

 

11:15～12:00 

 

（１７）学生企画「夏学振り返り

と表彰式」 

 参加者が一堂に会し、３日間の

 これまでの活動の様子をスライ

ドで振り返るとともに、グルー

プごとの取組に対する表彰を学
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振り返りを学生スタッフの企画に

より行う。 

 

生の企画により行った。参加者

の女子中高生にとって３日間の

合宿研修を振り返るとともに、

楽しく思い出に残る時間となっ

た。 

12:00～12:45 

 

 

（１８）サイエンスアンバサダー

任命式・閉校式 

 女子中高生の参加者全員をサイ

エンスアンバサダーとして任命す

る。任命された女子中高生は、自

分の学校や地域に戻った後、アン

バサダーとして夏学の体験や魅力

などを伝える。 

任命： 

長妻 努 実行委員長

（地球電磁気・地球惑星

圏学会） 

 

地域や学校で３日間の活動や成

果を報告し、多くの人に広める

アンバサダーとして、参加した

女子中高生全員を実行委員長が

任命した。参加者の女子中高生

はアンバサダーとしての活動へ

の意欲と、ＴＡとなって再びこ

の場へ戻ってくるという決意を

確かにする場となった。 

 

【保護者・教員用】 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

８月８日 

13:00～13:30 

（１）開校式 

①開会宣言 

 

 

 

②あいさつ 

 

 

 

 

 

③オリエンテーション 

 

長妻 努 実行委員長

（地球電磁気・地球惑星

圏学会） 

 

内海 房子 ＮＷＥＣ理

事長 

生源寺 眞一 日本学術

会議会員（名古屋大学大

学院教授） 

 

古澤 亜紀 茨城県立水

戸農業高等学校教諭 

 

13:30～14:15 

 

（２）サイエンスアンバサダーⅠ

「自分の将来について考えよう」

夏学に参加するにあたり、合宿

研修のオリエンテーションやグル

ープ内での自己紹介、学生ＴＡの

講話などから、合宿研修のねらい

や目的を理解するとともに、主体

的に研修に参加する気持ちを高め

る。 

岡村 美好 山梨大学大

学院准教授 

西原 亜理沙 首都大学

東京理工学研究科生命化

学専攻 

３日間の合宿研修の最初にあた

り、その概要及び各プログラム

への取り組み方、合宿研修終了

後のアンバサダーとしての活動

等についての説明を行った。こ

れにより、参加者（保護者・教

員）は、３日間の合宿研修の意

義や目的、過ごし方について理

解することができた。 

14:30～16:00 

 

（３）キャリア講演 

女子中高生にとって知名度のあ

る企業で働く女性から、現在の生

活や仕事のことなど、理系進路の

魅力について話を聞き、将来理系

で働くことの意義や多様な理系の

進路について理解を深める。 

 

蓑田 裕美 株式会社資

生堂サイエンスコミュニ

ケータ 

平口 暢子 株式会社Ｎ

ＴＴドコモ資材部担当部

長 

 

 理系の現場（職場）で活躍し

ている女性による講演と質疑応

答を行った。講師は、女子中高

生にとって知名度のある企業

（資生堂、ＮＴＴドコモ）に勤

務する女性とした。仕事内容の

紹介だけでなく、理系の道を目

指した理由や仕事以外の話など

幅広い話となった。特に保護者

にとっては、子どもの将来につ
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いて具体的に理解できる内容で

あった。 

16:15～17:45 （４）女性科学・技術者のバーチ

ャル職場探訪 

公益財団法人鉄道総合技術研究

所、ＪＲ東日本研究開発センター、

ジェイアール東海コンサルタンツ

の３ヶ所とＮＷＥＣをインターネ

ット（スカイプ）で結ぶ。ふだん

直接目にすることのできない職場

の様子を女性研究者・技術者の方

にご紹介いただく。会場からの質

疑応答も行う。 

 

コーディネーター： 

○ＮＷＥＣ 

平永 佐知子 ジェイア

ール東海コンサルタンツ

株式会社土木事業部土木

設計第三部土木設計第一

課課長 

 

○公益財団法人鉄道総合

技術研究所 

谷本 早紀 公益財団法

人鉄道総合技術研究所防

災技術研究部気象防災研

究室研究員 

流王 智子 公益財団法

人鉄道総合技術研究所信

号・情報技術研究部ネッ

トワーク・通信研究室研

究員 

小金井 玲子 公益財団

法人鉄道総合技術研究所

車両構造技術研究部車両

振動研究室副主任研究員

（工学博士） 

 

○ＪＲ東日本研究開発セ

ンター 

日沖 由理香 東日本旅

客鉄道株式会社ＪＲ東日

本研究開発センター安全

研究所走行安全グループ

研究員 

河野 由美子 東日本旅

客鉄道株式会社ＪＲ東日

本研究開発センターテク

ニカルセンター線路構造

グループ研究員 

 

○ジェイアール東海コン

サルタンツ 

中村 ひとみ ジェイア

ール東海コンサルタンツ

株式会社土木事業部土木

設計第一部土木設計第一

課係長 

降旗 亜紀 ジェイアー

ル東海コンサルタンツ株

式会社建築事業部建築設

それぞれの職場で働く女性科

学・技術者が理系の職場の現場

をリアルタイムで紹介した。臨

場感のある紹介により、女子中

高生だけでなく、保護者や教員

に対しても鉄道に関する仕事へ

の興味関心を高めるとともに、

理系の仕事にも様々なものがあ

ることを知る機会となった。 
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計部建築設計第一課係長

19:15～20:45 

 

（５）夏の学校を知る 

 今までの夏学の様子をＤＶＤ

の視聴や説明により、３日間の研

修の流れや意義を理解する。 

 

柴田 純 宝仙学園中学

高等学校教諭 

田口 美咲 株式会社テ

プコシステムズ 

保護者や教員の参加者を対象

に、夏の学校の概要を知っても

らうため、これまでの様子を記

録したＤＶＤの視聴や講師によ

る説明、参加者同士のグループ

討議を行った。２泊３日の合宿

研修の概要とともに、世界と日

本の理系女子の現状について知

る機会となった。 

21:00～22:00 

 

 

 

 

（６）天体観望会 

（希望者のみ参加） 

 自然豊かなＮＷＥＣの夏の夜

空を天体望遠鏡で観察する。 

 

田代 信 埼玉大学理工

学研究科教授 

大朝 由美子 埼玉大学

教育学部准教授 

 

石田 勇介 

佐藤 太基 

石橋 遙子 

埼玉大学大学院院生 

 

潮田 和俊 

居倉  聖 

前原 雄太 

松田 拓也 

埼玉大学学生 

 

ＮＷＥＣの自然豊かな立地条件

を活用したプログラムとして、

天文学を研究している天文学者

や学生による天体観望会を行っ

た。短時間ではあるが、参加者

にとって天文学への興味関心を

高めるとともに、貴重な体験と

なった。 

８月９日 

9:00～10:00 

（７）学生企画「才媛双六」 

学生スタッフが作成したサイエ

ンスクイズに答え、理系女子のキ

ャリアを疑似体験するゲーム（双

六）を行う。キャリアは夏学卒業

後から始まり、進学、就職や結婚、

育児など、理系女子特有の悩みや

人生に関わる様々な出来事を盛り

込み、参加者に理系女子の夢やラ

イフプランについて具体的なイメ

ージと理系進路選択の支援となる

ヒントを得られるものとする。 

 女子中高生の参加者とともにサ

イエンスクイズに答えながら、

理系の女性の人生を疑似体験す

るゲーム（双六）を学生の企画

により行った。双六には進学、

就職、結婚、育児など理系の女

性特有の悩みや、人生に関わる

様々な出来事を盛り込んでお

り、理系に関する知識を身に付

けると同時に将来の自分の子ど

もや生徒の人生について考える

ことができるものとなった。 

10:15～12:00 

 

（８）実験・実習の参加・見学 

 参加者である女子中高生が取り

組んでいるサイエンスアドベンチ

ャーⅠ「ミニ科学者になろう」の

実験や実習を実際に見学、参加す

ることで研修に取り組む女子中高

生の姿を見たり、理系進路選択を

応援する意識を高めたりする。 

 女子中高生の理系進路選択を応

援する意識を高めるため、女子

中高生が行う実験・実習に保護

者や教員が参加・見学できる時

間を今回より設定した。特に 

参加した保護者や教員にとって

は、貴重な体験をすることがで

きた。 

13:15～15:15 

 

（９）サイエンスカフェⅠ 

「ポスター展示・キャリア相談」

女子中高生の理系進路選択支援

に向けて、男女共同参画学協会連

 ３４の協力学会等が展示ブース

を設置し、様々な立場の研究

者・技術者によるポスター展示

や演示実験を行うとともに、参
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絡会や企業、大学等のポスターブ

ースを回り、最先端の科学技術に

ついて知る機会とする。また、理

系の進路について相談することで

我が子や生徒の進路に関する不安

や悩み等の解決に近づける場とす

る。 

加者からの進路に関する相談を

受けた。様々な分野の研究者・

技術者による最先端の技術につ

いての説明や、理系進路に関す

る疑問に対する回答などから、

理系進路選択についてよく知る

機会となった。 

15:30～17:30 

 

（１０）サイエンスカフェⅡ 

【保護者】「科学・技術者、大学生、

新社会人との座談会」 

 女性の科学・技術者、学生ＴＡ、

新社会人との座談会を通じて、理

系進路選択の現状やその魅力につ

いて知る機会とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教員】「中学、高校、大学の教員

の連携」 

 中学、高校、大学の教員による

連携を促進するために、理科や数

学など、理系科目の授業展開など

について、講義やグループワーク

を行う。 

 

 

【保護者】 

岡村 美好 山梨大学大

学院准教授 

大澤 悠 埼玉県滑川町

立滑川中学校教諭 

 

学生ＴＡ数名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教員】 

森 義仁 お茶の水女子

大学理学部准教授 

柴田 純 宝仙学園中学

高等学校教諭 

 

 

【保護者】 

女子中高生の理系への進路を保

護者がイメージできるよう、現

役の理系女子大学生が自身の高

校生活、受験体験、現在の大学

生活、将来の希望について、ま

た学生企画委員経験者（現在は

中学校教員）が学生時代の体験

や現在の仕事について、さらに

大学の理工系学部の教員が理工

系女子学生の学生生活や卒業後

の社会での活躍について話をし

た後、保護者との座談会を行っ

た。保護者にとって理系への進

路を考える子どもの後押しをし

たいと思える会となった。 

 

【教員】 

中学、高校、大学の教員による

連携促進のため、これまでの合

宿研修で実施された実験・実習

等を振り返り、参加者同士のグ

ループワークを行った。様々な

現場での経験を通して行われた

ディスカッションなど、各校種

の教員同士による情報交換が行

われる機会となった。 

18:00～19:00 

 

（１１）交流会 

 夕食をとりながら、参加者同士、

講師や実行委員、女子大学生・大

学院生との交流を深める。 

 

 夕食を兼ねた交流会を開催し

た。保護者と教員との交流はも

ちろん、講師や学生ＴＡとの交

流など、参加者同士の交流の輪

がさらに広がった。 

19:15～20:45 

 

（１２）サイエンスカフェⅢ 

「日本学術会議、学会、大学、企

業等の科学・技術者との座談会」

 学会、大学、企業等で活躍する

研究者・技術者との対話やグルー

プ討議などを通じて、理系の分野

での女性の活躍や今後の期待に対

する現状等を知るとともに、女子

中高生への支援の在り方について

考える。 

渡辺 政隆 日本学術会

議連携会員 

（筑波大学教授） 

 

進行： 

為近 恵美 ＮＴＴ（応

用物理学会人材育成委

員） 

永合 由美子 東京大学

工学部広報室、元ライオ

保護者や教員自身が理系の楽し

さを知るとともに、女子中高生

の理系進路選択を後押しできる

よう、講義の後、座談会を行っ

た。保護者、教員それぞれの立

場や考えを理解し合える場とな

った。 
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 ン(株)（ＪＷＥＦ運営委

員） 

町田 芽久美 日本化薬

(株)（ＪＷＥＦ運営委員）

岩渕 祐子 東京都立大

島国際高等学校（ＪＷＥ

Ｆ運営委員） 

森岡 由紀子 ＮＥＣ

（応用物理学会人材育成

委員） 

21:00～22:00 

 

（１３）科学・技術者やＴＡへの

キャリア・進学懇談会 

（希望者のみ参加） 

 女子中高生の理系進路選択支援

に向けて、研究者・技術者や学生

ＴＡとさらに話をしたいという参

加者のために、進学や就職など、

将来のことに関する懇談会を行

う。 

 

 これまでのプログラムでは質問

できなかったこと、新たな疑問

や進路の相談などに対応するた

め、希望者による自由な形での

懇談会を行った。保護者や教員

も多くの研究者や学生ＴＡと個

人的に直接対話することを通じ

て、どのように女子中高生の理

系進路選択に対する支援を進め

るか考えることができた。 

８月１０日 

9:00～11:00 

 

（１４）応援します！サイエンテ

ィストへの道 

【保護者】 

 女子中高生の長期的なライフプ

ランニングや男女共同参画につい

て積極的に考える機会として、女

子中高生の理系進路選択などにつ

いて、忌憚のない意見交換をし、

３日間の研修を振り返る。 

 

 

 

 

 

【教員】 

 ３日間の合宿研修を踏まえ、そ

れぞれの学校に戻った時にこの合

宿研修の経験をどう活かすかにつ

いて考える機会として、教員同士

のディスカッション等を行う。 

 

 

 

【保護者】 

石崎 裕子 ＮＷＥＣ事

業課専門職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教員】 

古澤 亜紀 茨城県立水

戸農業高等学校教諭 

 

森下 敏広 ＮＷＥＣ事

業課専門職員 

 

 

 

【保護者】 

保護者が女子中高生の長期的な

ライフプランニングや男女共同

参画について積極的に考える機

会とするため、女子中高生の理

系進路選択に関する保護者同士

の意見交換を行った。３日間の

保護者としての研修を振り返る

とともに、保護者同士の忌憚の

ない意見が交わされる時間とな

った。 

 

【教員】 

３日間の研修を踏まえ、それぞ

れの学校に戻った時にこの経験

をどう活かすかを考える機会と

して、教員同士の各グループに

よる意見交換とその成果の共有

を行った。同業者同士ゆっくり

と意見交換をはじめ交流が図ら

れる時間となった。 

11:15～12:00 

 

（１５）学生企画「夏学振り返り

と表彰式」 

参加者が一堂に会し、３日間の

振り返りを学生スタッフの企画に

より行う。 

 これまでの活動の様子をスライ

ドで振り返るとともに、グルー

プごとの取組に対する表彰を学

生の企画により行った。保護

者・教員の参加者も、子どもの

生き生きとした表情を見ること

ができた。 
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12:00～12:45 

 

 

 

（１６）サイエンスアンバサダー

任命式・閉校式 

 女子中高生の参加者全員をサイ

エンスアンバサダーとして任命す

る。任命された女子中高生は、自

分の学校や地域に戻った後、アン

バサダーとして夏学の体験や魅力

などを伝える。 

任命： 

長妻 努 実行委員長

（地球電磁気・地球惑星

圏学会） 

 

地域や学校で３日間の活動や成

果を報告し、多くの人に広める

アンバサダーとして、参加した

女子中高生全員を実行委員長が

任命した。２泊３日の合宿研修

を終えた女子中高生の表情を見

て、保護者・教員の参加者も安

心した様子であった。 

 

１２ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

 ・昨年度の課題であった２泊３日の合宿研修全体のプログラムデザインを明確にした。 

 ・キャリア講演の講師は、女子中高生にとって知名度のある企業（資生堂、ＮＴＴドコモ）にお願いした。 

 ・サイエンスアドベンチャーⅠ「ミニ科学者になろう」での実験・実習の内容は、進路を理系にするか文

系にするか選択を迷っている女子中高生にも対応できるよう、科学への興味関心を高める「不思議体験

コース」とより専門性の高い「チャレンジコース」の２種類を、昨年度に引き続き用意した。 

 ・サイエンスアドベンチャーⅠ「ミニ科学者になろう」で実験・実習に取り組む女子中高生の姿を参観し

たり、実際に自分も参加したりできるよう、保護者・教員向けに実験・実習の参加・見学の時間を新設

した。 

 ・参加者である女子中高生に年齢や感覚が近い学生による企画を積極的に取り入れた。 

 ・好評である学生企画「才媛双六」について、参加者である女子中高生が主体的に理系の女性のキャリア

を考えられるよう、グループごとにオリジナルの「才媛双六」を作成する時間を設けた。 

 ・２泊３日の合宿研修終了後も、研修の普及と支援の継続、研修の効果の確認という観点から、参加者に

よるアンバサダー活動、講師等によるメンター活動、ロールモデル集の作成と配付、フォローアップ調

査や進路調査を行う。 

 

１３ プログラム全体で得られた知見 

 ・９回目の開催となるが、企画委員をはじめとする人的な部分も含め、過去の研修成果とともに、これま

での継続によるノウハウの積み上げを生かし、さらに充実した内容となった。 

 ・すでに理系を目指すことを決めている女子中高生とともに、進路を理系にするか文系にするか迷ってい

る女子中高生にも実験・実習や学生企画などを通じて理系の進路選択の魅力を伝えられる内容とした結

果、高い満足度、有用度を得られた。 

 ・各プロクラムを通じて、全国からの参加者がロールモデルとなる女性科学・技術者や女子大学生・大学

院生と交流することにより、理系の女性によるネットワーク形成の機会となった。 

 ・参加者の「大学生になってＴＡとしてまた戻ってきたい」という感想にあらわされているとおり、参加

者(女子中高生)→学生ＴＡ(理系女子大学生)→学生企画委員(理系女子大学生・大学院生)→企画委員

(女性科学・技術者、教員等)という縦のつながりが生まれている。 

 

１４ プログラムの成果 

（１）参加者の全体の満足度について 

   中高生  ９８．２％（非常に満足８４．８％  満足１３．４％） 

   保護者 １００．０％（非常に満足８１．８％  満足１８．２％） 

   教 員 １００．０％（非常に満足５３．３％  満足４６．７％） 

 

（２）参加者のプログラムの有用度について 

    中高生  ９４．２％（非常に有用５４．４％  有用３９．８％） 

    保護者  ９３．９％（非常に有用４８．９％  有用４５．０％） 

    教 員  ８２．３％（非常に有用２５．１％  有用５７．２％） 
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１５ 今後の課題及び展望 

 ・初日のプログラムについて、講演等の座学が続くため、周囲との意見交換を取り入れるなど、工夫が必

要である。 

 ・キャリア講演の講師については、引き続き女子中高生にとって知名度のある企業に勤務する方とし、研

究系と技術系の２分野から話してもらうようにする。 

 ・職場探訪について、３カ所をスカイプで結んだため、１カ所あたりの時間を十分に取ることができなか

った。また、機器の接続等にも苦慮したため、より簡素な方法を採用する必要がある。 

 ・国際交流の時間にゆとりを持たせるとともに、さらに内容を充実させる必要がある。 

 ・保護者や教員のプログラムについて、初日など早い時期にお互いが知り合えるような内容のプログラム

を設定するなどの工夫や、内容の充実が必要である。 

・合宿プログラム終了後のアンバサダー活動、メンター活動を充実させる。 

・参加者→学生ＴＡ→学生企画委員→企画委員という縦のつながりをさらに充実させる。 

・男女共同参画学協会連絡会をはじめ、各学会との連携をさらに強化する。 

・参加者募集に関して、より多くの人に広報が行き届くよう、方法を工夫する。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開校式で開会宣言をする長妻努実行委員長      女性科学・技術者のバーチャル職場探訪 

（地球電磁気・地球惑星圏学会）          （ＪＲ東日本研究開発センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「才媛双六」に取り組む参加者            実験・実習の様子 

                         「わくわく化学の実験女子－不思議な世界へようこそ－」 
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ポスター・キャリア相談の様子 
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９ 女性関連施設相談員研修 

 

１ 趣  旨    女性関連施設の相談員を対象に、女性のエンパワーメント支援と女性に対する暴力や貧困などの

喫緊の課題解決を目指して、相談者への理解の深化や必要な知識・技能習得、関係機関との連携促

進を図るための研修を行う。複雑・多様化する女性の悩みに適切に対応できる相談員の育成と業務の

質の向上に向けた専門的・実践的研修とする。 

 

２ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

 

３ 会  場  ＮＷＥＣ 

 

４ 期  日  平成２６年２月５日（水）～ ２月７日（金） ２泊３日 

 

５ 対  象    公私立の女性会館・女性センター等の女性関連施設において、女性の悩みに関する相談業務に

携わっている相談員８０名 

 

６ 参 加 者  参加者数 １０１名 

 

７ 都道府県別参加者数 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 

北海道 － 埼玉県 ５ 岐阜県 ２ 鳥取県 １ 佐賀県 －

青森県 ３ 千葉県 ３ 静岡県 ８ 島根県 ２ 長崎県 ４

岩手県 ２ 東京都 ９ 愛知県 ６ 岡山県 １ 熊本県 －

宮城県 ２ 神奈川県 ２ 三重県 １ 広島県 １ 大分県 ３

秋田県 － 山梨県 － 滋賀県 － 山口県 ６ 宮崎県 ３

山形県 １ 新潟県 ４ 京都府 １ 徳島県 １ 鹿児島県 １

福島県 － 長野県 ３ 大阪府 ４ 香川県 １ 沖縄県 １

茨城県 １ 富山県 ３ 兵庫県 ２ 愛媛県 １ 無回答他 －

栃木県 ２ 石川県 ２ 奈良県 － 高知県 ２ 合  計 １０１

群馬県 ２ 福井県 ２ 和歌山県 － 福岡県 １  

 

８ プログラムデザイン 

   別紙添付 

 

９ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

２月５日     

13:00～13:20 

（１）開会 

①主催者あいさつ 

 

 

②プログラム説明 

 

内海 房子 ＮＷＥＣ理

事長 

 

引間 紀江 ＮＷＥＣ事

業課専門職員 

 

13:20～14:50 （２）講義「女性関連施設における相談

業務の意義と役割」 

 女性関連施設における相談業務の意義と

役割を、女性が抱える問題解決と女性のエ

ンパワーメントの視点から学ぶ。 

講師：戒能 民江 お茶

の水女子大学名誉教授 

これまでの女性相談の現状と社

会的役割を踏まえ、持続的な支

援や施設における相談事業の位

置づけなど、今後の可能性と課

題を学んだ。 

15:00～16:00 （３）グループ討議 

参加者同士の自己紹介と研修に対するニ

ＮＷＥＣ職員 参加者同士が共通に抱えている

課題について共有することがで
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ーズや課題などについて、グループワーク

と討議で整理し、共有する。 

きた。 

16:10～17:10 （４）情報提供            

①「外国人女性を対象とした取組に関す

る調査研究報告」 

 国立女性教育会館が行った調査から、

自治体が取り組む外国人女性に関わる支

援の取組の現状と課題について報告す

る。 

 

②「相談事業に役立つ国立女性教育会館

の情報機能」  

 「女性教育情報センター」が収集・提供す

る関連資料や女性情報ポータル Winet の

データベース検索から、相談事業に役立

つ情報の活用について情報提供する。  

 

渡辺 美穂 ＮＷＥＣ研

究国際室研究員  

 

 

 

 

森 未知 ＮＷＥＣ情報

課専門職員 

 

①今後の課題と可能性として、女

性／男女共同参画センターの複

合的機能を活かしたサービスの

提供・連携の構築と強化、支援者

養成プログラム、当事者へのエン

パワーメントなどが示唆された。 

 

②ＮＷＥＣの情報機能の紹介の

他、所蔵資料（新聞記事を含

む）、女性情報ナビ、統計データ

などの実際の検索方法と活用に

ついて学ぶことができた。 

19:00～20:30 オプションプログラム（希望者のみ） 

情報交換会                       

 相談業務における課題などの情報交換と

参加者同士のネットワークづくりを行う。 

 講師やＮＷＥＣ職員も交え、全

国からの参加者と情報交換を行

い参加者同士のネットワークづく

りのきっかけとなった。 

２月６日 

9:00～10:00 

（５） 講義「相談機関連携と地域課題の

解決に向けて」  

地域の実情・特性と相談者のニーズを生か

した、特色ある地域連携・機関連携のあり方

について、実際の事例から理解を深める。 

講師：野口 登志子 
鳴門市役所健康福祉部
人権推進課係長 

センター設置に至る経緯から現

在のワンストップ支援の体制、当

事者のエンパワーメントと自立支

援に向けた取組、近隣自治体と

の支援協定などについて報告さ

れた。 

10:15～11:45 （６）講義「相談員のメンタルヘルス」

代理受傷や共感疲労など、相談員自身のメ

ンタルヘルスに対する留意点と、その対処

の参考になる技法やワークを学ぶ。 

講師：白川 美也子 

こころとからだ・光の花ク

リニック精神科医・臨床

心理士 

ストレスやトラウマの構造、代理

受傷とその対処法について理解

を深め、身体を通した効果的なリ

ラクセーションの技法についても

実際に体験をしながら学ぶことが

できた。 

13:00～14:30 （７）講義「女性相談の実態と支援に役

立つ法知識」 

配偶者からの暴力被害の実態や女性の自

立等の支援に役立つ法律について、平成

２５年７月の配偶者暴力防止法とストーカー

規制法の改正のポイントを踏まえて学ぶ。 

講師： 

番 敦子 弁護士 

ＤＶ防止法の基礎知識と改正に

伴う変更後のポイント、面会交流

など子どもをめぐる問題や諸手

続、ストーカー事案についての

現状と課題などについて、最新

の情報を学ぶことができた。 

14:45～17:15 （８）分科会Ⅰ「問題を抱えた当事者へ

の支援を考える」       

問題を抱えた当事者に対して実際にどのよ

うに支援をしていったらよいのか、課題別コ

ースに分かれて、講義と想定事例の検討か

ら学ぶ。 

Ａ：人間関係に関する相談者への支援 

身近な人間関係に関する相談から見えてく

る背景や課題から、人間関係を円滑に行え

るようにするための支援について考える。 

 

 

 

 

 

 

海渡 捷子 フェミニスト

セラピィ“なかま”代表 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：相談の多くは人間関係に集約

されることから、夫婦間、仕事、介

護など様々な問題を抱える事例

を想定し、課題を見きわめどう支 
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Ｂ：配偶者等からの暴力被害者への支援 

配偶者等からの暴力被害について、相談

受理から危機介入、自立支援に向けた実

際の対応の留意点について学ぶ。 

 

 

Ｃ：ＤＶを目撃した子どもへの支援 

児童虐待防止法では、ＤＶの目撃も子ども

への虐待とされている。これらの事例に対

応した諸機関との連携や子どもの心のケア

を考える。 

 

Ｄ：自立が難しい相談者への支援 

自分が何をしたいのか、悩みの原因が何

にあるのか等、解決への見通しが持ちづら

く、相談を繰り返す相談者へ気づきを促す

支援について考える。 

 

 

 

 

石本 宗子 久留米市男

女平等推進センター 相

談コーディネーター／

社会福祉士 

 

 

中村 敏子 ＮＰＯ法人

女性のスペース「結」副

代表 

 

 

 

守帰 朋子 フェミニスト

コーチング大阪代表 

 

援するか、小グループで検討を

行った。 

 

Ｂ：支援に必要な視点と留意点、

支援体制の組立フロー、情報提

供事項などを学び、事例をもとに

当事者への理解と支援体制の構

築にグループ討議で検討した。 

 

Ｃ：ＤＶＤ「パパ、ママをぶたない

で」を視聴し、民間シェルターで

のＤＶ被害者親子支援とその子

どもたちの現状と課題、及び求め

られる支援について学んだ。 

 

Ｄ：コーチングの手法をもとに、

相談者の目標を明確にし、肯定

的な感情と行動を促す支援のあ

り方と枠組みについて学んだ。 

19:00～20:30 オプションプログラム（希望者のみ） 

ドラムサークル体験  

アフリカやブラジルなど、世界の太鼓や打

楽器を即興的に叩きながら、楽しい打楽器

アンサンブルを体験する。 

清水 和美 ドラムサー

クルぐんま代表 

鳥川 仁美 Otonowa フ

ァシリテーター 

講師のファシリテーションのもと、

参加者同士が積極的に楽器を演

奏するなど、お互いに開放的な

雰囲気のなか、気分転換やストレ

ス解消の手法を体験し、グルー

プアプローチの技法を学ぶこと

ができた。 

２月７日 

9:00～11:30 

(９）分科会Ⅱ「現代的な課題に対応する」

個人と社会のつながり方から生まれる現代

的な課題に対応するため、講義とワークを

通してテーマに対する理解を深め、相談業

務に役立つヒントを探る。 

Ａ:若年女性の貧困 

働きづらさ・生きづらさを抱え、社会の中で

孤立しがちな若い無業シングル女性への

支援事業から、その背景や機関連携など

今後の課題と展望を考える。 

 

 

Ｂ: 外国籍女性への支援 

日本で暮らす外国人女性の背景や抱えて

いる問題や現状、相談機関とつながった後

の支援や電話相談での留意点について学

ぶ。 

 

 

 

Ｃ: 女性に対するネット暴力 

ネット環境の変化と共にそのトラブルも増

 

 

 

 

 

植野 ルナ 公益財団法

人横浜市男女共同参画

推進協会事業企画課 

 

 

 

 

福島 由利子 ウェラワ

ーリー運営委員・コーデ

ィネーター、外国籍ＤＶ

被害者同行支援事業コ

ーディネーター 

 

 

 

藤原 志帆子 ＮＰＯ法

人人身取引被害者サポ

 

 

 

 

 

A：様々な困難を重層的に経験し

ながらも、支援の手が届きにくい

若年女性に対し、講座・就労体験

から社会参画へと支援する仕組

みについて報告され、現状と課

題について認識を共有した。 

 

B：言語・文化の違いや経済問

題、子どもの教育など外国籍

ＤＶ被害女性の抱える複合的な

困難について長期的な支援や、

民間と行政の連携、多文化ソー

シャルワーカー養成などのこの

後の課題と可能性が示された。 

 

C：ネット被害が女性の暴力にど

のように影響するのか、主に犯罪
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え、想定していなかった被害も広がってい

る女性に対するネット暴力被害について最

新の現状と課題を学ぶ。 

ートセンターライトハウス

代表 

に巻き込まれる若者の事例から

現状の理解とともに、相談・支援

体制の紹介と解決に向けた方策

を学んだ。 

11:45～12:30 (１０）全体会「相談から始まるエンパワ

ーメントをめざして」  

現代的な課題を解決に導く相談業務のあり

方、相談者のエンパワーメントにつながる

支援について意見交換と共有を行い、これ

からの相談業務の意義と役割を考える。 

コーディネーター： 

田端 八重子 もりおか

女性センター センター

長 

報告者： 

分科会Ⅱ「現代的な課

題に対応する」講師 

分科会Ⅱの報告から他の分科会

の情報を得て、参加者全体で、

相談業務における社会資源の活

用と相談者自身のエンパワーメ

ントについての課題意識を共有

することができた。 

12:30～12:40 閉会・アンケート記入   

 

１０ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

 ・事例に基づく参加型学習を充実させ、具体的な場面での実践力（相談技能）の向上を図る。 

 ・男女共同参画の視点から、女性関連施設における相談業務の意義と役割について理解を深める内容を盛り込んだ。 

 ・相談員のメンタルヘルスの重要性に鑑み、講義と体験から学ぶプログラムを設ける。 

 ・分科会では、当事者が抱える問題と社会問題につながる現代的な課題への理解を深めることをテーマとした。 

 

１１ プログラム全体で得られた知見 

・地域での男女共同参画推進と女性のエンパワーメント支援を目指し、複雑・多様化する女性の悩みに対応可能な相

談業務の質の向上を図ることができた。また今後の新たな相談事業の展開と相談者に対するエンパワーメントに向け

ての社会資源活用の重要性を共有することができた。 

・全国各地からの参加となったことで、幅広い地域間での情報共有やネットワークづくりのきっかけを提供できた。 

 

１２ プログラムの成果 

（１）参加者の全体の満足度について  （アンケート回答者 １００名、無回答者を除く） 

      ９３．８％ （非常に満足 ４８．４％  満足 ４５．４％） 

  

（２）参加者のプログラムの有用度について（アンケート回答者 １００名、無回答者を除く） 

      ９９．０％ （非常に有用 ６１．６％  有用３７．４％） 

 

１３ 今後の課題及び展望 

定員は８０名であったが、募集期間半ばで参加希望者が１００名を超えたため、募集を締め切る状況となった。

相談技術の向上、最新情報の提供、参加者同士の情報交換・ネットワーク作りなど、参加者が本研修に求めるニーズ

は幅広いものがある。 

また新しい課題に対応するためにも、相談員に対する研修の必要性と需要は今後さらに高まっていくと考えられる

が、近年地方自治体においても独自の研修を行うなどの動きも見られる。学習効果を高めるために、今後は研修内

容のテーマを絞る、趣旨及び内容を地方自治体等で実施されるものと棲み分けて設定する、などの検討も必要であ

る。 
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講義「女性関連施設における相談業務の意義と役割」     講義「女性相談の実態と支援に役立つ法知識」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプションプログラム「ドラムサークル体験」        分科会II「現代的な課題に対応する」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体会「相談から始まるエンパワーメントをめざして」 
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の
た
め
の
実
践
）

 

講
義

 
「
女

性
関
連

施
設
に

お
け
る
相
談
業

務
の

意
義
と
役
割
」
 

 ○
女
性

関
連
施

設
に

お
け
る
相

談
業
務

の
意
義
と
役

割
を
、
女

性
が
抱
え
る
問
題

解
決
と

女
性
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
の

視
点
か
ら
学

ぶ
 

情
報

提
供

 
①
「
外

国
人
女
性

を
対
象

と
し
た
取

組
に
関
す
る
調
査

研
究

報
告
」
 

 ②
「
相

談
事
業
に

役
立

つ
国

立
女
性

教
育

会
館
の
情

報
機
能

」
 

  

講
義

 
「
相

談
機

関
連

携
と
地
域

課
題

の
解

決
へ
向

け
て
」
 

 ○
地
域

の
実

情
・
特

性
と
相
談

者
の

ニ
ー

ズ
を
生
か

し
た
、
特

色
有
る
地
域

連
携

・
機

関
連

携
の

あ
り
方

に
つ
い
て
実
際

の
事

例
か
ら
理
解

を
深

め
る

 

分
科
会
Ⅰ

 
「
問

題
を
抱
え
た

当
事
者
へ
の
支
援

を
考
え
る
」
 

 Ａ
：
人
間
関
係
に
関
す
る

 
相
談
者
へ
の
支
援

 
Ｂ
：
配
偶
者
等
か
ら
の
暴

力
被
害
者
へ
の
支
援

 
Ｃ
：
Ｄ
Ｖ
を
目
撃
し
た
子
ど

も
へ
の
支
援

 
Ｄ
：
自
立
が
難
し
い
相
談

者
へ
の
支
援

 

○
実
際

の
支

援
に
つ

い
て
、
講

義
と
構

成
事

例
の

検
討

か
ら
学

ぶ
 

 

公
私

立
の
女
性
会
館
・
女
性
セ
ン
タ
ー
等

の
女
性
関
連
施
設
に
お
い
て
、
女
性
の
悩
み
に
関
す
る
相
談
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
相
談
員
 

対
象

 

目
的

 

目
標

 

内
容

 

方
法

 

全
体
会

 
「
相
談
か
ら
始
ま
る

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

を
め
ざ
し
て
」
 

 ○
こ
れ

か
ら
の

相
談

業
務

の
意

義
と
役

割
を
考

え
る

 

講
義

 
講
義

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 
ま
と
め

 

<
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
･
ラ
ー
ニ
ン
グ
>
 

 
 
企

画
 
Pl
a
n 

 
 

 
↓
 

 
 
実

行
 
Do
 

 
 

 
↓
 

 
 
 
 

 
個

人
へ

の
影
響
 

 
 
評

価
 
Ch
e
ck
 
 

 
 

 
↓
 

 
 
 
 

 
社

会
へ

の
影
響
 

 
 
改

善
 
Ac
t
io
n 

 

参
加
者

が
組
織

・
地

域
等
に

持
ち
帰

っ
て
実

践
・
活

動
に

結
び
つ

け
る

 

実
態

・
課

題
の
把

握
、
分
析

 
  

 
   

 
 

 
 
 

 
（
課

 
題

 
把

 
握
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
実
態
把
握
・
手
法
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

報
告

・
講

義
と
質
疑

応
答

 

オ
プ
シ
ョ
ン

 

ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル

体
験

 

オ プ シ ョ ン 

情 報 交 換 会 

 

講
義

 
「
女
性

相
談

の
実

態
と
支
援

に
役

立
つ
法
知

識
」
 

 ○
女

性
の

自
立

支
援

に
役

立
つ
法

律
の

ポ
イ
ン
ト
（
平
成

25
年
７

月
改

正
の

D
V
法
、
ス

ト
ー
カ
ー
規
制

法
を

含
む
）
に
つ
い
て
学

ぶ
 

グ
ル
ー
プ
討
議

 
    ○

研
修

に
対

す
る

ニ
ー
ズ
や

課
題

に
つ

い
て
、
整

理
と
共

有
を
行

う
 

講
義

 
「
相

談
員

の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル

ス
」
 

  ○
代
理

受
傷

や
共

感
疲

労
な
ど
に
対

す
る

留
意
点

と
、
そ
の
対

処
に
参

考
に
な
る
技

法
や
ワ
ー
ク
を
学
ぶ

 

分
科
会
Ⅱ

 
「
現
代
的
な
課

題
に
対
応
す
る
」
 

  Ａ
：
若
年
女
性
の
貧
困

 
Ｂ
：
外
国
籍
女
性
へ
の

支
援

 
Ｃ
：
女
性
に
対
す
る

ネ
ッ
ト
暴
力

 
 ○

個
人

と
社

会
の

つ
な
が

り
か

ら
生

ま
れ

る
現

代
的

な
課

題
に
対

す
る
理

解
を
深

め
る

 

討
議
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１０ 女性情報アーキビスト養成研修（入門）＋（実技コース） 

 

１ 趣  旨   女性に関する原資料（女性アーカイブ）の具体的な保存技術や整理方法を体系的に学ぶ最初

の一歩として、実務者を対象に基礎情報を提供する。また、関係者相互に情報交換を行いネッ

トワークづくりを進める。入門修了者向けには実習を取り入れたより実践的なプログラムを提

供する。 

 

２ 特  徴   「入門」の修了者を対象に、実務に必要な基本的な技術を学ぶためのより実践的な「実技コ

ース」を実施した。「入門」では、全国の女性関連施設での女性アーカイブ構築や連携状況に

着目し、事例紹介を取り入れた。「実技コース」は、紙資料修復に関する実技実習のほか、資

料展示の手法について学ぶプログラムを、実際の展示室を活用したワークショップ形式で行った。 

 

３ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

 

４ 会  場  ＮＷＥＣ 

         

５ 期  日  平成２５年１２月４日（水）～１２月６日（金） 

「入   門」：平成２５年１２月４日（水）～１２月５日（木）１泊２日 

「実技コース」：平成２５年１２月５日（木）～１２月６日（金）１泊２日 

 

６ 対  象  「入門」：３０名、「実技コース」：１０名 

ただし、次の a),b)いずれかの条件を満たす者を対象とする。応募者多数の場合は、a)の者を

優先する。 

a)平成２５年度（入門）と同時受講が可能 

b)平成２１／２２年度「女性情報アーキビスト入門講座」または 

平成２３／２４年度「女性情報アーキビスト養成研修(入門)」を受講済 

 

７ 参 加 者  「入門」：３０名、「実技コース」：１１名 

 

８ 都道府県別参加者数  (内訳: 入門/実技コース) 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 

北海道 -/- 埼玉県 7/2 岐阜県 -/- 鳥取県 -/- 佐賀県 -/- 

青森県 -/- 千葉県 1/1 静岡県 -/- 島根県 -/- 長崎県 1/- 

岩手県 1/1 東京都 14/3 愛知県 1/1 岡山県 -/- 熊本県 -/- 

宮城県 -/- 神奈川県 2/2 三重県 -/- 広島県 1/1 大分県 -/- 

秋田県 1/- 山梨県 -/- 滋賀県 -/- 山口県 -/- 宮崎県 -/- 

山形県 -/- 新潟県 -/- 京都府 -/- 徳島県 -/- 鹿児島県 -/- 

福島県 -/- 長野県 -/- 大阪府 -/- 香川県 -/- 沖縄県 -/- 

茨城県 -/- 富山県 -/- 兵庫県 -/- 愛媛県 -/- 無回答他 -/- 

栃木県 1/- 石川県 -/- 奈良県 -/- 高知県 -/- 合  計 30/11 

群馬県 -/- 福井県 -/- 和歌山県 -/- 福岡県 -/-  

 

９ プログラムの構成・得られた成果 

＜入門＞ 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１２月４日 

13:00～13:10 

(１)開会 

あいさつ 

内海 房子 ＮＷＥＣ理

事長 
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13:10～13:15 (２) オリエンテーション    

13:15～14:15 (３)女性アーカイブ概論  

  女性に関わる原資料及び組織の役

割とその可能性について学ぶ。 

平野 泉 立教大学共生

社会研究センター学術調

査員  

女性アーカイブズの意義や役割

など、基礎的な事項について情報

を提供した。 

14:25～15:40 (４)アーカイブと著作権       

著作権の基礎知識や、デジタルアー

カイブ構築時に役立つポイントにつ

いて学ぶ。 

早稲田 祐美子 東京六

本木法律特許事務所弁護

士 

著作権に関わる基礎的な知識と

ともに、最近の動向や将来の見通

し等の解説によって、業務にあた

って留意すべき点を具体的に確

認できた。 

15:50～16:50 (５)アーカイブの活用とネットワー 

  ク 

 様々な事例から、アーカイブの構築

と連携に関して学ぶ。 

１)国立国会図書館東日本大震災 

アーカイブ「ひなぎく」の紹介 

 

 

２)ＮＷＥＣ情報事業及び女性ア 

 ーカイブセンター関連事業 

（ＮＷＥＣ災害復興支援女性アー 

 カイブほか）の紹介 

 

 

 

 

１) 長崎 理絵 国立国

会図書館電子情報部 

 

 

２) 大澤 正男 ＮＷＥ

Ｃ情報課長   

アーカイブ間の連携の仕組みや

ネットワーク構築の現況を知る

ことにより、参加者自身が担当す

るアーカイブをどのように活用

していくかを考える機会となっ

た。紹介されたそれぞれの事業

も、周知によって発展の可能性が

広がった。 

17:00～17:45 (６) 女性教育情報センター、女性ア

ーカイブセンター見学（希望者の

み） 

 アーカイブ資料の保存・提供の現

場を見て、職場で活かせる点や今

後のアーカイブ運営に役に立つこ

とを参加者各自の視点で学んだ。

19:15～20:15 (７) 情報交換会（希望者のみ） 

参加者相互の情報交換やネットワ

ークづくりの場を提供する。 

 講師やＮＷＥＣ職員もまじえて情

報交換を行い、幅広く交流する機

会となった。 

１２月５日 

9:00～10:00 

(８)アーカイブの実践報告  

  実践事例から、アーカイブ作成の必

要性や制作のプロセスを学ぶ。 

１)デジタルアーカイブによる企業

デザイン 

 

２)女性アーカイブの構築 

 
 
 
 

１) 坂本 洋代 株式会

社レ・サンク 
 

２) 平城 智恵子 呉Ｙ

ＷＣＡ総幹事      

実際にアーカイブ構築に携わる

講師によって、タイプの異なる事

例が紹介され、アーカイブの多様

性や構築の経過、現況を具体的に

知った。講師は本研修の過去の参

加者であり、研修で学んだことを

活用して実践し、今回の報告とい

う形で還元された。 

10:10～11:10 (９)資料の保存・管理方法（紙資料 

編）  

紙資料の保存について、基礎的な知

識と具体的な方法を学ぶ。 

花谷 敦子 有限会社紙
資料修復工房代表 

保存・管理にあたって必要な用具

からかかる費用まで、詳細な知識

を得ることができた。個別の質問

や解説の要望にもこたえ、参加者

が抱える問題を解消する手助けと

なった。 

11:20～12:20 (１０)資料の保存・管理方法（フィ 

ルム・写真編）  

フィルム・写真の保存について、基

礎的な知識と具体的な方法を学ぶ。 

肥田 康 株式会社堀内
カラーアーカイブサポー
トセンター所長 

保存・管理に必要な基礎知識とと

もに、日々進歩するデジタルメデ

ィアや技術に関する新しい情報を

得られた。デジタルアーカイブの

実例からは、資料の活用方法につ

いて認識できた。 
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12:20～12:25 (１１)閉会   

 

＜実技コース＞ 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１２月５日 

14:00～14:15 

(１)開会 

オリエンテーション 

 

  

14:15～17:00 (２)アーカイブ展示の手法  

  資料展示のポイントや展示スペー

スデザインなどについて、ワークショ

ップや事例紹介を通じて学ぶ。 

尼川 ゆら 空間演出コ

ンサルタント 

前半の講義で基礎的な知識（モノ

の配置、配色、動線など）を学び、

後半のワークショップで、各自の

考えを作業を通して表現し、講義

の内容を実感することで知識の

裏付けとなり、より深い理解につ

ながった。 

１２月６日 

 9:00～12:00 

13:00～15:00 

(３)紙資料修復の実践 

  実技を通して紙資料の保存・修復方

法の基礎を学ぶ。 

阿久津 智広 国立公文
書館業務課修復係 

資料修復の方法は多種多様にわ

たるため、全てを実践することは

難しいが、何ができるのかを認識

することができた。実習にあたっ

ては、参加者全員が実技を行い、

用意されたすべての課題を完成

させた。 

15:00～15:05 (４)閉会   

 

１０ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

毎年参加者から希望の多い「著作権法」および「資料保存方法」の講義を実施した。前回とは専門分野・傾向

の異なる講師を迎え、テーマは同一だが別の切り口による内容とし、それぞれ最新のトピックスを取り入れて過

去の講義との差別化をはかった。日程全体の流れは、理論的・概念的な内容から徐々に具体的な内容へと移り、

知識や経験の少ない初心者が理解しやすいように配慮した。「実技コース」の内容も過去のアンケート結果を反

映させ、「資料の展示」及び「資料の修復」で構成した。参加者の意向や担当業務を踏まえて、より個々人の実務

に即した内容となるよう講師と打ち合わせのうえ調整した。また、参加者同士の交流を支援するための情報交換

会を設けた。 

 

１１ プログラム全体で得られた知見 

 参加者アンケートでは、「入門」「実技コース」ともに全体の満足度・有用度が９５%以上となり、研修内容を

高く評価された。質疑応答も活発に行われ、女性アーカイブ担当者が現場で活かせる基礎的な知識を得、疑問を

解決するための機会を提供できた。また、「入門」では過去の研修参加者２名を講師に招き、アーカイブ実践の

報告を行った。参加者が研修で得たことを活用してアーカイブを構築し、それを研修においてフィードバックす

る、というつながりを持つことができた。 

 

１２ プログラムの成果 

（１）参加者の全体の満足度について （アンケート回答者２６名） 

「入   門」   ９５．７％ (非常に満足 ４３．５％ 満足 ５２．２％） 

「実技コース」 １００．０％（非常に満足 ８８．９％ 満足 １１．１％）  

 

（２）参加者のプログラムの有用度について （アンケート回答者１０名） 

「入   門」   ９８．６％（非常に有用 ６９．８％ 有用 ２８．８％） 

「実技コース」 １００．０％ (非常に有用９０．０％ 有用 １０．０％） 
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１３ 今後の課題及び展望 

「基礎コース」（「入門」を改称）＋「実技コース」として継続し、全国の女性アーカイブ実務者が学ぶ機会を

担保する。「基礎コース」は必須となる基本的な内容を維持しながら、新しいテーマを取り入れる可能性も探る。

「実技コース」は過去２回の経験を踏まえ、更に充実したプログラムを目指す。 

将来的には、全体的な構成の見直しや参加人数の再検討も視野に入れる。また、全国の女性アーカイブの構築

支援や連携を目指し、広報をより拡張して本事業の周知に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アーカイブと著作権」                  「女性教育情報センター、女性アーカイブセンター見学」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「資料の保存・管理方法（紙資料編）」          「アーカイブ展示の手法」 

 

                   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「紙資料修復の実践」 
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Ⅲ 調査研究事業 

１１ 大学等における男女共同参画に関する調査研究 

１２ 男女共同参画の視点に立った若者のキャリア形成 

支援に関する調査研究 

１３ 女性関連施設に関する調査研究 

１４ 男女共同参画統計に関する調査研究 

１５ 外国人女性の困難等への支援に関する調査研究 

Ⅲ 

調
査
研
究
事
業
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１１ 大学等における男女共同参画に関する調査研究 

１ 研究目的 

 大学等の研究機関における女性研究者支援を促進するため、課題を明らかにすることを目的とした調査

研究を実施するとともに、支援マニュアルを作成する。２年計画の１年次は、国公私立大学の男女共同参

画推進機関へヒアリング調査を実施し、女性研究者支援の課題を明らかにするとともに、参考となる事例を

収集する。 

２ 研究課題 

（１）大学等の研究機関における女性研究者支援並びに男女共同参画推進のための取組の内容・現状・

課題・成果を明らかにする。 

（２）女性研究者支援並びに男女共同参画推進のためのマニュアル作成に向けて、取組内容・取組段階

の分析視点を明確にする。 

（３）マニュアル作成にあたって、学問領域・設置主体（国公私立）・取組段階など、区分の方法について

検討する。 

３ 研究計画 

（１）これまで女性研究者支援事業に取り組んだ７６機関の報告書を整理・分析して、医・看護系、理工

系、人文系などの学問分野別に取組内容・組織体制・学内連携・学外連携などの観点にしたがって分

類する。 

（２）女性研究者支援事業に取り組んでいない研究機関にも拡大推進するために、女性研究者支援事業

を実施していないが「男女共同参画推進室」など、男女共同参画推進のための機関を設置している国

立大学の取組についても情報を収集し、取組内容・組織体制を整理する。 

（３）（１）（２）の分析・検討から、男女共同参画推進の組織体制、取組内容などにしたがって７６機関を

分類し、それぞれの分類グループにしたがって１５～２０機関程度のヒアリングを実施する。（１）（２）

の分析・検討については、都内検討委員と国立女性教育会館の職員とで組織したワーキング・グルー

プで行う。 

（４）３～５機関程度のヒアリングを実施したところで、ワーキング・グループによる分類の見直し、ヒアリン

グ機関の調整を行い、第二回検討委員会を実施して意見聴取とヒアリング調査への協力依頼をする。ヒ

アリングは、１２月を目途に終了予定。 

（５）今年度のヒアリング結果は、平成２６年度マニュアル作成のための資料とする。 

４ 研究体制 

外部有識者と館内メンバーによる研究協力者会議を組織し、調査研究を実施する。 

＜研究協力委員＞ 

菊川 律子   九州大学理事  

倉田祥一朗  東北大学大学院薬学研究科教授 

巽 真理子   大阪府立大学女性研究者支援センター・コーディネーター 

谷 俊子  東海大学ワーク・ライフ・バランス推進室特任助教 

村松 泰子   東京学芸大学学長  

〈国立女性教育会館職員〉 

石崎 裕子  事業課専門職員 

千装 将志  事業課専門職員 

中野 洋恵  研究国際室長 
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飯島 絵理  研究国際室客員研究員 

野依 智子  研究国際室研究員 

渡辺 美穂  研究国際室研究員 

５ 研究期間 

   平成２５年４月～平成２６年３月 

６ 年度実績概要 

（１）調査研究経過 

①これまで女性研究者支援事業に取り組んだ７６機関の報告書を整理・分析して、医・看護系、理工系、

人文系などの学問分野別に取組内容・組織体制・学内連携・学外連携などの観点にしたがって分類し

た。 

②女性研究者支援事業に取り組んでいない研究機関にも拡大推進するために、女性研究者支援事業

を実施していないが「男女共同参画推進室」など、男女共同参画推進のための機関を設置している国立

大学の取組についても情報を収集し、取組内容・組織体制を整理した。 

③上記の分析・検討から、男女共同参画推進の組織体制、取組内容などから７６機関を分類し、それ

ぞれの分類グループにしたがって、１２大学を対象に、ヒアリング調査を実施した。 

（２）得られた知見 

①大学における男女共同を進めるための取組は、○女性研究者を増やすための支援（採用制度、昇進

・評価、制度、次世代育成支援（大学院生・大学生対象、中高生対象））、○ワークライフバランス支援と

環境整備（勤務体制、育児・介護の支援・拡充、情報提供・ネットワーク、男性への支援（育児・介護・研

究等）、意識啓発）として実施されていることが明らかになった。 

②さらに、推進するためには、大学内の組織作り、資金調達が重要であり、大学間のネットワークも効果

的であることが明らかになった。 

（３）調査研究の活用 

大学職員研修、国立大学協会教育・研究委員会男女共同参画小委員会、文部科学省の勉強会で調査

研究の中間報告を行った。 

７ 今後の課題・展望 

 最終年である次年度は今年度の成果を踏まえてガイドブックを作成することを計画している。ガイドブックに

盛り込む内容を検討し、大学を対象とした追加のインタビューを実施する。さらにより広く活用することができ

るガイドブックとするために、市販することも視野に入れて編集を進める。 
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１２ 男女共同参画の視点に立った若者キャリア形成支援に関する調査研究 

１ 研究目的 

男女共同参画の視点に立った若者へのアプローチの方策を検討するため、女性関連施設等で大

学・企業・団体等と連携して行われている若者対象の事業の現状と課題について調査研究を実施

し、先進事例についての成果を提供する。

２ 研究課題 

（１）男女共同参画の視点に立った若者のキャリア形成支援について、女性/男女共同参画センター

や自治体の男女共同参画担当部局等の取組の現状・課題を明らかにする。 

（２）若者のキャリア形成支援の取組を男女共同参画の視点に立って実施するための方策等について

検討する。 

（３）女性/男女共同参画センターや自治体の男女共同参画担当部局等が、大学等、地域の他機関と連

携し取組を行うための方策を検討する。 

３ 研究計画  

（１）若者を対象としたキャリア形成支援に関する先行研究や取組事例について情報収集するととも

に、支援活動を行っている実践者にヒアリングを行い、男女共同参画視点との関連、連携の現

状や問題点等について検討する。 

（２）若年層を対象に行われているキャリア形成関連事業の取組や連携の状況について、女性/男女共

同参画センターを対象とした質問紙調査を実施する。 

（３）都道府県（４７）、政令指定都市（２０）、市（７６９）、特別区(２３)の男女共同参画担当部局

を対象に、男女共同参画社会の実現に資することを目的に、若年層を対象に行われているキャ

リア形成関連事業の取組や連携の状況について質問紙調査を実施する。 

（４）女性/男女共同参画センターや男女共同参画担当部局が、大学や関連部局、他の社会教育施設、

企業等と連携して行っている好事例を質問紙調査から抽出し、ヒアリング調査を実施する。 

（５）若者を対象に事業を行う機関や大学等を対象に、キャリア形成支援事業や他機関との連携の現

状・課題等についてヒアリング調査を実施する。

（６）質問紙調査及びヒアリング調査の結果を踏まえ、女性/男女共同参画センターや自治体の男女共

同参画担当部局の職員を主な読者とする事業実施のための実践に役立つ手引書を作成する。

（７）ホームページにも成果を掲載し、全国の男女共同参画拠点との情報共有及び効果的な取組の普

及を図る。

４ 研究体制 

調査研究の実施にあたっては、下記の通り検討委員会を組織する。 

＜検討委員会＞

植上 一希 福岡大学人文学部准教授 

岡部 貴敏 福島県男女共生センター主査 

国広 陽子 東京女子大学現代教養学部教授

名取 由紀 神奈川県県民局くらし県民部人権男女共同参画課男女共同参画グループ副主幹

宮本 みち子 放送大学教養学部教授

飯島 絵理 国立女性教育会館客員研究員 

野依 智子 国立女性教育会館研究国際室研究員 

渡辺 美穂 国立女性教育会館研究国際室研究員 

＊なお、この他、館内の体制として、上記研究国際室担当者３名に加え、事業課専門職員 1 名及び

情報課専門職員１名、計５名で構成される館内検討会を組織し、主に事業課担当者はプログラム
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開発の観点から、情報課は情報活用の観点から、館内協議の機会を設けた。 

 

５ 研究期間 

  平成２５年４月～平成２６年３月 

 

６ 年度実績概要 

（１）調査研究経過 

（１）若者を対象としたキャリア形成支援に関する先行研究や取組事例についての情報や先行研究

を収集し、調査対象、項目を検討。 

（２）都道府県（４７）、政令指定都市（２０）、市（７６９）、特別区(２３)の男女共同参画担当部

局を対象に、男女共同参画社会の実現に資することを目的に若年層を対象に行われているキ

ャリア形成関連事業の取組や連携の状況について質問紙調査（女性/男女共同参画センターで

行われているものも含む）。 

（３）女性/男女共同参画センターや男女共同参画担当部局が、大学や関連部局、他の社会教育施設、

企業等と連携して行っている好事例を質問紙調査から抽出し、ヒアリング調査。 

（４）若者を対象に事業を行う機関や大学等、女性/男女共同参画センターや男女共同参画担当部局

の連携先となりうる機関を対象に、若者を対象にした事業についてヒアリング調査。 

（５）質問紙調査及びヒアリング調査の結果を踏まえ、女性/男女共同参画センターや自治体の男女

共同参画担当部局の職員を主な読み手とする事業実施のための実践に役立つハンドブックの

作成。 

（６）ホームページにもハンドブックを掲載。 

 

（２）得られた知見 

 ・自治体の男女共同参画担当部局を対象としたアンケート調査では、平成24年度に行われた若者

を対象とした事業の実施状況は、都道府県（６３．８％）、政令市（９５．０％）、政令市以外

の市（１８．０％）であり、高くはない。 

 ・実施していない理由としては、若者について男女共同参画担当部局ではなく、「庁内の他部局が

実施している」、特に小規模な自治体では「参加者・対象者の確保が難しい」という回答が多い。 

 ・行われている事業の対象者として想定されている若者およびその事業は、主に「学生」を対象

としたキャリア形成講座やデートＤＶ防止講座、「無業者」を対象とした居場所づくりや就労支

援、「正規雇用者」を対象としたキャリア形成セミナーやグループ形成支援講座、「ひとり親」

を対象とした就職準備やサポートグループ「結婚希望者」を対象としたライフプラン作りや結

婚活動支援セミナーなどである。 

 

７ 研修への課題とフィードバック 

平成２５年度２月に開催された「女性関連施設相談員研修」の企画に参画し、現代的な課題とし

て「若年女性の貧困」についての情報提供を行った。 

平成２６年度５月に開催されるＮＷＥＣ主催事業「女性関連施設・地方公共団体・団体リーダー

のための男女共同参画推進研修」において報告を行う予定。 

 

８ 今後の課題・展望 

本調査研究の成果(調査結果やハンドブック)については、次年度の主催事業（「女性関連施設・地

方公共団体・団体リーダーのための男女共同参画研修」等)や『ＮＷＥＣ実践研究』を通じて、

女性関連施設が活用しやすい情報の提供及び女性関連施設との情報共有に努める。 

次年度は「若年男女のキャリア形成支援に関する意識及び支援に関する調査研究」を実施する予

定である。 
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１３ 女性関連施設に関する調査研究 

１ 研究目的 

 女性関連施設の機能の充実・強化を図るため、指定管理、人材育成等新たな課題の実態把握と分析をテ

ーマに５年計画で行う調査研究の３年次として、女性関連施設の女性関連施設の情報事業に関する実態

調査を実施し、報告書を作成する。 

２ 研究課題 

（１）女性関連施設の現況を把握する。 

（２）女性関連施設の女性関連施設の情報事業に関する実態を把握し、分析した上で、課題を抽出する。 

３ 研究計画 

（１）「女性関連施設データベース」更新のための調査を行い、結果から現況の把握と分析を行う。 

（２）「女性関連施設データベース」登録の女性／男女共同参画センターの情報事業に関する質問紙調査

を行う。 

（３）質問紙調査では把握しきれない点について、ヒアリング調査及び事例収集を行う。 

（４） （１）～（３）をまとめ、報告書を作成する。 

４ 研究体制 

外部有識者と館内メンバーによる研究協力者会議を組織し、調査研究を実施する。 

＜研究協力委員＞ 

青木 玲子 全国女性会館協議会常任理事・国立女性教育会館客員研究員 

木下みゆき 一般財団法人大阪府男女共同参画推進財団統括ディレクター 

黒澤あずさ 公益財団法人日本女性学習財団学習事業課長 

＜国立女性教育会館＞ 

 中野 洋恵 研究国際室長・主任研究員 

引間 紀江 事業課専門職員 

 森   未知 情報課専門職員 

５ 研究期間 

   平成２５年４月～平成２６年３月 

６ 年度実績概要 

（１）調査研究経過 

①質問紙調査

「女性／男女共同参画センターの情報事業に関するアンケート」を、女性関連施設データベース登

録の女性／男女共同参画センターのうち、メールアドレス登録があるところに対し、メールで質問紙調

査を行った。 

 対象施設：全国の女性／男女共同参画センター３３８施設に配布、有効回答数２９８施設（回答率８８．

２％） 

②ヒアリング調査

質問紙調査だけでは把握できない詳細について、地域、運営形態、図書資料提供の場、インターネ

ットでの情報事業、広報誌の３つについて特徴的な取組があることなどから選定した１０施設にヒアリン

グ調査を行い、研究協力者所属の２施設についての事例を集めた。 
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（２）得られた知見 

１）質問紙調査では、①図書資料提供の場について、②インターネットでの情報事業について、③広報

誌についての３点について尋ねた。 

 図書資料提供の場を持つ施設は約９割（２６２施設）、そのうち貸出をしている施設は９割弱（２２８施

設）、利用者が使えるパソコンがある施設は約４割（１００施設）であった。 

 ホームページを持つ施設は９割以上で、そのうち約６割（１７３施設）は地方公共団体のページで行っ

ており、施設独自で持っているのは約４割（１１２施設）である。メルマガを行っているのは２割弱（５０施

設）、ＳＮＳ（ブログ、ツイッター、フェイスブック等）は２割強（６７施設）であり、２０１０年以降に開始した施

設が８割を占める。 

 広報誌を施設独自で発行しているのは７割以上（２１７施設）、大半が印刷媒体による発行（９５．４％）

である。発行頻度は年１～２回が半数を占める。 

２）ヒアリング調査では、①図書資料提供の場、②インターネットでの情報事業、③広報誌に関する取組

について、内容・方法、工夫・困難、他機関・団体との連携、成果・効果、課題と今後に向けた展望につ

いて詳しく聞いた。 

（３）調査研究の活用 

①参考資料の作成

調査研究の結果を踏まえて、『女性関連施設の情報事業に関する調査報告・事例集』を作成し、全

国の女性関連施設等に配布するとともにＮＷＥＣのホームページに掲載し、成果の普及に努めた。 

②研修事業への反映

調査研究の成果及び参考資料は、平成２６年度にＮＷＥＣの主催事業や外部事業への講師派遣等

において活用し、さらに積極的に成果普及を行う。 

７ 今後の課題・展望 

ナショナルセンターとして、今後も引き続き、地域の男女共同参画拠点である女性関連施設につい

ての調査研究を実施する。 
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１４ 男女共同参画統計に関する調査研究 

１ 研究目的 

 平成２３年度に作成した『男女共同参画統計データブック２０１２』をもとに、男女共同参画社会

の形成に資する女性と男性に関する統計データを女性関連施設等が事業を行う際、企画・運営等で参

考となるよう提供の方法等について研究する。 

２ 研究課題 

（１）「統計リーフレット」の作成 

（２）「男女共同参画統計ニュースレター」の作成 

３ 研究体制 

プロジェクト委員

天野 晴子 日本女子大学教授

伊藤  純 昭和女子大学准教授

伊藤 陽一 法政大学名誉教授

滝石麻衣子 三重県男女共同参画センター 

藤掛 洋子 横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院教授

本吉 佳世 前富山県女性財団企画管理課主事

国立女性教育会館

中野 洋恵 研究国際室長

渡辺 美穂 研究国際室研究員

森  未知 情報課専門職員

４ 年度実績概要 

（１）「統計リーフレット」の作成 

『男女共同参画統計データブック２０１２』で収集した最新データをもとにミニ統計集「日本の

女性と男性」のデータを更新してリーフレットを作成。 

（２）「男女共同参画統計ニュースレター」の作成 

男女共同参画に関する国内外の動き、自治体の取組、データ解説などを発信する 

「男女共同参画統計ニュースレター」を年３回作成し配信。 

（３）「男女共同参画統計ニュースレター」は、会館講師、委員等への新規配信先を増やしたが、年度

目標の１，７６０件を残念ながら若干達成できなかった。 

（４）調査研究の活用 

 ＮＷＥＣ主催事業で男女共同参画統計データブックを活用し、講義やワークショップを実施する

とともに、男女共同参画センターや国際機関等で企画されている研修事業等で講義やワークショッ

プを実施。 

５ 実績を裏付けるデータ 

女性関連施設、大学研究所・学会、研究者等 

「男女共同参画統計ニュースレター」第１４号 １,６９６件 
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６ 今後の課題 

 平成２５年度は、これまでよりも広い対象（女子大学生、教員、企業関係者）に講義やリーフレッ

トの配布等で普及に努めたが、さらに充実させるとともにホームページを活用した情報の発信に力を

入れたい。 

また、『男女共同参画統計データブック２０１２』の内容を点検し、２０１５年版を発行する予定。 
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１５ 外国人女性の困難等への支援に関する調査研究 

 

１ 研究目的 

外国人女性の抱える困難等の実態と課題解決に向けた教育・啓発をテーマに３年計画で行う調査研究の３

年次として、主に学習活動等に関する事例について調査研究を実施し、参考資料を作成する。 

 

２ 研究課題  

（１）外国人女性の抱える困難等の実態と課題解決に向けた啓発活動に関する基礎的調査として、地域で

抱える困難等の実態と課題解決に向けた学習活動について、女性関連施設等を拠点にした取組の

現状・課題を把握する。 

    （２）男女共同参画の視点に立ち、外国人女性の抱える困難等の実態と課題解決に向けた学習活動につ

いて、市民・当事者である外国人女性を対象とした資料・プログラムの先進事例を収集する。 

 

３ 研究計画  

（１） 外国人女性の支援について地域の学習活動を促進するプログラムについて検討する 

（２） 「自治体における外国人女性に関わる取組についてのアンケート調査」を踏まえて、自治体に外国人

女性支援についての取組の現状と課題について聞き取り調査を行う。 

   （３） 外国人女性支援について検討する学習プログラムを「男女共同参画推進フォーラム」におけるＮＷＥ

Ｃ提供ワークショップおよび「男女共同参画と多文化共生ワークショップ」として実施する。 

   （４） 外国人女性支援についてその必要性や課題についての啓発用参考資料を作成する。 

（５） 人身取引に関するパネルの貸出及び手引書を活用した学習支援を継続する。 

 

４ 研究体制 

  室長１名、研究員１名 

 

５ 研究期間 

  ３年計画の３年次  

 

６ 年度実績概要 

（１）調査研究経過 

    ①外国人女性の支援について地域の学習活動を促進するプログラムについて検討する。 

②「自治体における外国人女性に関わる取組についてのアンケート調査」を踏まえて、自治体に外国人女

性支援についての取組の現状と課題について聞き取り調査を行う。 

 ③外国人女性支援について検討する学習プログラムを「男女共同参画推進フォーラム」におけるＮＷＥＣ

提供ワークショップ及び「男女共同参画と多文化共生ワークショップ」として実施する。 

   ④外国人女性支援について、その必要性や課題についての啓発用参考資料を作成する。 

⑤人身取引に関するパネルの貸出及び手引書を活用した学習支援を継続する。 

 

（２）得られた知見 

    ①自治体に対して行ったヒアリング調査からは、自治体毎に外国人女性が置かれている状況が異なること

や、外国人居住者数が少ないために政策課題としての優先度が低くなっていることなど、アンケート調

査を裏付ける結果が確認された。 

    ②国際担当部局では男女共同参画の視点が不十分であり、男女共同参画部局や女性関連施設では、
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外国人女性の把握やつながりが弱いことが明らかになった。 

③海外の調査からは、送出国では、移住女性が抱える課題について人権侵害の問題だけでなく女性のキ

ャリアや労働という観点からの取組も進められはじめていること、受入国である欧米では、外国人女性の

エンパワーメントや連帯活動が活発であること、国を超えた政府と支援団体のネットワークが強化されつ

つあること、一方で、当事者支援団体の視点から見える問題についての情報を得た。

７ 研修への課題とフィードバック 

 （１）平成２５年８月２３日（金）「男女共同参画推進フォーラム」において「移民女性が抱える課題の解

決に向けた地域における連携」をテーマにしたＮＷＥＣ提供ワークショップを開催 

（２）平成２６年２月３日（月）「外国人相談・支援担当者に対するジェンダー視点プログラム」検討セミ

ナー開催 

（３）平成２６年２月４日（火）「男女共同参画と多文化共生ワークショップ」を主婦会館プラザエフにて

開催 

（４）平成２６年２月５日（水）「女性関連施設相談員研修」において調査研究の情報提供を行う 

（５）啓発パネルをＮＷＥＣ研修棟に展示し、ＮＷＥＣボランティアが研修のため来館した利用者に随時説

明しているほか、館外にも貸出を継続 

在住外国人女性自身が抱える課題についての現状について、地域において、外国人女性の現状や課題

についての実態把握や理解が進んでいない。女性関連施設を拠点にして、外国人女性の支援活動を通じた

学習や実践活動を行っている先進事例を具体的にとりあげて紹介し、団体同士の交流を促進していく必要が

ある。 

８ 今後の課題・展望 

国内外の機関や団体と連携した調査研究及びプログラムの実施を通じて、日本において在住外国人女性

が必要とする支援や教育・啓発活動への女性関連施設や女性団体等の取組は一部にとどまり、先進的事例

も少ない状況であることがわかった。今後は、これまでの調査研究の成果を『ＮＷＥＣ実践研究』やホームページ

等を通じて広めていく。 

 

 

８月２３日 男女共同参画推進フォーラムでの会

館提供ワークショップ 

２月３日「外国人相談・支援担当者に対する 

ジェンダー視点プログラム」検討セミナー  
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２月４日 男女共同参画と多文化共生ワークショップ ―地域で連携を進めるために在住外国人支援者とと

もに考える  
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Ⅳ 情報事業  

１６ 情報資料の収集・整理・提供 

１７ 女性情報ポータル及びデータベースの整備充実 

１８ 図書のパッケージ貸出 

１９ 女性アーカイブ機能の充実 
Ⅳ 

情
報
事
業

93



１６ 情報資料の収集・整理・提供

１ 趣旨 

男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する専門図書館として、広域的、専門的な資料・情報を収集し、

多様な手段で広く一般に提供することにより、男女共同参画社会の推進を図る。 

２ 年度実績概要 

  男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する専門図書館として、地域レベルでは収集困難な広域的、専

門的な資料・情報の収集を図った。収集した資料を個人向け及び団体向けに館外貸出した他、レファレンス・

サービス、文献複写サービス、情報研修プログラムの実施等により広く利用に供し、男女共同参画のための

情報提供を行った。 

３ 成果 

【収集資料】 

  平成25年度は、特に企業や大学の男女共同参画担当部署が発行する資料の収集を継続して行い、2社（

帝人株式会社、栗田アルミ工業株式会社）より社内で刊行する定期刊行物等を、１０大学（新潟大学、富山

大学、東京大学、名古屋市立大学、奈良県立医科大学、京都工芸繊維大学、香川大学、高知大学、福岡女

子大学、琉球大学）より新たに男女共同参画に関するニューズレター等を受贈した。これらは、女性教育情報

センターに備え付け、広く一般の利用に供した。 

収集資料統計（平成 26 年 3 月 31 日現在） 

項 目  和 洋 計 

年度受入 累計 年度受入 累計 年度受入 累計 

図 書  

図書 1,819

除籍△840 

77,758 2,075

除籍△487

24,376 3,894 

除籍△1,327 

102,134

地 方 行 政 資 料  289 26,106 0 8 289 26,114

計 ( 冊 数 ） 1,268 103,864 1,588 24,384 2,856 128,248

逐 次  

刊 行 物  

雑誌 17 

中止 2 3,237 

1 

中止 9 734 

(62か国） 

18 

3,971 

新聞 0 74 0 1 0 75 

その他  

新聞切り抜き 22,225 364,814 - - 22,225 364,814

AV資料※ 2種 197種 0 4種 2種 201種 

研 修 貸 出 用  

資 料 ※ 

1 1 7  0  0  1 1 7  

 ※毎 年 見 直 しを実 施  
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【利用状況】 

   パッケージ貸出サービスは、平成２５年度に高校図書館への貸出を開始し、より若年層への男女共同参

画のための情報や知識の提供を実現した。十文字中学・高等学校と連携し、学生によるＮＷＥＣ図書選書ツ

アー・プログラムを実施した。その結果、生徒９名による女性教育情報センター所蔵図書３０冊の選書を行

い、十文字中学・高等学校へ貸出した。 

【学習支援】 

図書資料の展示を年に４回行った。主催事業と連動した展示である「企業における女性の活躍促進」や「女

性と音楽」等を実施し、男女共同参画の推進のための学習・教育を支援した。 

埼玉大学教育機構との連携授業「男女共同参画社会を考える」や、埼玉県私立短期大学協会との連携事業

「平成２５年度女子学生のためのキャリア形成講座」を実施し、その中で、統計を用いた講義、女性教育情報

センターを利用した情報検索の実習等を担当したことにより、レポート作成のための資料情報の収集選択スキ

ルアップの支援を行った。 

４ 今後の課題・展望 

学習支援の充実として、大学との連携授業や学習支援の経験を基に、専門図書館としての豊富な資料や電
子データの活用法を積極的に広報する。 

遠隔利用者サービスの工夫を引き続き検討する。 

利 用 状 況 統 計 ：平 成 2 4 年 度 ・平 成 2 5 年 度  ( 平 成 2 6 年 3 月 31 日 現 在 )  

平 成 2 4 年 度  平 成 2 5 年 度  

資 料 等 利 用 者 数  7 , 3 7 9 8,051

貸 出 資 料 総 数 （冊 ） 9 , 5 5 0 11,109

図 書 資 料  8 , 0 7 7 10,120

地 方 行 政 資 料  2 1 5

雑 誌 類  6 6 1 457

  新 聞 記 事  8 4 77

 研 修 貸 出 （冊 数 ） 3 8 7 150

  その他  3 2 0 300

レファレンスサービス件 数  6 1 1 470

内  情 報 検 索 利 用 件 数  2 0 0 129

文 献 複 写 サービス（件 数 ） 8 5 0 829

情 報 研 修 プログラム（件 数 ） 5 3

情 報 研 修 プログラム（人 数 ） 8 0 28

相 互 貸 借 貸 出 件 数  2 6 8 310

   内  パッケージ貸 出 件 数  6 5 7 5

テーマ展示実施状況一覧

期間 テーマ・目的 冊数 場 所  

4～6月 高 齢 期 をいきいきと 100

本 館 1 階  

ロビー 

7～9月 企 業 における女 性 の活 躍 促 進  89 

1 0 ～12月 女 性 と音 楽  77 

H 2 6 年 1 ～ 3 月 なくそう子 どもへの虐 待  100 
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１７ 女性情報ポータル及びデータベースの整備充実 

１ 趣旨 

「女性情報ポータル“Ｗｉｎｅｔ”（Ｗｏｍｅｎ’ｓ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ｎｅｔｗｏｒｋ、ウィネット）」は、女性の現状と課題を

伝え、女性の地位向上と男女共同参画社会の形成を目指した情報の総合窓口である。 

次の３要素で構成され、日々、データやコンテンツを継続的に整備充実することにより、政策担当者、研

究・学習者、団体・グループ関係者、メディア関係者等ユーザのニーズに、迅速・的確に応えるアクセス手

段を提供している。 

①女性情報ナビゲーション（リンク集。インターネット上の有用な資源への道案内）

②ＮＷＥＣ作成のデータベース

③女性情報ＣＡＳＳ（ＮＷＥＣ作成のデータベース、及び他の関連機関のデータベースの横断検索）

２ 年度実績概要 

（１）方針 

 女性情報ポータル“Winet”の組織的なデータ更新、充実を図るとともに、利便性の高いポータルサイトを目指

す。今年度もトピックス・ピックアップコンテンツの随時更新を行い、情報更新の一層の見える化、情報発信力の

拡充を図った。 

○データベース化件数：６０１,６３４件（２８,２４０件増）

○アクセス件数：３６７,３０６件（８１,８３２件増）

（２）データの更新・充実 

第３期中期計画期間中の目標値である、アクセス件数３０万件、データベース化件数６０万件を達成した。 

①「女性情報ナビゲーション」 リンク１,０６５件（追加２５件、修正４０件、削除１件）

②「文献情報データベース」 総件数５４０,８４２件（２６,３５７増）

新規に受け入れた図書、雑誌、地方行政資料、和雑誌記事、新聞記事等のデータを登録した。 

③「新着資料お知らせ（アラート）サービス」（平成２０年３月サービス開始）登録者１２６件（５件増）

④「女性情報レファレンス事例集」累計２６４事例（１６事例増）

⑤「女性関連施設データベース」のデータ登録・更新を、Web システムを活用して、全国の各施設職員が直接

行った。登録数 施設概要６２３件（内、Web 登録の施設は１８７館）、実施事業（情報・相談以外） ３

０,２６７件（内、平成２４年度開催の事業は３４４件）、情報事業３７２件、相談事業３１８件。 

⑥「女性と男性に関する統計データベース」は更新された統計について、最新の数値を反映した。また『男女

共同参画統計ニュースレター』（男女共同参画の推進に向けた統計の活用に関する調査研究により作成）

のバックナンバーと英語目次をホームページに掲載した。 

３ 今後の課題 

引き続きコンテンツの整備充実に努め、電子計算機システム更新に合わせ、一層ユーザー・フレンドリーな

ポータルとすること、また利用者が検索エンジンでキーワード検索した際に上位に表示させる等、情報へのア

クセスを高める工夫を行う。 
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１８ 図書のパッケージ貸出 

 

 

１ 趣旨 

男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する専門図書館として、基本的かつ全国的な資料・

情報を計画的に収集・整理し、各施設における男女共同参画を推進するため、各施設の活動に

沿ったテーマ毎にパッケージ化した図書の館外への貸出を実施する。 

 

２ 年度実績概要 

平成２２年６月よりサービスを開始した図書のパッケージ貸出サービスは、大学、女性関連

施設、公共図書館等の機関を対象に、ＮＷＥＣ女性教育情報センターの蔵書から「男女共同参

画」や「女性のライフプラン」「家族問題」など、男女共同参画社会の形成を目指した女性・

家族・家庭に関する様々なテーマに合致する図書を、３０冊から１００冊程度のパッケージに

まとめ、３カ月から１年程度、申込機関に貸し出すサービスである。平成２５年度から、より

若年層への男女共同参画の知識・情報の普及を目指して、新たに高校図書館を対象として貸出

を開始した。 

平成２５年度は３１機関の利用があり、７２回、７,７８９冊と、貸出機関、貸出回数とも昨年

度（２４機関、６４回、６,５０６冊）より増加した。特に、平成２５年度は高校図書館への貸出

を開始し、大学生や社会人のみならず、より若年層への男女共同参画のための情報や知識の提供

を実現した。 

また、平成２４年度の九州大学附属図書館に続き、香川大学図書館と金沢大学附属図書館で

は、図書が利用者の手に取られた回数や、書棚から離れている時間を計測するシステムの実証

実験を行い、学生（若年層）の利用者ニーズの把握に努めた。 

十文字中学・高等学校と連携し、生徒によるＮＷＥＣ図書選書ツアー・プログラムを実施し

た。十文字中学・高等学校の生徒９名と職員１名が女性教育情報センターに来館し、情報課専

門職員による資料検索のレクチャーを行った後、興味のあるテーマの図書を検索した。その後、

図書のタイトルを見ながら書棚の間を巡ることで、新入生に手に取ってほしい図書候補３０冊

を選書し、パッケージ図書として十文字中学・高等学校へ貸出した。図書には、生徒が推薦コ

メントを作成し、十文字中学・高等学校図書館で展示・貸出した。 

 

３ 今後の課題・展望 

図書パッケージ貸出業務の定型化、効率化と、今後の利用機関の拡大へ対応するため、利用

機関と連携して業務のルーチン化を一層進める。 
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館種別利用機関数推移（平成２６年３月３１日現在）

新規利用機関数及び継続利用機関数推移（平成２６年３月３１日現在）
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１９ 女性アーカイブ機能の充実 

１ 趣旨 

女性に関する過去の歴史的事実および現在の状況を検証し、現代の問題へのアプローチを可能にするた

め、歴史的価値・研究資料的価値を有する女性関係史・資料を収集・整理・保存し、閲覧・展示・データベー

ス等を通じて提供・公開する。ＮＷＥＣのもつ全国の女性センターとのネットワークを活かし、他機関と連携して、

東日本大震災に関する史・資料のアーカイブ化を進める。企画展示を他機関と連携して実施する。  

２ 年度実績概要 

（１）資料の収集・デジタル化（年度目標１,０００点以上） 

新規受入１,０７９点 

資料選定委員会の助言に基づいて、資料の新規受入を行い、「女性デジタルアーカイブシステム

(http://w-archive.nwec.jp/」を通じて、すべての目録データと一部の画像データをインターネット上に公開し

た。平成２５年７月１日より、同システム上で女性史年表を公開し、検索機能を拡張した。 

（２）展示室利用（平成２５年度までの累積目標２万７,０００件以上） 

累計３２，７３０件 （うち平成２５年度１０，７９６件） 

所蔵展示（４～７月、１２～３月、入場者数４,４６０人）および企画展示「音楽と歩む～チャレンジした

女性たちからチャレンジする女性たちへ」（８～１２月、入場者数６,３３６人）を実施した。 

所蔵展示前期（４～７月）では、生誕１２０年を迎えた市川房枝(１８９３～１９８１)に関する記事を「全

国婦人新聞社取材写真コレクション」から展示し、同時に「稲取婦人学級資料」、「塩ハマ子・春秋会コレクショ

ン」等の所蔵資料を紹介した。後期（１２～３月）では、中学校・高等学校で家庭科が男女必修になってから

２０年を経過したことから、「全国婦人新聞社取材写真コレクション」と「和田典子資料」より、関係する資料を展

示した。また、併せて「九重年支子資料」も展示した。 

企画展示は、さまざまな分野においてチャレンジした女性たちのあゆみから日本の男女共同参画社会を考

えるシリーズの第６回目として開催した。女性音楽家のパイオニア５氏（ルイーズ・ファランク、ファニー・メンデ

ルスゾーン=ヘンゼル、クララ・ヴィーク=シューマン、幸田延、吉田隆子）、現代に活躍する５氏（小林緑、松尾

葉子、大谷康子、徳山美奈子、福本ともみ）を取り上げ、自筆譜や肖像写真、コンサート映像などを通して紹介

した。また、次の連動企画を実施した： 

○レクチャー/コンサート ＜会場：ＮＷＥＣ実技研修棟音楽室、無料＞

第１回 平成２５年８月２３日（金） 20:15～21:30  中田真理子氏（ピアニスト） コンサート＆トーク

第２回 平成２５年１０月１１日（金） 18:30～20:30  小林緑氏（国立音楽大学名誉教授） 演奏視

聴付レクチャー

第３回 平成２５年１１月２２日（金） 14：00～16：00  徳山美奈子氏（作曲家） 自作・編曲自演コ

ンサート 

（３）企画展示における他機関との連携 

５機関の大学・企業・団体等と共催し、その他４機関・団体から資料提供等の協力を得た。また、次の連携企画

を行った： 

○特別展示 ＜会場：お茶の水女子大学附属図書館１階ラウンジ＞

平成２５年１２月２０日（金）～平成２６年３月３１日（月）  『国立女性教育会館・お茶の水女子大学附属図

書館連携企画 パネル＆資料展示「音楽と歩む～チャレンジした女性たちからチャレンジする女性たちへ

～」』

（４） 「ＮＷＥＣ災害復興支援女性アーカイブ(http://w-archive.nwec.jp/saigai)」の機能拡充 

女性の視点からの災害復興支援活動記録を収集・保存し公開する「NWEC 災害復興支援女性アーカイブ」

において、福島県男女共生センターほか計４機関のデータを新たに公開した。それ以外にも複数の女性関連

施設がデータ登録作業中である。また、平成２５年１１月８日より、国立国会図書館が運営するポータルサ

イト「国立国会図書館東日本大震災アーカイブ ひなぎく(http://kn.ndl.go.jp/)」との連携を開始し、外部サイト

を経由したデータ検索が可能となった。 

（５）展示用パネル・資料の貸出 

展示用に作成したパネル及び資料について、鳥取大学男女共同参画推進室ほか３機関より利用の申し込み
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があり、貸出を行った。 

３ 今後の課題・展望 

引き続き、ＮＷＥＣの持つネットワークを活かして、「ＮＷＥＣ災害復興支援女性アーカイブ」の参加機関を

増やし、公開する資料を充実させていく。「女性デジタルアーカイブシステム」は、他機関のシステム等との連

携により、検索の利便性を高めると同時にアクセス数の増加をはかる。資料収集にあたっては、寄贈の申し入

れへの対応にとどまらず、コレクションの構築及び充実に向けて自発的に取り組む。 

（上）女性デジタルアーカイブシ

ステムトップページ 

（右）女性史年表のページ： 

作成年別の資料検索が可能 

（左）企画展示「音楽と歩む」展示室 

（左下）特別展示（お茶の水女子大学附属図書館と

の連携企画） 

（下）レクチャー/コンサート第３回： 

徳山美奈子氏コンサート 
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Ⅴ 国際関係事業 

２０ アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・ 

リーダーセミナー 

２１ ＮＷＥＣ国際シンポジウム 

２２ 地域別研修「アジア諸国における人身取引対策 

協力促進セミナー」 

Ⅴ 

国
際
関
係
事
業
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２０ アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー

１ 趣 旨  「アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー」は、開発途上

国において男女共同参画の政策策定・政策提言を行う立場にある女性行政・教育担当

者、ＮＧＯのリーダーを対象に、女性の能力開発を目的とする集団研修である。平成

２５年度のリーダーセミナーでは、男性にとっての男女共同参画をテーマとして設定

し研修を行う。 

２ 特 徴   本研修では、日本国内の関連機関の視察や専門家による講義に加え、研修生同士が

テーマに関する好事例を学び合うことを目指したカリキュラム構成としている。また

ＮＷＥＣがこれまで実施した「男性と男女共同参画」に関する調査研究報告もカリキ

ュラムに組み込み、会館の研究との連携を図っている。 

３ 主 催 独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ）

４ 会 場 ＮＷＥＣ 他 

５ 期 日 平成２５年９月２６日（木）～１０月５日（土） 

 （受入期間 ９月２５日（水）～１０月６日（日）） 

６ 対 象 行政担当者・ＮＧＯの指導者 １０名程度 

７ 参 加 者 参加者数 ９名 

（カンボジア、モンゴル、タイ、ベトナム（各２名）、フィリピン（１名）） 

８ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

９月２５日 日本到着 

９月２６日 

9:00～17:00 

開講挨拶 内海 房子 ＮＷＥＣ

理事長 

11:00～12:00 プログラムオリエンテーション＆

アイスブレーク 

研修のねらい、目的、スケジュ

ール説明 

越智 方美 ＮＷＥＣ

研究国際室専門職員 

14:00～15:00 ＮＷＥＣ概要説明 

国立女性教育会館について 

女性教育のナショナルセンタ

ーとしてのＮＷＥＣの歴史、

機能と役割について学んだ。

15:15～16:30 視察 

女性教育情報センターと女性ア

ーカイブセンター 

赤嶺 良子 ＮＷＥＣ

情報課専門職員 

ＮＷＥＣが行っている女性情

報の収集、発信に関する具体

的な手法を学び、自国での情

報発信についてとらえ直す視

点を養うことができた。 
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９月２７日 

9:00～17:00 

カントリーレポートの発表 

研修生による事例の発表と討議

ファシリテーター： 

越智 方美 ＮＷＥＣ

研究国際室専門職員 

助言者：大崎 麻子 
ジェンダー・アクショ
ン・プラットフォーム 

研修生が、アジア太平洋５ヵ

国におけるジェンダー平等政

策と男性の参画を促進する取

組について好事例を中心に報

告を行った。 

９月２８日 

11:00～13:00 

視察と意見交換 

ＮＰＯ法人フローレンス 

「求められる働き方革命」 

井上 真梨子 ＮＰＯ

法人フローレンス働き

方革命コンサルタント 

病児保育事業を活用した子育

て期にある男女のワーク・ラ

イフ・バランスの推進事例を

学んだ。 

９月２９日 自由研究 

９月３０日 

9:30～11:00 

講義「日本の男女共同参画政策」

男女共同参画社会の構築のため

の日本の政策について学ぶ 

澤井 景子 内閣府男

女共同参画局男女共同

参画推進官 

日本の男女平等施策について

学んだ。 

11:30～12:10 表敬訪問 

文部科学省生涯学習政策局 

清木 孝悦 文部科学

省生涯学習政策局長 

１０月１日 

10:00～12:00 

講義及びディスカッション 

「高学歴男子学生の性意識：京

都大学プロジェクトチームの実

践からの示唆」 

伊藤 公雄 京都大学

大学院教授 

木下 衆・竹内 通子・

織田 暁子 

人身取引問題をきっかけとし

て実施した、大学生の性意識

を考えるプログラムを事例と

して、若年層の固定的性別分

業意識へのアプローチについ

て意見交換を行った。 

13:00～13:30 視察及び講義 

京都大学女性研究者支援センタ

ー 

犬塚 典子 京都大学

女性研究者支援センタ

ー 特任教授 

京都大学による女性研究者支

援の取組を視察し、育児中の

女性研究者のキャリア構築に

ついて学んだ。 

14:30～17:00 視察及び講義 

「京都市男女共同参画センター

ウィングス京都の取組」 

福田 真子 ウィング

ス京都総務課長 

今井 まゆり ウィン

グス京都事業企画課長 

地域の男女共同参画推進拠点

としての女性センターの機能

と役割について学び、男性相

談事業実施にあたっての課題

について議論した。 

１０月２日 

10:00～11:00 

日本文化の紹介１ 

京都御所の見学 

日本の文化と歴史について学

んだ。 

11:30～12:10 日本文化の紹介２ 

金閣寺の見学 

日本の文化と歴史について学

んだ。 

１０月３日 

10:00～12:00 

実践事例報告 

「災害復興期における男性の地

域社会への参画促進～『大橋メ

ンズクラブ』の取組」 

石川 和江 石巻市役

所健康部健康推進課 栄

養グループ管理栄養士 

災害復興期において、男性の

地域社会への参画を促進する

ための課題が明らかになっ

た。 

13:00～16:00 ＮＷＥＣ調査報告 

「男女共同参画と男性」 

渡辺 美穂 ＮＷＥＣ

研究国際室研究員 

飯島 絵理 ＮＷＥＣ

研究国際室客員研究員 

ＮＷＥＣが実施した調査結果

に基づき、日本国内における

先進事例を共有した。 

16:30～17:00 研修のふり返り 研修生・ＮＷＥＣ職員 

１０月４日 

9:00～11:30 

ＮＷＥＣボランティアとの交流 ＮＷＥＣボランティア 
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13:00～13:30 評価シートの記入 研修生・会館職員 

13:30～14:00 閉講式 内海 房子 ＮＷＥＣ

理事長 

１０月５日 

13:00～17:30 

ＮＷＥＣ国際シンポジウム 国際シンポジウムへの参加を

通じて、リーダーセミナーの

テーマであった男性にとって

の男女共同参画についての知

識と理解を深めることができ

た。 

１０月６日 帰国 

９ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

平成２５年度の研修テーマは、第３次男女共同参画基本計画の新領域のひとつでもある「男性に

とっての男女共同参画」とした。プログラム構成は研修期間中に各国のベストプラクティスを共有

することに留意し、研修生には出身国（５ヵ国）における男女共同参画政策や男性へのアウトリー

チを目的とした先進的な取組事例をテーマとしたポスターを事前に提出するよう義務づけた。研修

生は最終日にＮＷＥＣが主催した「平成２５年度ＮＷＥＣ国際シンポジウム」にも参加するととも

に、研修生が作成した資料は日本語と英語でパネルに加工し、シンポジウム会場に展示した。 

１０ プログラム全体で得られた知見 

 カントリーレポートの報告や研修期間中の意見交換を通じて、各国において男女共同参画分野へ

の男性の参画を促すための様々な取組がなされているが、その多くは意識啓発事業にとどまってい

ることが明らかになった。また日本国内関係機関の視察からは、男性にとってのワーク・ライフ・

バランスの重要性や、災害復興期に男性が直面する問題など、男性にとっての男女共同参画を考え

る上で新たな視点を提示することができた。 

１１ プログラムの成果 

（１）参加者の全体の満足度  １００％（非常に満足１００％） 

（２）参加者のプログラムの有用度 １００％ (非常に有用１００％） 

１２ 今後の課題及び展望 

プログラム全体の時間配分について、講師との意見交換やＮＷＥＣ職員との交流の時間がほしか

ったとの意見がみられた。限られた日程の中で、研修生と講師とのより充実した議論や交流が行え

るような工夫が必要と考える。 
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２１ ＮＷＥＣ国際シンポジウム

１ 趣 旨 本事業の目的は女性の人権、女性の能力開発、人材育成等地球規模の課題をテーマに

海外専門家を招へいし、アジア太平洋地域の課題分析を行い、海外の研究者や行政関

係者、女性団体等指導者との交流を深めるとともにネットワークづくりを進めること

である。平成２５年度は、「男性にとっての男女共同参画社会の構築に向けて」をテー

マとして実施する。 

２ 特 徴 海外の研究機関や国際機関、企業でリーダーとして活躍している専門家/実践家を招へ

いし、基調講演やポスター展示、パネルディスカッションを通じて、アジア・太平洋

諸国における男女平等政策の現状を学び、喫緊の課題について多様な視点から議論を

行うことに、本事業の特徴がある。 

３ 主 催 独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ）

４ 共 催 独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ） 

５ 会 場 独立行政法人国際協力機構 ＪＩＣＡ研究所 

６ 期 日 平成２５年１０月５日（土）１３：００～１７：３０ 

７ 対 象 男女共同参画、女性教育、家庭教育等の行政担当者、女性関連施設職員、駐日大使館

 職員、女性団体等のリーダー、研究者、国際交流・開発援助に関わる者、企業関係者

 等 １００名程度

８ 参 加 者 参加者数１１４名（定員１００名） 

９ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１０月５日 

13:00～13:15 

主催者挨拶 内海 房子 ＮＷＥＣ

理事長 

13:15～15:10 基調講演（１） 

組織を変える オーストラリ

アの取組 

講師：カサンドラ・ケリ

ー ポッティンガー株

式会社共同設立者、共同

代表取締役社長 

オーストラリア人権委員会に

よる「変革のための男性チャ

ンピオン」を通じた企業・行

政機関や軍のジェンダー主流

化の取組について講演を行っ

た。 

基調講演（２） 

日本における男性問題 男女

共同参画の視点から 

講師：伊藤 公雄 

京都大学大学院文学研

究科教授 

長時間労働がもたらす過労死

や中高年男性の自殺の増加な

どの日本社会で男性が直面し

ているジェンダー問題を、実

証データに基づき分析しつつ

論じた。 

15:10～15:25 ポスター展示 

アジア太平洋地域における男

性の参画作新のための政策と

取組 

平成２５年度アジア太

平洋地域における男女

共同参画推進官・リーダ

ーセミナー研修生 

カンボジア、モンゴル、フィ

リピン、タイ、ベトナムにお

ける男性の参画を促進する取

組について好事例を紹介した

ポスターを展示した。 
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15:25～17:25 パネルディスカッション 

ジェンダー関連事業への男性

の参画を促進するためのベス

トプラクティス 

ファシリテーター： 

越智 方美 ＮＷＥＣ

研究国際室専門職員 

パネリスト： 

カサンドラ・ケリー 

ポッティンガー株式会

社共同設立者、共同代表

取締役社長 

伊藤 公雄 京都大学

大学院文学研究科教授 

ラヴィ・Ｋ．ベルマ 

国際女性問題研究セン

ターアジアオフィス地

域統括ディレクター 

佐崎 淳子 国連人口

基金(UNFPA)東京事務所

長 

松下 光恵 静岡市女

性会館館長 

国際機関や研究機関、男女共

同参画センターで男性を対象

としたジェンダー関連プロジ

ェクトを実践している専門家

より国内外(インド・ニジェ

ール・日本）の事例を踏まえ

た提言がなされた。 

17:25～17:30 閉会 

１０ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

基調報告やパネルディスカッションのレジュメを日英両言語で製本した資料集を事前に作成し、

シンポジウム会場で配付、参加者の利便性に配慮した。 

１１ プログラム全体で得られた知見 

 男女共同参画の視点に立った社会づくりを行っていくためには、企業、教育現場、地域社会等の

多様な分野で男性にその重要性の理解を促し、男性を巻き込んでいくことの重要性が基調講演者、

パネリストとシンポジウム参加者の間で共有された。 

１２ プログラムの成果 

（１）参加者の全体の満足度  ９７％（非常に満足５５％） 

（２）参加者のプログラムの有用度 ９５％（非常に有用６２％) 

１３ 今後の課題及び展望 

平成２５年度は男性の参加者が占める割合は３割程度であった。シンポジウムのテーマ毎に設定さ

れる主要なターゲットに情報が届くよう、広報の充実を図っていきたい。 

男女共同参画を推進している身近な地域の事例（静岡市女性会館）は、業務の役に立つとの意見が

複数みられたため、次年度以降も引き続きこのような事例をプログラムに反映するよう留意してい

く。 
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基調講演    基調講演 

パネルディスカッション  ポスター展示 

パネルディスカッション ポスター展示 
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２２ 地域別研修「アジア諸国における人身取引対策協力促進セミナー」

１ 趣  旨    国際協力機構(ＪＩＣＡ)がアジア太平洋地域において実施する「人身取引被害者保

護・自立支援促進プロジェクト」の一環として、プロジェクトのカウンターパート及

び近隣地域の人身取引対策に携わる関係者を対象としたワークショップ型研修。３年

計画の第２年次。 

人身取引撲滅と被害者保護は一国のみで対応できる課題ではなく、国境を越えた広

域的課題として対応するためにも、アジア地域におけるネットワーク形成が重要であ

る。参加者が日本を含め、互いの国の人身取引対策に関する取組について相互理解を

深め、特に予防、被害者の保護と自立支援に携わる関係機関の役割や協力体制等につ

いて把握し、参加者間で人身取引対策に取り組む機関の機能強化や連携、国を越えた

ネットワークの強化に資する方策を検討することを目的として行う。 

２ 特 徴 会館がこれまで行ってきた人身取引の調査研究の知見や女性に対する暴力に関わる女

性関連施設や団体等とのネットワークをいかして実施する研修である。タイの国別研

修として平成２２年度から３年間実施し、平成２４年度からはアジア地域６カ国に対

象を拡大して実施している。 

①海外参加者を対象とした研修、②日本を含めた参加国関係者の情報交換とネットワ

ーク、③日本の関係諸機関・団体が海外の取組について知る機会となっている。 

３ 主 催 独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ） 

４ 共 催 独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

５ 会 場 ＮＷＥＣ、ＪＩＣＡ、婦人相談所、女性関連施設、社会福祉協議会、民間団体等 

６ 期 日 平成２５年１０月２１日(月)～１１月２日(土) 

 地 域 別 研 修：１０月２１日(月）～３１日(木）（６ヵ国１５名） 

 国別研修ミャンマー：１１月１日 （金）～２日 （土）（１ヵ国５名） 

 国別研修ベトナム：１１月１日 （金）～２日  （土）（１ヵ国３名） 

７ 対 象  タイ、ミャンマー、ベトナム、ラオス、カンボジア、フィリピンの人身取引対策に携

わっている者（中央・地方政府機関行政、シェルター、司法・法執行・入管関係者、ソ

ーシャルワーカー及びＮＧＯ関係者）。年齢３０～５５歳で研修に必要な十分な英語能

力を持ち、研修後最低２年間は人身取引対策の分野での勤務が継続する者 

８ 参 加 者  6 カ国（カンボジア、ラオス、ミャンマー、フィリピン、タイ、ベトナム）から、

中央政府で人身取引対策の政策決定に関わる次官級から各省の担当官や地方行政関係

者まで幅広いレベルが参加。所属・担当も内務・警察や法務、検察、労働、保護施設

長、ソーシャルワーカー、ホットライン担当、教員など人身取引問題対策に携わる多

分野の関係者が参加 

９ 協力機関  内閣官房、外務省、厚生労働省、警察庁、法務省、東京都、大阪府、兵庫県、茨城

県、国際移住機関(ＩＯＭ)、人身売買禁止ネットワーク(ＪＮＡＴＩＰ)、移住労働者

と連帯するネットワーク(ＳＭＪ)、一般社団法人社会包摂センター等  

１０ プログラムデザイン 別紙添付 
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１１ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１０月２１日 
14：00～14：30 

人身取引問題とアジア：JICA の
取組（導入） 

田中 由美子 ＪＩＣ
Ａ専門家 

メコン地域におけるＪＩＣＡ
プロジェクト説明 

14：50～16：45 日本の人身取引問題とアジア
（導入） 

渡辺 美穂 ＮＷＥＣ
研究国際室研究員 

日本の人身取引対策・主な活
動主体の概要説明。ビデオ視
聴 

１０月２２日 
 9：30～11：00 

日本政府の人身取引対策：内
閣官房 

淡路 恵介 内閣官房
参事官補佐 
鈴木 雄介 内閣官房
参事官補佐 

日本の人身取引問題の現状と
政府の対策の枠組み、人身取
引対策行動計画２００４の成
果と課題、行動計画２００９
の概要 

12：55～14：45 日本の人身取引対策：警察庁 島尻 哲也 警察庁生
活安全局保安課 警察
庁警視 

人身取引対策行動計画におけ
る警察の取組み、人身取引事
犯の検挙状況、保護の概況、
匿名通報ダイヤル制度、人身
取引捜査事例とその課題につ
いて 

15：20～16：45 日本政府の人身取引対策：被
害者保護 

山本 裕之 厚生労働
省雇用均等・児童家庭
局家庭福祉課母子家庭
等自立支援室女性保護
係長 

人身取引被害者の保護につい
て、被害者保護の流れ、被害
者の取り扱い方法、保護実績
について 

１０月２３日 
9：45～12：20 

日本の人身取引対策（自治
体）：女性相談所の被害者保護

竹内 景子 東京都女
性相談センター所長 

東京都女性相談センターの役
割と業務概況、外国人を含む
ＤＶ被害者及び人身取引被害
者の保護の流れ、支援方法、
保護実績等について 

14：15～16：45 日本の人身取引対策：法務省 浅井 祥子 東京入国
管理局渉外調整官 

東京入国管理局の業務と体 
制、不法入国者の摘発と収容
から帰国までの流れ 

10：30～11：15 国立女性教育会館の役割と機
能 

櫻田 今日子 ＮＷＥ
Ｃ総務課専門官 

ＮＷＥＣの女性教育・男女共
同参画の促進を目的とした研
修、情報、調査研究、交流の
機能について 

１０月２４日 
11：30～12：00 

女性に対する暴力への国立女
性教育会館の取組 

越智 方美 ＮＷＥＣ
研究国際室専門職員 

ＮＷＥＣの女性に対する暴力
防止のための取組（職務関係
者研修）及び普及啓発事業 

13：05～17：45 グループディスカッション：各国
の取組と国際連携 

ＩＯＭ及び民間ソーシ
ャルワーカー他 
渡辺 美穂 ＮＷＥＣ
研究国際室研究員 

６カ国における人身取引問題
の現状と対策の概要、日本の
当事者団体の取組、米国にお
ける人身取引被害者支援に見
る好事例 

１０月２５日 
9：00～11：35 

日本の人身取引問題（民間）：
労働分野の課題 

鳥井 一平 移住労働
者と連携する全国ネッ
トワーク事務局長、全統
一労働組合・書記長） 

日本における移住労働者、外
国人研修・技能実習制度の現
状と課題、日本における研修
生・技能実習生の労働実態と
保護支援活動 

11：45～13：45 女性の就労支援とフェアートレ
ード 

長谷川 輝美 パッチ
ワーク代表 

フェアートレードの理念と日
本における実践的取組の概要

14：30～15：40 日本の人身取引問題（民間）：
保護施設 

社会福祉法人 嵐山郷 日本の障害者福祉施設と障害
者の作業所訪問 
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グループＡ 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１０月２６日 
9：30～12：05 

民間の取組：国際交流センター 石井 ナナエ 特定非
営利活動法人ふじみ野
国際交流センター理事
長 

民間支援組織の活動概要と設
立の経緯、支援に関わる民間
ボランティアの活動内容（電
話相談、日本語学習支援、交
流事業、シェルターでの保護
等）行政と民間との連携・役
割分担地域で暮らす外国人女
性が抱える問題とその背景、
相談事例について 

グループＢ 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１０月２６日 民間の取組：社会福祉法人によ

る地域の外国人支援 

台風到来により訪問キャンセ

ル 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１０月２８日 
10：30～12：35 

日本の人身取引対策（民間）：
長期的保護支援の取組 

長期的保護を行う女性保護施
設の支援内容及び行政との役
割分担、施設設備及び女性保
護 

１０月２９日 
9：30～12：30 

日本の人身取引問題（民間）：
法的支援 
日本の人身取引問題（民間）：
医療支援 

吉田 容子 弁護士・立
命館大学法科大学大学
院教授 
青木 理恵子 ＮＰＯ
法人ＣＨＡＲＭ代表 

人身取引に関わる日本の法的
枠組みと課題 医療支援を行
う団体の活動概要  

15：00～16：45 日本の人身取引（自治体）：大
阪府警察の人身取引の取組 

大阪府警察 大阪府警察の活動概要人身取
引対策事例と課題 

１０月３０日 
9：00～10：05 

日本の人身取引（民間）：民間
支援 

岡 祐里子 財団法人
京都ＹＷＣＡ職員 

京都ＹＷＣＡの活動概要 

10：15～12：10 日本の人身取引対策（自治
体）：被害者保護の事例 

大石 由美子 兵庫県
女性家庭センター相
談・支援課担当課長補佐

県女性センターの女性保護事
業、ソーシャルワーカーの役
割、外国人人身取引被害者保
護支援事例と課題について 

13：40～18：15 日本文化体験 京都の寺社見学 

１０月３１日 
13：00～16：20 

各国の取組の発表と意見交換
会 

人身取引関係省庁連絡
会議担当官（外務省、警
察庁、厚生労働省） 
駐日タイ王国大使館 
ＩＯＭ所長 
ＪＮＡＴＩＰ 
ＴＮＪタイネットワー
クＩＮジャパン代表 
ＪＩＣＡ 
渡辺 美穂 ＮＷＥＣ
研究国際室研究員 

6カ国の研修参加者による各
国の取組み及び研修の成果に
ついて発表 
政府関係者、有識者を交えた
意見交換 
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国別研修ミャンマー 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１１月１日 

9：30～16：00 

民間の取組：社会福祉法人によ

る地域の外国人支援 

花崎 みさを 社会福

祉法人一粒会理事長・統

括施設長 

砥上 正樹 社会福祉

法人野の花の家所長 

鳥海 典子 社会福祉

法人一粒会ＦＡＨこす

もすセンター・主任母子

指導員 

宇田川 政男 社会福

祉法人一粒会ファミリ

ーセンターヴィオラソ

ーシャルワーカー 

社会福祉法人一粒会の母子支

援の取組と体制、日本の母子

支援施設と児童養護施設の概

要及び社会福祉事業を行うこ

とを目的に設置された社会福

祉法人組織について、外国人

母子に対する支援内容、支援

を必要とする外国人女性の近

年の傾向 

１１月２日 

10：00～12：15 

民間の取組：特定非営利活動

法人の電話相談 

武藤 かおり 女性の

家サーラー事務局長 

湯山 佳代 女性の家

サーラー理事シェルタ

ー長 

民間シェルターの支援内容、

体制、行政との連携や課題に

ついて 

14：30～16：30 民間の取組：全国的電話相談

支援 

和久井 みちる 一般

社団法人社会的包摂セ

ンター外国語相談全国

コーディネーター 

遠藤 智子 一般社団

法人社会的包摂センタ

ー事務局長 

金 朋央 外国語ライ

ンコーディネーター 

よりそいホットラインの目的

と意義、相談体制、相談内容

について  
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国別研修ベトナム 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１１月１日 
9：30～11：30 

民間の取組：国際交流センター 石井 ナナエ ふじみ
野国際交流センター理
事長 

民間支援組織の活動概要と設
立の経緯、支援に関わる民間
ボランティアの活動内容（電
話相談、日本語学習支援、交
流事業、シェルターでの保護
等）行政と民間との連携・役
割分担地域で暮らす外国人女
性が抱える問題とその背景、
相談事例について 

14：30～17：20 民間の取組：全国的電話相談
支援 

遠藤 智子 一般社団
法人社会的包摂センタ
ー事務局長 
和久井 みちる 一般
社団法人社会的包摂セ
ンター全国コーディネ
ーター 

よりそいホットラインの目的
と意義、電話相談のシステム、
相談体制と相談内容、相談事
例と連携について 

１１月２日 
10：15～12：15 

民間の取組：特定非営利活動
法人の電話相談 

武藤 かおり 女性の
家サーラー事務局長 
湯山 佳代 女性の家
サーラー理事シェルタ
ー長 
福島由利子 女性の家
サーラースタッフ 

民間シェルターの支援内容、
体制、行政との連携や課題に
ついて 

14：00～15：30 民間の取組：民間支援団体の
電話相談 

福島 由利子 特定非
営利活動法人ウェラワ
ーリー理事 
山崎 パチャラー 
特定非営利活動法人ウ
ェラワーリー代表 

ウェラワーリーの団体概要、
多言語電話相談の体制と支援
内容、同行支援事業及びより
そいホットライン受託事業、
多言語マニュアルを活用方法
したトレーニングについて 

１２ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

（１）研修内容 

本研修の目的（①日本政府の人身取引対策及び被害者保護支援策について理解し、②日本・参加国

における人身取引予防・被害者保護・帰還・社会復帰の一連のプロセス及び関連機関の関係を把握し、

グッドプラクティスや課題について共有し、③アジア地域における人身取引対策のネットワーク強化

に向けて各国の状況やアプローチを理解し、改善策やネットワーク連携・強化に資する方策を検討す

る）に沿って、これまで行われてきた人身取引に関する国別及び地域別研修の課題や留意事項を踏ま

えてカリキュラムを企画・構成した。 

具体的には、実態把握と課題分析力、実践力の向上を柱に、５つの到達目標［①【実態把握・課題

把握】日本政府の人身取引対策・被害者保護支援策についての理解、②【実態把握・課題把握】参加

各国の人身取引対策・被害者保護支援策についての理解、③【実態把握・課題把握】在住外国人の現

状と課題、支援活動の取組についての実態理解、④【課題分析力の向上】被害者保護・帰還・社会復

帰の一連のプロセスにおける課題の把握と関係機関の関係の把握及びグッドプラクティスの共有、⑤

【課題解決に向けた実践】日本及び参加各国間との討議を通じて自国の取組を振り返る契機にすると

ともに、関係者相互のネットワーク強化に向けた相互の実態理解の促進］を達成するための講義、見

学、カントリーレポート発表及び討議などのグループワークを組み入れた。 
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（カリキュラム） 

研修カリキュラムでは、日本を含めた参加国の人身取引問題の現状と解決に向けた取組及びその課

題、問題に取り組む様々な機関とその役割・活動の現状を、研修生が総合的に把握できるように配慮

して、講師や訪問先を選定し、プログラムを開発した。関係機関との連携の構築、女性に対する暴力

と人身取引対策のつながりの理解、受入国における人身取引対策の課題、移住女性の実態について理

解・共有できるように配慮した。具体的には、日本政府の「人身取引対策行動計画２００９」に基づ

いた関係機関の取組、婦人保護に携わる自治体、社会福祉法人、民間それぞれの活動内容、移住女性

の実態と課題などに関する講義や見学を組み入れ、中央と地方自治体それぞれの政策、実務レベルの

話及び日本人や外国人当事者による民間団体の活動についての話を組み入れた。 

特徴としては、第１に、日本政府の人身取引対策、国際的な取り決め、被害の発見から保護や救済、

加害者の摘発の順番に、最初は講義を中心とした質疑応答、後半に視察や見学、意見交換を行った。

第２に、参加各国相互の共有や発表を行う機会を研修半ば及び研修最終日に設けた。第３に、語学力

が低い参加者に配慮して、保護施設の見学を含む意見交換を多く組み込んだ。第４に、参加各国間の

連携・協力・相違についての理解の促進及び自国の制度等について振り返ることを目的にしたワーク

ショップを実施した。第５に、国、自治体、社会福祉法人、民間などさまざまな立場の関係機関・団

体の役割や活動から構成されている日本の取組みについて理解をはかった。第６に、在住外国人及び

大使館等の果たしている役割について意見交換や情報交換を行う機会を設けた。日本の関係省庁職員

や専門家を招いた成果発表と意見交換を地域別研修の最終日に行い、相互理解や意見交換を促した。 

１３ プログラム全体で得られた知見 

参加者は次官級から現場レベルまで担当分野や職位にかなり幅があり、関心や興味もそれぞれ異な

っていたが、国で立案中の人身取引対策行動計画に日本の行動計画や施策を活かしたいという意見や、

婦人相談所等で精緻な統計をとって実態把握や原因の把握につとめていること、当事者の立場にたっ

たシェルターの職員の仕事に対する姿勢など、自国で取り入れたいという声が多く聞かれた。また、

日本の男女共同参画や女性に対する暴力の取組についての講義は、日本について理解する上で、また

母国での職務に生かす上で、大変役に立ったという感想が得られた。ＮＷＥＣの研修事業等について

の関心も高かった。 

人身取引の態様は日本と陸続きのアジア諸国ではかなり異なるが、本研修で得られた知識が各国の

研修参加者にとって役立つことが確認できた。 

なお、日本側の講師や情報提供者にとっても各国の取組や担当官との意見交換が、それぞれの業務

や活動に役立つというフィードバックも得られている。日本を含めた参加国関係者すべてにとって男

女共同参画の視点にたった人身取引の問題について考え、意見交換をする機会の意義が大きいことが

確認できた。 

１４ プログラムの成果 

（１）全体研修参加者の全体の満足度 有用度９３％（とても有用５０％、有用４３％） 

（２）国別研修参加者のプログラムの有用度 ベトナム 有用度１００％ 

  ミャンマー  有用度１００％ 

（参加者の声、一部抜粋） 

研修で学んだこと・有意義だったこと 

・事例を通じて、各案件をどのように解決し、被害者をいかに守るかを知ることができた。 

・特に、行動計画と公的・民間セクターの協力関係が印象深かった。 

・日本における明確な統計データが、政策やプログラムの評価を行う上で大切だと感じた。 

・省庁、警察、女性保護施設等関係組織の協力体制が素晴らしい。 

・日本のシステムや設備が整っていた、特にシェルターの宿泊設備は印象深かった。 

・関係機関の情報共有と協力の重要さを痛感した。 
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・日本の公的・民間シェルターが人身取引といかに戦っているかがよくわかり、感銘を受けた。 

・他の国々の担当者との話し合いも非常に有意義だった。 

研修の成果をどのようにいかしたいか 

・わが国が予定している行動計画策定に、今回の経験をもとに見直したい。 

・今後、関係機関との協力体制を整え、プロジェクトを進めていきたい。 

・この機会を契機に日本及び関係諸国との協力体制を確立したい。 

・研修で得た経験を自国に活かしたい。 

・日本におけるスタッフの被害者支援に対する姿勢の素晴らしさも自国の同僚に伝え、わが国で被害

者をいかに保護するかをさらに考えていきたい。 

１５ 今後の課題及び展望 

 参加者が国毎に分かれて発表や討議を行うことが多い。次年度への課題として、異なる国の参加者

相互の意見交換をさらに活性化するため、ファシリテーターやコメンテーターの役割を参加者に割り

振ることや、参加者が別の国について発表する形などを検討したい。 

日本を含めた参加国関係者すべてにとって男女共同参画視点にたった人身取引の問題について考え、

意見交換をする機会として、本研修の意義が大きいことが確認できた。参加者同士のネットワークを

継続したいという声については、ＮＷＥＣとしてできることを検討したい。  

２日目 内閣官房の人身取引対策行動計画２００９についての説明と意見交換 

４日目 ＮＷＥＣ理事長挨拶 ＮＷＥＣ職員と研修員 
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グループワークとディスカッション 

１１日目 成果発表と意見交換会 カンボジア内務省次官による謝辞 
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Ⅵ ボランティアの受入れ・支援

２３ ＮＷＥＣボランティアの活動支援 
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２３ ＮＷＥＣボランティアの活動支援 

１ 趣  旨  

 （１）概要 

ＮＷＥＣでは昭和５２年の設立以来、利用者及びボランティア地震の多様な生涯学習を促進する

とともに、利用者への質の高いサービスの提供と他機関・団体等との連携協力のための活動として

ボランティアを受入れている。平成２６年３月現在の登録者数は、６３名（女性５２名 男性１１

名）である。 

ＮＷＥＣにおけるボランティア活動は、国内外からのＮＷＥＣ利用者に対し、効果的な事業運営

への協力、利用者の立場に立った支援、ＮＷＥＣ事業の広報、生涯学習活動の推進等に大きな役割

を果たしている。 

（２）活動の方針 

ＮＷＥＣボランティアとは、利用者及びボランティア自身の多様な生涯学習を促進するとともに、

利用者への質の高いサービスの提供と他機関・団体等との連携協力のための活動を行う者を言う。 

① 利用者の多様なニーズに対応し、事業運営の活性化を図ることを目的として、責任あるパートナ

ーとしてボランティアを受け入れる。 

② 利用者への質の高いサービスをめざすため、ＮＷＥＣ資源を活用した自主的な活動を行えるよう

支援する。 

③ＮＷＥＣにおけるボランティア活動の成果を地域･社会へ普及・還元できるよう支援する。

２ 事業の実施概要 

（１）ボランティア活動内容 

ボランティアに協力を依頼する活動は、ボランティアからの申し出及び利用者からの要望をもと

に、会館が決定している。 

なお平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までの延べ活動数は、総計７１３回であった。 

活動区分別内訳は、以下のとおりである。 

① 主催事業・国際交流（主催事業の受付など）（計２１３回）

② 受入（利用者への施設見学案内、地域との連携など）（計９３回）

③ 情報（女性教育情報センターでの新聞・パンフレットの整理・ファイルなど）（計１１１回） 

④ 環境整備（施設の修繕、本館ロビーの雛飾り・七夕飾りなど）（計５６回）

⑤ 広報（「ヌエックニュース」郵送希望者の受付・発送）（計３回）

⑥ その他（計３回）

⑦ 自主活動（計２３４回）

 （２）ボランティア連絡会議 

 平成２５年度は、以下のとおり、３回（６月、９月、３月）の連絡会議を開催した。各回とも、

新規登録者向けには、事前に「ＮＷＥＣのボランティア活動」についての説明を行った。 

 本年度は、ボランティア自身の男女共同参画やボランティアの本質への理解、地域活動への広が

りを進めるために、｢ボランティアの学び｣を取り入れた。 

【第１回】日時：平成２５年６月２６日（水）１３：３０～１６：００ 

  参加者：２７名 

  主な内容 

・新任職員の紹介 

・各課室より平成２５年度の事業について紹介 

・ボランティアの学び① 

｢男女共同参画を推進する上で知っていただきたい考え方や知識｣ 

講師：西山 恵美子 ＮＷＥＣ事業課客員研究員 
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・平成２５年度男女共同参画推進フォーラムプログラムでのボランティアの活動について 

 高橋 由紀 ＮＷＥＣ事業課客員研究員 

・ボランティアから本年度の活動についての協議 

（会館ボランティア） 

【第２回】日時：平成２５年９月３日（火）１３：３０～１６：００ 

  参加者：２６名 

主な内容 

・平成２５年度男女共同参画推進フォーラム実施報告 

・「各担当より今年の実施内容の成果報告と次年度へ向けての課題」 

「さんかくの広場」「ＮＷＥＣマルシェ」「野の花を飾る」「モーニング・アクティビティ」 

 「名刺・カード作成サービス」「計画・準備等から」 

・ボランティアの学び② 

「理事長と語る男女共同参画社会の実現」 講師：内海房子 ＮＷＥＣ理事長 

【第３回】日時：平成２６年３月１４日（金）１２：３０～１６：００ 

  参加者：２３名 

 主な内容 

・ボランティアの学び③ 

｢身近な災害に備える ～私たちに何ができるか～｣ 

〈報告〉｢東日本大震災からみえてきたもの｣ 

・３．１１被災直後から岩手県へボランティアとして参加して 

・東京消防庁勤務経験から学んだ日頃からの備え 報告者：ＮＷＥＣボランティア 

三木洋三 

 〈グループ討議〉｢私たちに何ができるか｣ 

・平成２６年度の活動について 

・平成２６年度にボランティアへの協力を求める事業の説明 

・ＮＷＥＣボランティアの会より事業報告・会計報告等連絡 

 （３）ボランティア活動研究会 

① 趣旨

ＮＷＥＣで実施されるボランティア活動の事例発表や情報交換を通して、ボランティア活

動の状況や課題を理解するとともに、活動の充実に向けた具体的方策や内容を協議し、ＮＷＥ

Ｃボランティア活動の充実・発展、並びにボランティアの資質の向上と連携の促進を図る。 

②日時：平成２５年１２月９日（月）１２：３０～１６：００

参加者：２８名

③場所：国立女性教育会館 研修棟１０１研修室

④主な内容：ボランティアの学び テーマ「ＮＷＥＣとともに輝くボランティア活動」

講義やワークを通じて、ＮＷＥＣとともに輝くボランティア活動を学んだ 

講師：安藤 雄太 法政大学現代福祉学部兼任講師、東京ボランティア・市民活動センタ
ーアドバイザー 

 （４）主にボランティア主体の利用・サービスの充実に向けた取組 

① 平成２５年度「男女共同参画推進フォーラム」

・活動主体：ＮＷＥＣボランティア 
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・実施日：平成２５年８月２２日（木）～８月２４日（土） 

   ・実施内容：各プログラムについて 

ⅰ さんかくの広場 

・交流と学習をテーマに、実技研修棟試食室にて水・お茶はセルフ・サービスで、フリー・

スペースとして提供した。また、情報ボランティアにＮＷＥＣボランティア活動を紹介す

る展示物を作ってもらい、フォーラム参加者への広報活動も行った。 

  酷暑の研修期間中、快適なスペースを提供でき、グループの討議の場として使い、ＮＷ

ＥＣのボランティア活動を理解してもらう場ともなった。 

ⅱ ヌエック・マルシェ 

 ・東日本での震災復興支援をテーマに研修棟１階ラウンジで活動した。売上は、運搬費を

のぞいて被災地に寄付。 

ⅲ 野の花を飾る 

 ・本館、講堂、大会議室などフォーラム会場に花を飾り、研修参加者へのＮＷＥＣからの

おもてなしの心を表現した。「花があっていいですね」と参加者から声をかけられる場

面が見られた。 

ⅳ ２３日の交流会 

 ・司会進行や運営補助として関わった。柔らかな雰囲気の進行となり、男女共同参画を地

域で推進する同志としての立場を活かすことができた。 

ⅴ 名刺やカードの作成サービス 

 ・参加者が交流をより進められるよう、名刺作成サービスを行った。参加者の名刺２７０

枚を作成した。 

参加者からは、｢名刺が交流に役立った｣との言葉があった。 

・プログラム全体について 

 ⅰ 成果 

 今年は登録ボランティアの約６割・３４名が活動した。新規のボランティアも入り、

新しい風を取り入れることができた。また、前年度ボランティア連絡会、６月の第１回

ボランティア連絡会でフォーラムに関する説明や準備の話し合いを設けることで、開催

期間中の基調講演やワークショップに見学・参加するボランティアが増加するなど、フ

ォーラムをボランティア自身の学びの場と捉え活動することができた。 

 ⅱ 課題 

 ６月の第１回ボランティア連絡会までに、活動計画の提案できなかった。そのため、

準備の時間が十分確保できなかったので、早い段階での企画会議が必要であると感じて

いる。 

 当日の動きでは、運営スタッフが多いところと少ないところができてしまった。ボラ

ンティアのタイム・スケジュールを作る必要がある。また、活動をフォーラム参加者へ

周知するための広報が不足していた。チラシはボランティアで作成したが、ミスがある

などの課題が残った。 

② 平成２５年度「嵐山さくらまつり 夢さくら 国立女性教育会館展望ツアー」

・活動主体：ＮＷＥＣボランティア（延べ１６名） 

・実施日：平成２５年４月６日（土）、４月７日（日）（各日１０時、１３時、１５時の計６回） 

・内容：ＮＷＥＣは、「嵐山さくらまつり」（主催：嵐山さくらまつり実行委員会・嵐山町工会）

への協力事業として、「国立女性教育会館展望ツアー」を実施した。ＮＷＥＣボランティアが、

宿泊棟の屋上からの都幾川沿いに２キロメートルにわたって植えられた２５２本の桜並木の

眺望と館内の施設見学（女性教育情報センターなど）を案内した（参加者１９名：７日は荒

天のため中止）。 

７日（日）には、響書院にてお茶会も開催され、約５０名の参加者が一服を楽しんだ。 
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男女共同参画推進フォーラム「さんかくの広場」の様子 

会場内の随所に見られる「野の花を飾る」活動の様子 
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男女共同参画推進フォーラム ｢ヌエック・マルシェ｣の様子 

「嵐山さくらまつり」ＮＷＥＣ展望ツアーの様子 
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独立行政法人国立女性教育会館の中期目標 

平成２３年３月２日 

文部科学大臣指示          

 独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第二十九条の規定により、独立行政法

人国立女性教育会館（以下「会館」という。）が達成すべき業務運営に関する目標（以下

「中期目標」という。）を次のとおり定める。 

 男女共同参画社会の実現は、男女ともに生きやすい活力ある社会を作ることであり、政

府一体となって取り組むべき最重要課題とされている。これまで、男女共同参画社会基本

法の制定やこれに基づく男女共同参画基本計画等による施策の実現により、我が国におけ

る男女共同参画社会の形成は着実に進展してきているが、まだ道半ばの状況にあり、今後

も課題解決のための不断の取組が必要である。 

 男女共同参画社会の実現のためには、固定的性別役割分担意識を解消し、人権尊重を基

盤にした男女平等観の形成を図り、男女共同参画についての理解の深化を促進する必要が

あり、このために教育・学習の果たす役割は極めて重要である。 

 男女がともに個性と能力を発揮することによる、多様性に富んだ活力ある社会を実現す

るためには、女性を始めとする多様な人材の活用、様々な困難な状況に置かれている人々

への対応、地域における身近な男女共同参画の推進が求められている。こうした状況に対

応するためには、女性のエンパワーメントが不可欠であり、女性の生涯にわたる学習機会

の充実や社会参画の促進を図る必要がある。 

 また、男女が相互の人格を尊重し、相手の立場を理解し助け合うような人間形成を図る

ため、男女共同参画の視点に立った家庭教育の推進が求められている。 

 独立行政法人国立女性教育会館の役割は、女性教育の振興を図り、もって男女共同参画

社会の形成に資するものである。第三期中期目標期間においてその役割を果たすため、全

国の各地域において、男女共同参画及び女性教育を推進する基幹的指導者等によるネット

ワーク組織が構築され、新しい公共を担う人材育成を含めた研修や交流活動が実施される

ことを目指し、我が国唯一の女性教育のナショナルセンターとして、機能の更なる充実・

深化を促進する。 

以上のことを踏まえ、第三期中期目標は、以下のとおりとする。 

Ⅰ 中期目標の期間 

中期目標の期間は、平成２３年４月１日から平成２８年３月３１日までの５年間とする。 

Ⅱ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 
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１ 基幹的な男女共同参画及び女性教育指導者等の資質・能力の向上 

   男女共同参画及び女性教育を推進する人材育成の拠点として、地方公共団体、女性

関連施設、女性団体、大学等の男女共同参画及び女性教育の推進に係る基幹的指導者

を対象に、高度なマネジメント能力等、より専門性の高い研修等を実施する。 

   研修の実施に当たっては、基幹的指導者の資質・能力の向上のために必要な事項等

について調査研究を行い、その成果を研修の内容等に反映させる。 

   さらに、研修効果を全国に効果的に還元する観点から、研修の対象者や課題等を厳

選するとともに、研修効果の普及状況を的確に把握し事業に反映させる。 

なお、大学等の教職員に対する研修については、高等教育機関における教育・研究

活動が男女共同参画の理念を踏まえて行われるよう留意する。 

 

２ 男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題に係る学習プログラム等の

開発・普及 

   男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題（例えば、女性の活躍によ

る社会の活性化、様々な困難な状況に置かれている人々への対応、地域における身近

な男女共同参画の推進、男性の家庭・地域への参画促進、生涯を見通した総合的なキ

ャリア教育等）に関する調査研究を行い、その成果に基づき学習プログラムの開発や

教材の作成等を行う。キャリア教育については、大学等と協働して取り組む。 

   さらに、開発した学習プログラムによる研修をモデル的に実施し、その成果を普及

することにより、地方公共団体等が同課題に関する研修等を独自に企画・実施するよ

う支援する。 

なお、時宜に適った調査研究・研修を行う観点から、地域での活用状況等も踏まえ、

期間を定めて計画的に調査研究・研修内容を見直すものとし、研修の実施に当たって

は、研修の趣旨に応じて対象者等を厳選する。 

 

３ 男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する調査研究の成果や資料・情報の提供等 

   男女共同参画及び女性教育を推進するための情報拠点として、男女共同参画・女性

教育・家庭教育に係る統計等に関する調査研究等を行い、その成果をインターネット

等を通じて全国に普及する。 

   また、構築したポータルとデータベースについて、地方公共団体等が関連の事業を

企画・実施する際に活用しやすいよう、利便性を向上させるとともに、所蔵する図書

を女性関連施設や大学等に貸し出すことで学習者への支援を行う。 

   さらに、顕著な業績を残した女性や女性施策等に関する記録の収集・提供等を行う

女性アーカイブを充実し、実務者を対象とした専門的な研修を実施するなど、成果を

全国的に還元する。 

   なお、調査研究等の成果を効果的に還元する観点から、利用状況を的確に把握し、

事業に反映させる。 
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４ 男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する国内の関係機関・団体等との連携協力

の推進 

   女性関連施設、女性団体、民間団体、企業等、男女共同参画・女性教育・家庭教育

に関する国内の関係機関・団体等と連携・協働し、より効果的な事業を実施する。 

   また、調査研究の成果やこれまでに蓄積された専門的な情報等を各機関・団体等に

提供するとともに、情報交換し交流する場を提供することにより、女性関連施設等の

ネットワークの中核として、地域における男女共同参画の推進を支援する。交流機会

の提供については、大学、企業等からの参加を促進する。 

 

５ 男女共同参画及び女性教育に関する国際貢献、連携協力の推進 

開発途上国、特に、国連アジア太平洋経済社会委員会（ＥＳＣＡＰ）加盟国の行政

・教育担当者等を対象として研修を実施するなどにより、各国の男女共同参画及び女

性教育に関する人材を育成する。 

   さらに、これまでに構築した海外との協力体制を強化し、調査研究等の協働事業を

行うとともに、研修参加者のネットワーク形成や、研修の成果を広く社会に還元する

などにより、世界とりわけアジア太平洋地域における男女共同参画及び女性教育の人

材育成のための拠点としての機能を強化する。 

 

６ 利用者への男女共同参画及び女性教育に関する理解の促進・利用の促進 

   利用者に対し、男女共同参画及び女性教育に関する理解を促進するため、利用者の

ニーズに応じた情報提供を行うとともに、学習教材を開発し、インターネット等を通

じて全国に普及する。 

   また、大学、企業等との連携強化を進め、これらの関係者の利用を促進する。 

 

 

Ⅲ 業務運営の効率化に関する事項 

１ 適正な法人運営体制の充実 

   理事長のリーダーシップのもと、国民に対してより質の高いサービスを提供するた

め、ガバナンスの保持及び内部統制の充実など適正な法人運営体制の充実を図る。 

 

２ 人件費・管理運営の適正化 

  人件費については、平成２３年度はこれまでの人件費改革の取組を引き続き着実に

実施するとともに、平成２４年度以降は「公務員の給与改定に関する取扱いについて」

（平成２２年１１月１日閣議決定）に基づき、政府における総人件費削減の取組み及

び今後進められる独立行政法人制度の抜本的な見直しを踏まえ、見直す。 

さらに、給与水準については、国家公務員の給与水準を十分配慮し、その適正化に

取り組むとともに、検証結果や取組状況を公表する。 

   また、「独立行政法人の事務・事業の見直しの基本方針」（平成２２年１２月７日
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閣議決定）等を踏まえ、管理部門の簡素化、事業の見直し、効率化等に取り組むこと

により、一般管理費（公租公課及び利用の増加による支出増を除く。）については、

平成２２年度と比して１５％以上、業務経費（外部資金で実施する事業費及び利用の

増加による支出増等を除く。）についても５％以上の効率化を図る。 

   なお、研修施設及び敷地面積等の保有資産については、不断の見直しを行い、法人

として保有し続ける必要があるかを検証し、利用実態・土地形状等を踏まえた研修に

必要な施設等へ限定することにより、維持管理費を縮減する。 

 

３ 業務運営の改善及び効率化 

   事務・事業の見直し、検証を行うとともに、必要に応じて組織の再編整理等を行う

ことにより、業務運営の効率化を進める。 

   また、計画的な配置転換や人事交流等により、柔軟な体制をとることで、組織の活

性化を図るとともに、研修等を行い、職員の資質を向上させる。 

   さらに、客員研究員の活用体制を工夫し、職員との連携のもと、充実した体制とす

る。 

 

４ 業務運営の点検・評価 

   業務全般について、参加者や利用者及びその所属先等の評価等を踏まえて自己点検

・評価を実施する。 

また、適時適切に外部評価を受け、業務に関する客観的意見も取り入れ、業務の改

善を不断に行う。 

 

 

Ⅳ  財務内容の改善に関する事項 

１ 取引関係の適正化 

  「独立行政法人の契約状況の点検・見直しについて」（平成２１年１１月１７日閣議

決定）に基づく契約の適正化、調達の見直し等を推進することにより、コストを削減

し透明性を確保する。 

 

２ 自己収入の拡大 

   外部資金の積極的導入や利用者の拡大、利用料金の見直し、データベース利用に係

る課金システムの導入等により、自己収入を拡大する。 

 

Ⅴ その他業務運営に関する事項 

 １ 長期的視野に立った施設・設備の整備、施設管理の実施 

   利用者の視点に立った快適な研修環境の形成のための施設整備を計画的に進めると

ともに、施設を有効に活用する。 
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 ２ 情報セキュリティ対策 

   政府の情報セキュリティ対策における方針を踏まえ、適切な情報セキュリティ対策

を推進する。 

130



独立行政法人国立女性教育会館の中期計画 

 

平成２３年３月３１日 

文部科学大臣認可          

 

独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第三十条の規定により、独立行政法人

国立女性教育会館（以下「会館」という。）が中期目標を達成するための計画（以下「中

期計画」という。）を次のとおり定める。 

 

 

Ⅰ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するため

とるべき措置 

１ 基幹的な男女共同参画及び女性教育指導者等の資質・能力の向上 

（１）基幹的指導者に対する研修等の実施 

①地方公共団体、女性関連施設、女性団体、大学等の男女共同参画及び女性教育

の推進に係る基幹的指導者を対象に、高度なマネジメント能力等、より専門性

の高い参加型の実践的な研修を実施する。なお、実施に当たっては研修の対象

者や課題等を厳選する。 

②研修実施に当たり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 

③研修効果の普及状況を的確に把握するため、事後に実施するフォローアップ調

査の回収率を高めるとともに、研修成果の活用について回答者の８０％以上か

らプラス評価を得る。 

④全国的な波及効果を促進するため、参加者の地域的なバランスを改善する。 

 

（２）基幹的指導者に対する研修に資する調査研究の実施、学習プログラム・研修資料

の作成 

①男女共同参画及び女性教育に関する基幹的指導者の資質・能力の向上に必要な

事項等について調査研究を行い、調査に基づく学習プログラムや研修資料を毎

年作成し、研修等を通じて普及する。 

②事後に実施するフォローアップ調査の充実を図り、研修の成果を的確に把握す

ることにより、研修内容を見直す。 

 

 

２ 男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題に係る学習プログラム等の

開発・普及 

（１）喫緊の課題に関する先駆的調査研究の実施 

①男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題（例えば、女性の活躍
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による社会の活性化、様々な困難な状況に置かれている人々への対応、地域に

おける身近な男女共同参画推進、男性の家庭・地域への参画促進、生涯を見通

した総合的なキャリア教育等）に関する調査研究を、調査テーマごとに一定の

時限を設けて実施する。 

②それらの成果をもとに、適宜調査研究内容の見直しを行い、学習プログラムや

研修資料を毎年作成する。 

③調査研究を活用した研修・交流事業への参加者の８５％以上から学習プログラ

ム・研修資料に関するプラスの評価を得る。 

 

（２）喫緊の課題を担当する指導者に対する先駆的研修の実施 

①男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題を担当する指導者を対

象として、同課題に係る先駆的で参加型の実践的研修を一定の時限を設けて実

施する。なお、研修の実施に当たっては、研修の趣旨に応じて研修の対象者等

を厳選する。 

②研修実施に当たり、参加者の８５％以上からプラスの評価を得る。 

③研修効果の普及状況を的確に把握するため、事後に実施するフォローアップ調

査の回収率を高めるとともに、研修成果の活用について回答者の８０％以上か

らプラス評価を得る。 

④フォローアップ調査の充実を図り、研修の成果を的確に把握することにより、

研修内容を見直す。 

⑤地方公共団体等が同課題に関する研修等を独自に企画・実施する力を育成する

ため、地域の女性関連施設等と協働して、地域の実情に応じた学習プログラム

を開発し、それに基づいたモデル的研修を実施する。 

 

３ 男女共同参画･女性教育・家庭教育に関する調査研究の成果や資料・情報の提供等 

（１）地域の機関で活用しうる男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する基礎的な研

究の成果の提供 

①男女共同参画・女性教育・家庭教育に係る統計等に関する調査研究を行い、３

年ごとに「男女共同参画統計データブック」、毎年「統計リーフレット」を刊

行する。さらに、男女共同参画統計を理解するための研修資料を対象別に作成

する。 

②統計調査の成果を提供する「男女共同参画統計ニュースレター」の配信先を中

期目標期間中に２千件まで拡充し、成果を普及する。 

③基幹的指導者の資質・能力の向上及び喫緊の課題をテーマとして実施した調査

研究の成果について、ホームページや地域共同リポジトリ等を通じて普及する。 

 

（２）全国的な資料・情報の収集、利用しやすいポータルとデータベースの構築、資料

等の提供 
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①男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する図書・雑誌・地方行政資料等を収

集・整理し、文献情報データベースを通じて迅速に目録情報を公開・提供する。 

②特に、全国の女性関連施設等の有する女性教育に関するプログラムなど、地域

レベルでは収集困難な広域的・専門的な国内外の資料・情報の収集に重点化を

図り、ポータルとデータベースの利便性を向上し提供する。 

③中期目標期間中に、データベース化件数については累計６０万件以上、アクセ

ス件数については年間３０万件以上を達成する。 

④情報センターが所蔵する図書を、男女共同参画社会の形成に関するテーマごと

にパッケージ化し、中期目標期間中に累計２０箇所以上の女性関連施設や大学

等に貸し出すことで学習者への支援を行う。 

 

（３）女性アーカイブ機能の充実 

①男女共同参画社会の形成に顕著な業績を残した女性に関するアーカイブを充実

し、女性に関する史・資料を中期目標期間中に新たに５千点以上収集する。収

集した史・資料は計画的に整理し、デジタル加工を施すなどにより、インター

ネット等で提供する。 

      また、中期目標期間中に展示室への入室件数について累計５万件以上を達成す

る。 

②女性アーカイブの企画展を中期目標期間中に５機関以上と連携して実施する。 

③女性アーカイブの保存・提供に携わる実務者を対象に、具体的な保存技術や整

理方法の研修を実施し、中期目標期間中に女性アーカイブの基本知識を伝える

学習の場を１００名以上に提供するとともに、実務者同士の情報交換の場を提

供することでネットワークづくりを推進し、全国的に女性関連史・資料の保存

のための基盤作りを支援する。 

 

４ 男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する国内の関係機関・団体等との連携協力

の推進 

（１）国内の関係機関・団体等との協働事業の実施 

女性関連施設、女性団体、民間団体、企業等、男女共同参画・女性教育・家庭教育

に関連する国内の関係機関、団体等との協力体制を充実させ、中期目標期間中に累計

３５機関以上と協働で研修事業等に取り組み、連携による、より効果的な事業を実施

する。 

 

（２）交流機会の提供による会館を中心としたネットワークの構築 

①全国各地で男女共同参画及び女性教育を推進する活動に携わる地方公共団体、

女性関連施設、女性団体等の担当者や喫緊の課題の解決に取り組む研究者等に

対し交流の機会を提供するため、１千名以上の参加を募る全国フォーラムを開

催する。 
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     なお、交流機会の提供については、大学、企業等からの参加を促進する。 

②研修修了生等が地域に戻って実践したことを報告し合い学習する機会を設定し、

地域におけるネットワークの形成を促進するとともに、会館と地域との連携を強

化する。 

③会館ボランティアに対し、主催事業への参加の機会を充実させるなど、その活動

を支援する。 

 

５ 男女共同参画及び女性教育に関する国際貢献、連携協力の推進 

（１）男女共同参画及び女性教育に関する国際協力・連携に資する研修の実施 

①男女共同参画及び女性教育に関する国際的な人材育成の拠点として、女性のエ

ンパワーメント支援のために、開発途上国、特に国連アジア太平洋経済社会委

員会（ＥＳＣＡＰ）加盟国の行政・教育担当者及び民間団体等、関係団体の指

導者に対する男女共同参画及び女性教育に関する参加型の実践的な研修を実施

し、参加者の９０％以上からプラス評価を得る。 

②男女共同参画の推進に関する喫緊の課題をテーマとしたシンポジウムを開催し、

参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 

③研修修了生等による出身国での成果の活用についての調査を行い、同調査の結

果等を踏まえ、研修の効果的な実施の観点から、研修内容等の見直しを行う。 

 

（２）地球規模の課題についての調査研究の実施 

①これまで実施してきた人身取引に関する調査研究の成果を踏まえ、国内に在住

する「外国人女性」に焦点をあて、暴力、子どもの教育、生活上の困難等への

支援に資する調査研究を実施する。 

②これまで構築してきた海外との協力体制を強化しつつ、地球規模の課題につい

て、中期目標期間中に海外の５機関以上と連携した調査研究・事業を実施し、

インターネット等を通じてその成果を国際的に発信する。 

（３）国際的なネットワークの構築 

研修修了生等のつながりを一層強め、会館を中心としたネットワークを構築するた

め、研修終了後も双方向の情報交換・議論を行い、研修修了生等から提供されたアジ

ア太平洋地域における男女共同参画のための先進的な取組を日本国内に普及させる。 

 

６ 会館利用者への男女共同参画及び女性教育に関する理解の促進・利用の促進 

（１）利用者への学習支援 

①職員の専門性を活かしたきめ細かな事前指導を充実し、利用者のニーズに応じ

た研修プログラム作成を支援する。 

②会館が提供するプログラム等を利用した者にアンケートを実施し、活用状況等

を踏まえ、必要に応じプログラム等の内容を見直す。 

③多様化、高度化した学習需要に対応するため、これまでの情報提供の内容や方

134



法を見直し、系統化した情報提供を行うとともに、その内容をインターネット

上で学習教材として提供する。 

（２）利用の拡大 

①毎年、利用拡大戦略を作成し、大学・企業等からの利用を促進し、利用を拡大

する。 

②宿泊室利用率について、平成２７年度までに５５％以上を達成する。 

 

 

Ⅱ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 適切な法人運営体制の充実 

（１）ガバナンス・内部統制の充実 

①理事長のリーダーシップのもと、会館が担う役割や内包している課題等の情報

を職員全員に共有・伝達するため、定期的に運営会議、館内研修等を開催する。 

②会館を取り巻くリスクの把握、分析等を行い、定期的に運営会議に報告すると

ともに、リスク低減に向けた規程等を充実させ、職員全員に周知徹底する。 

③法人業務の有効性・効率性、法令の遵守、財務会計の透明性等の観点から、定

期的にモニタリングを行う。また、その結果について役職員に周知を図り、必

要に応じて組織運営の改善に反映させる。 

 

２ 人件費・管理運営の適正化  

（１）人件費・管理運営の適正化 

①人件費については、平成２３年度はこれまでの人件費改革の取組を引き続き着

実に実施するとともに、平成２４年度以降は「公務員の給与改定に関する取扱

いについて」（平成２２年１１月１日閣議決定）に基づき、政府における総人

件費削減の取組み及び今後進められる独立行政法人制度の抜本的な見直しを踏

まえ、見直す。      

さらに、給与水準については、国家公務員の給与水準を十分配慮し、その適

正化に取り組むとともに、検証結果や取組状況を公表する。 

②業務運営の見直しと自己収入等の増加に向けた努力を不断に行い、中期目標期

間中に、一般管理費（公租公課及び利用の増加による支出増を除く。）につい

ては平成２２年度比１５％以上、その他の事業費（外部資金で実施する事業及

び利用の増加による支出増等を除く。）については平成２２年度比５％以上を

削減する。 

③運動場、テニスコート等の施設については、利用実態・土地形状等を考慮し、

研修に真に必要な施設に限定することにより、維持管理費を縮減する。 

 

（２）保有資産の見直し 

①保有資産については、運営会議等において不断の見直しを行い、法人として保
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有し続ける必要があるかを外部評価委員会等において検証する。 

②設置時より埼玉県から借り受けている会館の敷地の面積を見直し、期間中ので

きる限り早期に敷地の一部を返却する。 

 

３ 業務運営の改善及び効率化 

（１）業務運営の改善 

効果的・効率的な業務運営を行う観点から、事務・事業の見直し、検証を定期的に

運営会議で行い、業務運営に反映させる。 

また、積極的に事務事業の外部委託を進めるとともに、必要に応じて組織の再編整

理等を行う。 

 

（２）人材育成、多様な人材の活用 

①毎年、研修計画を策定し、業務に即応した能力開発及び専門性を高めるための

職員研修を実施する。 

②関係機関・団体等との人事交流や客員研究員等外部人材の活用など、多様な人

材を確保することにより、組織を活性化する。 

 

４ 業務運営の点検・評価 

（１）自己点検・評価等による業務の改善 

①業務全般について、参加者や利用者等の評価を踏まえ、自己点検・評価を実施

し、その結果を的確に事業に反映させる。 

②適時適切に外部評価を受け、業務に関する客観的意見も取り入れ、業務の改善

を不断に行う。 

③評価結果は、ホームページを通じて公表するとともに、事業の活性化・効率化

を図るために積極的に活用する。 

 

 

Ⅲ 予算・収支計画及び資金計画 

   収入面に関しては、実績を勘案しつつ、外部資金等を積極的に導入することにより、

  計画的な運営を行う。また、管理業務の効率化を進める観点から、各事業年度において、

  適切な効率化を見込んだ予算により運営する。 

 

 

Ⅳ 財務内容の改善に関する事項 

（１）契約の点検・見直し 

入札可能なものについては、全て入札を実施するとともに、積極的に一般競争入札を

導入する。また、一者応札となった契約については、公告期間、入札参加条件、仕様書

の見直し等の改善を図ることにより、一者応札を削減するとともに、契約管理委員会等
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による定期的な契約点検を実施する。 

 

（２）外部資金の導入 

科学研究費補助金等の申請や国・民間企業等からの受託事業等の積極的な受け入れを

行い、外部資金を確保する。 

 

（３）自己収入の拡大 

積極的な広報活動や新たな利用者層の開拓、寄付金の拡大など自主的な取組のほか、

受益者の負担を適正なものとする観点から、情報センターのデータベース利用に一部受

益者負担を導入すること等により、自己収入を拡大する。 

 

 

Ⅴ 短期借入金の限度額 

  運営費交付金の受入れに遅延が生じた場合や受託事業に係る立替えが生じた場合、短

期借入することができることとし、限度額は１億４千万円とする。 

 

 

Ⅵ 重要な財産の処分等に関する計画 

  重要な財産を譲渡、処分する計画はない。 

 

 

Ⅶ 剰余金の使途 

１ 研修事業の充実 

２ 情報資料の収集・提供の充実 

３ 調査研究事業の充実 

４ 交流事業の充実 

 

 

Ⅷ その他主務省令で定める業務運営に関する事項 

１ 予算 

別紙１のとおり 

 

２ 収支計画 

別紙２のとおり 

 

３ 資金計画 

別紙３のとおり 
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４ 施設・設備の計画的整備、快適な環境構築 

①長期的視野に立った保守・管理を行うとともに、利用者が安全で快適に利用でき

る環境を提供するため、必要な施設・設備の改修等を計画的に進める。 

②施設の有効活用のための工夫に努めるべく、個々の施設の有用性についての検証を

行い、具体的措置を講ずる。 

その他、別紙４のとおり 

 

５ 情報セキュリティ体制の充実 

   情報の安全管理を徹底するため、セキュリティポリシーの見直しを定期的に行うと

ともに、職員研修を実施する。 

 

６ 中期目標期間を超える債務負担 

  電子計算機の賃貸借期間：平成２６年１月１日から平成３０年１２月３１日までの

５年間 
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（単位：百万円）
区　　　別 金　　　額

　収入
　　運営費交付金 2,710
　　施設整備費補助金 80
　　入場料等収入 614
　　受託収入 25

　　計 3,429

　支出
　　業務経費 1,833
　　　うち研修関係経費 1,338
　　　うち調査・研究関係経費 128
　　　うち情報関係経費 367
　　施設整備費 80
　　受託経費 25
　　一般管理費 1,491

　　計 3,429

別紙のとおり

 

 

 

 

[運営費交付金の算定ルール]

平成２３年度～平成２７年度中期計画予算

[人件費の見積り]
期間中総額８９８百万円を支出する。
　但し、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、職員諸手当、超過勤
務手当、休職者給与及び国際機関派遣職員給与に相当する範囲の費
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別 紙 

 

１．運営費交付金の算定ルール 

  毎事業年度に交付する運営費交付金（Ａ）については、以下の数式により決定する。 

 

   A(y)=(P1(y)×α１(係数))+(P2(y)×α2(係数)) 

           +(R1(y)-ε1(y)×α１(係数))+(R2(y)-ε２(y)×α２(係数)) 

           +ε1(y)+ε２(y)-B(y)×λ(係数) 

 

  A(y):当該事業年度における運営費交付金 

  α1,2:効率化係数。各独立行政法人について計画的削減を行うこととされている観点から、業務 

   の効率化等を勘案して、各事業年度の予算編成過程において、当該事業年度における具体的 

   な数値を決定。 

  λ :収入調整係数。過去の実績における自己収入に対する収益の割合を勘案し、各事業年度の 

   予算編成過程において、当該事業年度における具体的な係数値を決定。 

 

 １）人件費 

   毎事業年度の管理経費の人件費（Ｐ１）及び事業経費の人件費（Ｐ２）については、以下の数式 

 により決定する。 

 

    P1,2(y)=P1,2(y-1)×σ(係数) 

 

   P1,2(y):当該事業年度における人件費。P1,2(y-1)は直前の事業年度における P1,2(y)。 

   σ :人件費調整係数。各事業年度予算編成過程において、給与昇給率、給与改善率等を勘案 

    し、当該事業年度における具体的な係数値を決定。 

   注）当該法人における退職手当については、独立行政法人国立女性教育会館役員退職手当規程 

   及び独立行政法人国立女性教育会館職員退職手当規程に基づいて支給することとし、毎事業 

   年度に想定される金額を運営費交付金に加算する。 

 

 ２）業務経費 

   毎事業年度の管理経費の業務費（Ｒ１）及び事業経費の業務費（Ｒ２）については、以下の数式 

 により決定する。 

 

    R1,2(y)=(R1,2(y-1)-ε(y-1))×β(係数)×γ(係数)＋ε1,2(y) 

 

   R1,2(y):当該事業年度における業務経費。R1,2(y-1)は直前の事業年度における R1,2(y)。 

  ε1,2(y):特殊業務経費（管理及び事業経費）。施設・設備の改修工事、事故の発生等の事由によ 

     り時限的に発生する経費であって、運営費交付金算定ルールに影響を与えうる規模の経 

     費。各事業年度の予算編成過程において、当該経費を具体的に決定。ε1(y-1)は直前の 

     事業年度におけるε1(y)。 

   β :消費者物価指数。各事業年度の予算編成過程において、当該事業年度における具体的な 

    係数値を決定。 

   γ :業務政策係数。自己収入に見合う支出を勘案し、また、研究開発の場合には、計画期間 

    中の初期に大きな投資が必要であること、事業の進展により必要経費が変動すること等を 

    勘案し、各事業年度の予算編成過程において当該事業年度における具体的な係数値を決定。 
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 ３）受託事業等経費（受託事業実施に伴う間接経費を含む） 

   毎事業年度の受託事業経費（Ｆ）については、以下の数式により決定する。 

 

    F(y)=F(y-1)×ω(係数) 

 

   F(y):当該事業年度における受託事業収入の見積り。F(y-1)は直前の事業年度における F(y)。 

   ω :受託収入政策係数。過去の実績を勘案し、各事業年度の予算編成過程において、当該事 

    業年度における具体的な係数値を決定。 

 

 ４）受託事業収入 

   毎事業年度の受託事業経費（Ｆ）については、以下のとおりとする。 

 

    F(y)=F(y-1)×ω(係数) 

 

 ５）自己収入 

   毎事業年度の自己収入（Ｂ）の見積り額については、以下の数式により決定する。 

 

    B(y)=B(y-1)×δ(係数) 

 

   B(y):当該事業年度における自己収入の見積り。B(y-1)は直前の事業年度における B(y)。 

   δ :自己収入政策係数。過去の実績等を勘案し、各事業年度の予算編成過程において、当該 

    事業年度における具体的な係数値を決定。 

 

 

［注記］前提条件 

 １．運営費交付金の試算にあたっての係数値 

   【平成２３年度】 

    α１：効率化係数：△３．２０％       α２：効率化係数：△１．０３％ 

    β：消費者物価指数：勘案せず       γ：業務政策係数：△０．７２％ 

    ω：受託収入政策係数：勘案せず      δ：自己収入政策係数：１４．６１％ 

    σ：人件費調整係数：勘案せず       λ：収入調整係数：０％ 

   【平成２４年度以降】 

    α１：効率化係数：△３．２０％       α２：効率化係数：△１．０３％ 

    β：消費者物価指数：勘案せず       γ：業務政策係数：勘案せず 

    ω：受託収入政策係数：勘案せず      δ：自己収入政策係数：２．４％ 

    σ：人件費調整係数：勘案せず       λ：収入調整係数：０％ 
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別紙２

（単位：百万円）
区　　　別 金　　　額

　費用の部
　　経常費用 3,403
　　　業務費 1,858
　　　一般管理費 1,510
　　　減価償却費 35

　　財務費用                                 -
　　臨時損失                                 -

　収益の部
　　運営費交付金収益 2,695
　　入場料等収入 614
　　受託収入 25
　　施設費収益 34
　　寄附金収益                                 -
　　資産見返運営費交付金戻入 35
　　資産見返物品受贈額戻入                                 -

　純利益                                 -
　目的積立金取崩額                                 -
　総利益                                 -

［注記］
当該法人における退職手当については、独立行政法人国立女性教育会館役員退職手
当規程及び独立行政法人国立女性教育会館職員退職手当規程に基づいて支給するこ
ととし、毎事業年度に想定される全額を運営費交付金に加算する。

平成２３年度～平成２７年度収支計画
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別紙３

（単位：百万円）
区　　　別 金　　　額

　資金支出
　　業務活動による支出 3,367
　　投資活動による支出 61
　　次期中期目標の期間への繰越金                                 -

　資金収入
　　業務活動による収入
　　　運営費交付金による収入 2,710
　　　入場料等収入 614
　　　受託収入 25

　　投資活動による収入
　　　施設費による収入 80

　　前期中期目標の期間よりの繰越金                                 -

平成２３年度～平成２７年度資金計画

143



別紙４

　
施設・設備の内容 予定額（百万円） 財源

　機能性向上改修
　　排水処理施設の改修 80 施設整備費補助金

　   
　   

　計 80

　
　

平成２３年度～平成２７年度施設・設備に関する計画

［注記］
金額については見込みである。
なお、上記のほか、業務の実施状況等を勘案した施設整備が追加されることがあり得る。また、施設・
設備の老朽度合等を勘案した改修（更新）等が追加される見込みである。

144



    独立行政法人国立女性教育会館の業務運営に関する計画（平成２５年度） 

                                                      平成２５年３月２９日 

                                                            文部科学大臣へ届け出 

  

 独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第三十一条の規程により、独立行政法

人国立女性教育会館中期計画（平成２３年度３月３１日文部科学省大臣認可）に基づき、

平成２５年度の業務運営に関する計画を次のとおり定める。 

 

Ⅰ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するため

 とるべき措置 

１ 基幹的な男女共同参画及び女性教育指導者等の資質・能力の向上 

（１）基幹的指導者に対する研修等の実施 

 ①企業を成長に導く女性活躍促進セミナー 

 ・企業における人材活用の推進者、管理職、チームリーダー等を対象に、企業内の男女

  共同参画及び女性の活躍を促進するための実践的なセミナーを実施する。 

 ・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 

 

 ②女性関連施設・地方公共団体・団体リーダーのための男女共同参画推進研修 

 ・全国の女性関連施設の管理職、男女共同参画行政責任者、女性団体のリーダー等を対

  象に、地域の男女共同参画を積極的に推進するリーダーとして必要な専門的知識、マ

  ネジメント能力、ネットワークの活用等を内容とする高度で専門的、実践的な研修を

  実施する。 

 ・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 

 ・研修事後に実施するフォローアップ調査の回収率を高めるとともに、研修成果の活用

  について、回答者の８０％以上からプラス評価を得る。 

  ・参加者の地域的なバランスを促進するため、計画的な取組を行う。 

 

 ③大学等における男女共同参画推進セミナー 

 ・大学、短期大学、高等専門学校における意思決定組織に所属する教職員、男女共同参

  画推進部局の責任者等を対象に、男女共同参画意識の学内への浸透方法、女性リーダ 

  ーの養成方策、地域の女性関連施設との連携方策等を内容とする高度で専門的、実践 

  的な研修を実施する。  

  ・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 

 

 ④男女共同参画推進フォーラム（仮称） 

 ・行政・企業・大学・ＮＰＯ等の組織における男女共同参画推進担当者、女性団体、女

  性／男女共同参画センター職員、その他男女共同参画に関心のある者を対象に、男女

  共同参画のための意識変革、女性活躍促進、女性のキャリア形成支援、ワーク・ライ

  フ・バランス等の課題解決に資するための研修を実施するとともに、分野横断的に、

  連携・協働を推進するためのネットワーク形成を図る。 

 ・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 
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（２）基幹的指導者に対する研修に資する調査研究の実施、学習プログラム、研修資料の

作成 

 ①大学等における男女共同参画に関する調査研究 

 ・大学等の研究機関における女性研究者支援を促進するため、課題を明らかにすること

  を目的とした調査研究を実施するとともに、支援マニュアルを作成する。 

 ・２年計画で行う調査研究の１年次として、国公私立大学の男女共同参画推進機関へヒ

  アリング調査を実施し、女性研究者支援の課題を明らかにするとともに、参考となる

  事例を収集する。 

 

 ②女性関連施設に関する調査研究 

 ・女性関連施設の機能の充実・強化を図るため、人材育成、災害復興時における男女共

  同参画の視点等、新たな課題の実態把握と分析をテーマに５年計画で行う調査研究の

  ３年次として、男女共同参画関連情報の収集・発信に関する実態調査を実施し、報告 

  書を作成する。 

 ・作成した資料を用いた研修について、事後に実施するフォローアップ調査の充実を図

  り、研修の成果を的確に把握することにより、研修内容を見直す。 

 

２．男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題に係る学習プログラムの開発

 ・普及 

（１）喫緊の課題に関する先駆的調査研究の実施 

 ①教育・学習プログラムの開発 

 ・男女共同参画に関する「意識の変革」を促進するために、大学・学校・企業・官公庁

  等の管理職・人事担当者や、児童・生徒・学生等を対象に効果的な教育・学習を支援

  するプログラム開発を行うことを目指し、プログラム開発に関する調査等を行う。 

 ・対象に応じた効果的なプログラム開発とそのための調査・研究の実施、プログラムを

  実施する機関・団体に対する助言、講師紹介・派遣などのサポートを行うための体制

  を整備する。 

 ・多様な個人のキャリアを男女共同参画の視点から社会と結びつけ長期的な視野に立っ

  たキャリア形成に資するための専門的・実践的研修プログラムを、女性関連施設等と

  共同で実施する。 

  ・大学等におけるキャリア教育の充実に資するよう、学生を対象としたキャリア教育プ 

 ログラムを開発するとともに、開発したプログラムによる事業（単位取得授業）を大 

 学等と連携して実施する。 

 

 ②男女共同参画の視点に立った若者のキャリア形成支援に関する調査研究 

  男女共同参画の視点に立った若者へのアプローチの方策を検討するため、女性関連施

  設等で大学・企業・団体等と連携して行われている若者対象の事業の現状と課題につ

  いて調査研究を実施し、若者のアプローチに先進的に取り組んでいる事例等をまとめ

  提供する。 
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（２）喫緊の課題を担当する指導者に対する先駆的研修 

 ①女性関連施設相談員研修 

 ・女性のエンパワーメント支援を目指し、複雑・多様化する女性の悩みに適切に対応 

  できる相談業務の質の向上を図るため、女性に対する暴力や女性の貧困など、喫緊の

  課題解決に必要な知識・技能習得のための、専門的・実践的な研修を行う。 

 ・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からのプラス評価を得る。 

 

 ②行政や関係機関と連携した喫緊の課題に対応した研修 

  社会が抱える様々な喫緊の課題を解決するために、行政や関係機関等が実施する研修

 について、これまで会館が実施してきた研修の経験や女性教育、男女共同参画等に関す

 る専門的知識を活かし、連携して実施する。 

 

３．男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する調査研究の成果や資料・情報の提供等 

（１）地域の機関で活用しうる男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する基礎的な研究

の成果の提供 

 ①男女共同参画統計に関する調査研究 

 ・平成２３年度に作成した『男女共同参画統計データブック２０１２』に記載される統

  計データが、女性関連施設等が事業を行う際の企画・運営等に役立つよう、その提供

  の方法等について研究するとともに、２０１５年版の発行に向けて、２０１２年版の

  データを基に、新たに必要とされているデータを検討する。 

 ・統計調査の成果等を提供する「男女共同参画統計ニュースレター」の配信先を 

  １７００件まで拡充する。 

 

 ②調査研究成果の普及 

 ・基幹的指導者の資質・能力の向上及び喫緊の課題をテーマとして実施した調査研究の

  成果について、ホームページや地域共同リポジトリ等を通じて普及する。 

 

（２）全国的な資料・情報の収集、利用しやすいポータルとデータベースの構築、資料等

の提供 

 ①情報資料の収集・整理・提供（大学・企業関係資料の充実） 

 ・男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する専門図書について、地域レベルでは収拾 

  困難な広域的、専門的な資料を収集するとともに、レファレンスサービス、文献複写 

  サービス、図書資料の展示などによる情報提供を行う。 

 ・引き続き大学の男女共同参画推進部署が発行する資料の収集に力を入れるとともに、 

  企業の男女共同参画推進部署が発行する資料の収集を開始する。 

 ・研修受講者への学習支援を強化するため、研修テーマに沿った資料リストを女性情報

  ポータル（Ｗｉｎｅｔ）に掲載するなど情報提供を充実させる。 

 

 ②女性情報ポータル及びデータベースの整備充実 

 ・文献情報データベース及び独自の調査に基づく各種データベースについて、５６万件

  以上のデータベース化を達成する。 

 ・女性ポータルのアクセスについて、年間２８万件以上を達成する。 
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③図書のパッケージ貸出 

 ・各施設における男女共同参画事業を支援するため、テーマ毎にパッケージ化した図書

  の貸出を４機関以上に実施する。 

 

 

（３）女性アーカイブ機能の充実 

①女性アーカイブ機能の充実 

 ・歴史的価値、研究資料的価値を有する女性関連史・資料を１千点以上収集・整理し、

  女性アーカイブシステム及び女性デジタルアーカイブシステム、展示を通じて利用に

  供するとともに、インターネットを通じて広く一般に公開する。 

 ・災害復興支援に各地の女性センターが果たした実績（活動記録）を女性アーカイブと

  して残し、公開する事業「災害復興支援女性アーカイブの構築」を、女性センター等

  と連携・協力して段階的に進める。 

 ・展示室への入室について、累計２万７千人以上を達成する。 

 ・女性アーカイブの企画展を他機関と連携して実施する。 

 

②女性情報アーキビスト養成研修 

 ・女性アーカイブの保存技術や整理方法を体系的に学ぶ最初の一歩として、実務者２０

  名以上を対象に基礎情報を提供する「女性情報アーキビスト養成研修（入門）」を実

  施する。 

  また、実務者同士の情報交換の場を提供することでネットワークづくりを推進する。 

 ・入門研修の修了生１０名を対象に、女性アーカイブの保存や整理に必要とされる基本

  的実技を学ぶ「女性情報アーキビスト養成研修（実技コース）」を実施する。 

 

４．男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する国内の関係機関・団体等との連携協力の

推進 

（１）国内の関係機関・団体等との協働事業の実施 

 ・女性関連施設、女性団体、民間団体、企業、大学等と男女共同参画・女性教育・家庭

  教育に関する情報交換を行うとともに、７以上の機関等と協働で事業を実施し、連携

  効果による多様な企画や講師の活用を図る。 

 ・全国の関係機関・団体からの依頼に基づき、職員や客員講師を派遣する。 

 

（２）交流機会の提供による会館を中心としたネットワークの構築 

 ①男女共同参画推進フォーラム（仮称）【再掲】 

 ・行政・企業・大学・ＮＰＯ等の組織における男女共同参画推進担当者、女性団体、 

  女性／男女共同参画センター職員、その他男女共同参画に関心のある者を対象に、男

  女共同参画のための意識変革、女性活躍促進、女性のキャリア形成支援、ワーク・ラ

  イフ・バランス等の課題解決に資するための研修を実施するとともに、分野横断的に、

  連携・協働を推進するためのネットワーク形成を図る。 

 ・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 
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５．男女共同参画及び女性教育に関する国際貢献、連携協力の推進 

（１）男女共同参画及び女性教育に関する国際協力、連携に資する研修の実施 

 ①アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー 

 ・開発途上国等において男女共同参画の政策策定ならびに政策提言を行う立場にある女

  性行政・教育担当者及びＮＧＯのリーダーを対象に、女性の能力開発に係る喫緊の課

  題をテーマとした参加型の実践的なセミナーを行う。 

 ・研修実施にあたり、参加者の９０％以上からプラス評価を得る。 

 ・研修修了生等による出身国での成果の活用についての調査を行い、同調査の結果等を

  踏まえ、研修の効果的な実施の観点から、研修内容等の見直しを行う。 

 

 ②国際協力機構との連携による研修 

  国際協力機構が実施する開発途上国の行政職員等を対象とした研修について、男女共

 同参画、女性教育に関する専門的な観点から連携して実施する。 

 

 ③ＮＷＥＣ国際シンポジウム 

 ・女性の人権やエンパワーメントに係る地球規模の課題をテーマに海外の専門家を招へ

  いするＮＷＥＣ国際シンポジウムを開催し、アジア太平洋地域の課題分析を行い、海

  外の研究者や行政関係者・女性団体等指導者との交流を深めるとともに、意見交換を

  行う。 

 ・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。 

 

（２）地球規模の課題についての調査研究の実施 

 ①外国人女性の困難等への支援に関する調査研究 

  外国人女性の抱える困難等の実態と課題解決に向けた教育・啓発をテーマに３年計画

 で行う調査研究の３年次として、外国人女性の抱える困難等の実態と課題解決に向けた

 学習活動等に関する事例について調査研究を実施し、報告書としてとりまとめる。 

 

（３）国際的なネットワークの構築 

 ・研修修了生等に対し、研修終了後の定期的なメール送信や議論の呼びかけを通じネッ

  トワーク構築を図る。 

 ・研修成果について、「男女共同参画推進フォーラム（仮称）」におけるパネル展示や

英文報告書の会館ホームページへの掲載等の方法により国内外に普及する。 

 

６．会館利用者への男女共同参画及び女性教育に関する理解の促進・利用の促進 

（１）利用者への学習支援 

 ・施設を利用する団体・グループ・個人が企画・実施する研修等のプログラムについて

  の学習相談を受け、研修プログラム作成を支援する。 

 ・会館が有する専門性を活かして男女共同参画や女性教育に関する学習機会を提供す 

  る。 

 ・インターネットで提供する学習教材について、試験的に提供を開始する。 
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（２）利用の拡大 

  利用拡大戦略（年度）を作成し、企業・大学向けのサンプルプランの作成・提案を行

  うなど大学・企業等からの利用を促進する。 

 

Ⅱ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 適切な法人運営体制の充実 

（１）ガバナンス・内部統制の充実 

 ・原則として毎週、係長以上が参加する運営会議を開催し、理事長のリーダーシップの

  もと、会館が担う役割やリスク等の課題について職員全員が情報を共有する。 

 ・職員の業務遂行に関する資質・能力の向上を目的とした研修を実施する。 

 ・リスク低減に向けた規程等についての見直しを行い、職員全員に周知徹底する。 

 ・会館の業務の有効性・効率性、法令の遵守、財務会計の透明性等の観点から職員全員

  を対象としたモニタリングを実施するとともに、結果については役職員に周知し、必

  要に応じて組織運営の改善に反映させる。 

 

２ 人件費・管理運営の適正化 

（１）人件費・管理運営の適正化 

 ・政府における総人件費削減の取組を踏まえた見直しを行う。 

 ・関係機関・団体との連携による経費等の削減に努める。 

 ・関係機関・団体との人事交流や客員研究員等外部人材の活用など、多様な人材を確保

  することにより、組織を活性化する。 

 

（２）保有資産の見直し 

 ・保有資産について、運営会議等において見直しの検討を行い、外部評価委員会等にお

  いて検証する。 

 

３ 業務運営の改善 

（１）業務運営の改善 

 ・効果的・効率的な業務運営を行う観点から、事務・事業の見直し、検証を定期的に運

  営会議で行い、業務運営に反映させる。 

 ・施設の管理運営を外部委託する等、事務事業の効率化を検討するとともに、必要に応

  じて組織の再編等を行う。 

 

 

（２）人材育成、多様な人材の活用 

 ・職員の資質・業務遂行能力の向上に資するため研修を実施する。 

 ・外部人材の活用による組織の活性化について、引き続き検討を行う。 

 

４ 業務運営の点検・評価 

（１）自己点検・評価等による業務の改善 

 ・自己点検・評価委員会による評価を実施する。その際、各事業間の有機的連携を重視

  した自己点検・評価を行う。 

 ・自己点検と連動した外部評価を実施する。 
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 ・評価結果をホームページで公表する。 

 

Ⅲ 予算・収支計画及び資金計画 

 収入面に関しては、実績を勘案しつつ、外部資金等を積極的に導入することにより、計

画的な運営を行う。また、管理業務の効率化を進める観点から、各事業年度において、適

切な効率化を見込んだ予算により運営する。 

 

１ 予算（人件費の見積もりを含む。） 

   別紙１のとおり 

２ 収支計画   

   別紙２のとおり 

３ 資金計画 

   別紙３のとおり 

 

Ⅳ 財務内容の改善に関する事項 

（１）契約の点検・見直し 

 ・引き続き、入札可能な契約案件については一般競争入札を実施する。 

 ・一者応札となった契約については、公告期間、入札参加条件、仕様書の見直し等の改

  善を行い、可能な限り一者応札の削減を図るとともに、契約監視委員会等による定期

  的な契約点検を実施する。 

 

（２）外部資金の導入 

  科学研究費補助金等の申請や国・民間企業等からの受託事業等の積極的な受入れを行

 い、外部資金を確保する。 

 

（３）自己収入の拡大 

 ・宿泊室利用率の向上等により、自己収入の拡大を図る。 

 ・会館の活動について、広報実施計画（年度）を策定し、会館の利用促進を図る。 

 

Ⅴ 短期借入金の限度額 

  短期借入金の限度額は１億４千万円。短期借入金が想定されるのは、運営費交付金の

 受入れに遅延が生じた場合である。 

 

Ⅵ 余剰金の使途 

  会館の決算において、余剰金が生じたときは、研修事業、情報事業、調査研究事業及

 び交流事業の充実に充てる。 

 

Ⅶ その他主務省令で定める業務運営に関する事項 

（１）情報セキュリティ体制の充実 

  セキュリティポリシーに関する職員研修を実施する。 

                                   （以上） 
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別紙１

（単位：百万円）
区　　　別 金　　　額

　収入
　　運営費交付金 530
　　施設整備費補助金 －
　　入場料等収入 123
　　受託収入 5

　　計 658

　支出
　　業務経費 374
　　　うち研修関係経費 248
　　　うち調査・研究関係経費 38
　　　うち情報関係経費 88
　　施設整備費 －
　　受託経費 5
　　一般管理費 279

　　計 658

平成２５年度予算

                 [人件費の見積り]
  平成２５年度は１７７百万円を支出する。
　但し、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、職
員諸手当、超過勤務手当、休職者給与及び国際機関
派遣職員給与に相当する範囲の費用である。
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別紙２

（単位：百万円）
区　　　別 金　　　額

　費用の部
　　経常費用 662
　　　業務費 379
　　　一般管理費 276
　　　減価償却費 7

　　財務費用
　　臨時損失

　収益の部
　　運営費交付金収益 527
　　入場料等収入 123
　　受託収入 5
　　施設費収益 －
　　寄附金収益
　　資産見返運営費交付金戻入 7
　　資産見返物品受贈額戻入

　純利益
　目的積立金取崩額
　総利益

［注記］
当該法人における退職手当については、独立行政法人国立女性教
育会館役員退職手当規程及び独立行政法人国立女性教育会館職
員退職手当規程に基づいて支給することとし、毎事業年度に想定さ
れる全額を運営費交付金に加算する。

平成２５年度収支計画
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別紙３

（単位：百万円）
区　　　別 金　　　額

　資金支出
　　業務活動による支出 655
　　投資活動による支出 3
　　次期中期目標の期間への繰越金 -

　資金収入
　　業務活動による収入
　　　運営費交付金による収入 530
　　　入場料等収入 123
　　　受託収入 5

　　投資活動による収入
　　　施設費による収入 -

　　前期中期目標の期間よりの繰越金 -

平成２５年度資金計画

154



平成２５年度 国立女性教育会館（ヌエック）
主催事業等実施報告書
̶ 平成 ２６ 年１１ 月 ̶

○編集・発行

○製本・印刷　株式会社あをばぷりんと

独立行政法人 国立女性教育会館
〒355ー 0292 埼玉県比企郡嵐山大字菅谷728番地
TEL : 0493-62-6714      FAX : 0493-62-6722
e-mail   webmaster@nwec.jp    http://www.nwec.jp/

155


	NWEC主催事業実施報告の表紙(緑)
	緑

	00-1＿巻頭ｶﾗｰ(ﾁｬｰﾄ図新規）
	00-2＿巻頭ｶﾗｰ(出版物一覧)
	平成25年度主催事業－本文
	00-1＿はじめに
	p03-目次
	p04-主催事業実施日
	p05-Ⅰ
	p06-08
	p09-13
	p14-16
	p17-Ⅱ
	p18-28
	p29-37
	p38
	p39-44
	p45
	Sheet1

	p46-52
	p53
	p54-68
	p69
	Sheet1

	p70-74
	p75
	平成25年度「女性関連施設相談員研修」プログラムデザイン

	p76-79
	p81-Ⅲ
	p82-83
	p84-85
	p86-87
	p88-89
	p90-92
	p93-Ⅳ
	p94-95
	p96
	p97-98
	p99-100
	p101-Ⅴ
	p102-105
	p106-108
	p109-116
	p117-118白
	p119-Ⅵ
	p120-124
	p125-参考資料
	p126-130
	p131-138
	p139
	中期予算

	p140-141
	p142
	p143
	p144
	p145-151
	p152
	p153
	p154



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 右 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103144008
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 現在のページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 0.00,下 0.00 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     0.0000
     1
     0.0000
     0.0000
     0
     1
    
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         CurrentPage
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 全てのページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 0.00,下 0.00 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     0.0000
     1
     0.0000
     8.5039
     0
     1
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         13
         AllDoc
         178
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 右 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140715095023
       728.5039
       b4
       Blank
       1031.8110
          

     Tall
     1
     0
     No
     262
     214
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         17
         CurrentPage
         23
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 全てのページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 0.00,下 0.00 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     0.0000
     1
     0.0000
     8.5039
     0
     1
    
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         13
         AllDoc
         178
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 最後のページの後
     ページ番号: 1
     ページサイズ:  現在と同じ
      

        
     Blanks
     Always
     1
     1
            
       D:20141107090024
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     1
     Tall
     274
     102
    
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     1
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AtEnd
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 右 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103144008
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 追加 右 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103144008
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     14.1732
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 右 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103144008
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 現在のページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 0.00,下 0.00 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     0.0000
     1
     0.0000
     0.0000
     0
     1
    
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         CurrentPage
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 右 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103144008
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 現在のページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 0.00,下 0.00 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     0.0000
     1
     0.0000
     0.0000
     0
     1
    
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         CurrentPage
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 左 周囲 595.28 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141105091225
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     595.2756
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141105094603
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
    
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     595.2756
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     ページサイズ:  現在と同じ
      

        
     Blanks
     Always
     1
     1
            
       D:20141107090024
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     1
     Tall
     482
     73
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     1
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     ページサイズ:  現在と同じ
      

        
     Blanks
     Always
     1
     1
            
       D:20141107090024
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     1
     Tall
     482
     73
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     1
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 273.76, 19.12 幅 38.47 高さ 17.76 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         21
         CurrentPage
         97
              

       CurrentAVDoc
          

     273.7634 19.1199 38.4749 17.7576 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     154
     155
     154
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 最後のページの後
     ページ番号: 1
     ページサイズ:  現在と同じ
      

        
     Blanks
     Always
     1
     1
            
       D:20141107090024
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     1
     Tall
     482
     73
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     1
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AtEnd
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 282.33, 8.19 幅 33.65 高さ 35.11 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         21
         CurrentPage
         97
              

       CurrentAVDoc
          

     282.3251 8.19 33.645 35.1078 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     117
     156
     117
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 279.40, 16.97 幅 42.42 高さ 20.48 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         21
         CurrentPage
         97
              

       CurrentAVDoc
          

     279.3995 16.9669 42.4219 20.4795 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     79
     156
     79
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 288.18, 16.97 幅 21.94 高さ 20.48 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         21
         CurrentPage
         97
              

       CurrentAVDoc
          

     288.1764 16.9669 21.9424 20.4795 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     1
     156
     1
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 283.79, 15.50 幅 23.41 高さ 24.87 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         21
         CurrentPage
         97
              

       CurrentAVDoc
          

     283.7879 15.5041 23.4052 24.868 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     2
     156
     2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 現在のページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 0.00,下 0.00 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     0.0000
     1
     0.0000
     8.5039
     0
     1
    
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         13
         CurrentPage
         178
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     80
     156
     80
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 17.244 x 12.205 インチ / 438.0 x 310.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     8.5039
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 上 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 下 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 下 周囲 4.25 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     4.2520
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 上 周囲 4.25 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     4.2520
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 左 周囲 12.76 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     12.7559
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 右 周囲 11.34 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     11.3386
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 現在のページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 8.50,下 8.50 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     8.5039
     1
     0.0000
     0.0000
     0
     1
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         CurrentPage
              

       CurrentAVDoc
          

     8.5039
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 左 周囲 8.50 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     8.5039
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 右 周囲 6.52 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     6.5197
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 上 周囲 5.67 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     5.6693
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 下 周囲 2.83 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     2.8346
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 現在のページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 8.50,下 8.50 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     8.5039
     1
     0.0000
     0.0000
     0
     1
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         CurrentPage
              

       CurrentAVDoc
          

     8.5039
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   Nup
        
     新規書類
     シートの余分なスペースをトリミング: いいえ
     ページの拡大・縮小を許可: いいえ
     マージン: 左 0.00, 上 0.00, 右 0.00, 下 0.00 ポイント
     横方向のスペース(ポイント): 0 
     縦方向のスペース(ポイント): 0 
     トンボスタイル 4,幅 0.28,長さ 28.35,距離 8.50(ポイント)
     ページ周囲にフレームを追加: いいえ
     シートサイズ:  17.894 x 12.717 インチ / 454.5 x 323.0 mm
     シートの最適化:  横
     レイアウト: 1列 1行
     調整:  中央
     裁ち落とし: プロンプト
      

        
     0.0000
     Prompt
     8.5039
     28.3465
     1
     JapaneseMid
     0.2835
     ToFit
     0
     0
     1
     1
     0.7000
     0
     0 
     1
     0.0000
     1
            
       D:20141106114557
       915.5905
       A4表紙背8.5ミリ
       Blank
       1288.3465
          

     Wide
     331
     156
    
    
     0.0000
     C
     0
            
       CurrentAVDoc
          

     0.0000
     0
     2
     1
     0
     0 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 全てのページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 0.00,下 0.00 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     0.0000
     1
     0.0000
     8.5039
     0
     1
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         13
         AllDoc
         178
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 右 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140715095023
       728.5039
       b4
       Blank
       1031.8110
          

     Tall
     1
     0
     No
     262
     214
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         17
         CurrentPage
         23
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 全てのページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 0.00,下 0.00 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     0.0000
     1
     0.0000
     8.5039
     0
     1
    
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         13
         AllDoc
         178
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 17.244 x 12.205 インチ / 438.0 x 310.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     8.5039
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 上 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 下 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 下 周囲 4.25 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     4.2520
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 上 周囲 4.25 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     4.2520
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 左 周囲 12.76 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     12.7559
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 右 周囲 11.34 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     11.3386
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 現在のページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 8.50,下 8.50 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     8.5039
     1
     0.0000
     0.0000
     0
     1
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         CurrentPage
              

       CurrentAVDoc
          

     8.5039
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 左 周囲 8.50 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     8.5039
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 右 周囲 6.52 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     6.5197
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 上 周囲 5.67 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     5.6693
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 下 周囲 2.83 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     2.8346
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 現在のページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 8.50,下 8.50 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     8.5039
     1
     0.0000
     0.0000
     0
     1
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         CurrentPage
              

       CurrentAVDoc
          

     8.5039
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   Nup
        
     新規書類
     シートの余分なスペースをトリミング: いいえ
     ページの拡大・縮小を許可: いいえ
     マージン: 左 0.00, 上 0.00, 右 0.00, 下 0.00 ポイント
     横方向のスペース(ポイント): 0 
     縦方向のスペース(ポイント): 0 
     トンボスタイル 4,幅 0.28,長さ 28.35,距離 8.50(ポイント)
     ページ周囲にフレームを追加: いいえ
     シートサイズ:  17.894 x 12.717 インチ / 454.5 x 323.0 mm
     シートの最適化:  横
     レイアウト: 1列 1行
     調整:  中央
     裁ち落とし: プロンプト
      

        
     0.0000
     Prompt
     8.5039
     28.3465
     1
     JapaneseMid
     0.2835
     ToFit
     0
     0
     1
     1
     0.7000
     0
     0 
     1
     0.0000
     1
            
       D:20141106114557
       915.5905
       A4表紙背8.5ミリ
       Blank
       1288.3465
          

     Wide
     331
     156
    
    
     0.0000
     C
     0
            
       CurrentAVDoc
          

     0.0000
     0
     2
     1
     0
     0 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 全てのページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 0.00,下 0.00 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     0.0000
     1
     0.0000
     8.5039
     0
     1
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         13
         AllDoc
         178
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 右 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140715095023
       728.5039
       b4
       Blank
       1031.8110
          

     Tall
     1
     0
     No
     262
     214
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         17
         CurrentPage
         23
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 全てのページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 0.00,下 0.00 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     0.0000
     1
     0.0000
     8.5039
     0
     1
    
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         13
         AllDoc
         178
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 17.244 x 12.205 インチ / 438.0 x 310.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     8.5039
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 上 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 下 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 下 周囲 4.25 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     4.2520
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 上 周囲 4.25 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     4.2520
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 左 周囲 12.76 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     12.7559
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 右 周囲 11.34 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     11.3386
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 現在のページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 8.50,下 8.50 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     8.5039
     1
     0.0000
     0.0000
     0
     1
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         CurrentPage
              

       CurrentAVDoc
          

     8.5039
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 左 周囲 8.50 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     8.5039
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 右 周囲 6.52 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     6.5197
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 上 周囲 5.67 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     5.6693
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 下 周囲 2.83 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     2.8346
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 現在のページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 8.50,下 8.50 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     8.5039
     1
     0.0000
     0.0000
     0
     1
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         CurrentPage
              

       CurrentAVDoc
          

     8.5039
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   Nup
        
     新規書類
     シートの余分なスペースをトリミング: いいえ
     ページの拡大・縮小を許可: いいえ
     マージン: 左 0.00, 上 0.00, 右 0.00, 下 0.00 ポイント
     横方向のスペース(ポイント): 0 
     縦方向のスペース(ポイント): 0 
     トンボスタイル 4,幅 0.28,長さ 28.35,距離 8.50(ポイント)
     ページ周囲にフレームを追加: いいえ
     シートサイズ:  17.894 x 12.717 インチ / 454.5 x 323.0 mm
     シートの最適化:  横
     レイアウト: 1列 1行
     調整:  中央
     裁ち落とし: プロンプト
      

        
     0.0000
     Prompt
     8.5039
     28.3465
     1
     JapaneseMid
     0.2835
     ToFit
     0
     0
     1
     1
     0.7000
     0
     0 
     1
     0.0000
     1
            
       D:20141106114557
       915.5905
       A4表紙背8.5ミリ
       Blank
       1288.3465
          

     Wide
     331
     156
    
    
     0.0000
     C
     0
            
       CurrentAVDoc
          

     0.0000
     0
     2
     1
     0
     0 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103165703
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     14.1732
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 左 周囲 8.50 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103165703
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     8.5039
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 追加 右 周囲 8.50 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103165703
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
    
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     8.5039
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141112132827
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     324
     115
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         5
         CurrentPage
         6
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     0.5669
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 右 周囲 85.04 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141112132827
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     324
     115
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         5
         CurrentPage
         6
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     85.0394
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 追加 右 周囲 85.04 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141112132827
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     324
     115
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         5
         CurrentPage
         6
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     85.0394
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 下 周囲 85.04 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141112132827
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     324
     115
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         5
         CurrentPage
         6
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     85.0394
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 上 周囲 56.69 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141112132827
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     282
     219
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         5
         CurrentPage
         6
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     56.6929
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 追加 上 周囲 141.73 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141112132827
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     282
     219
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         5
         CurrentPage
         6
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     141.7323
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141112133752
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     282
     219
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         5
         CurrentPage
         6
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     14.1732
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 下 周囲 28.35 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141112133752
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     282
     219
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         5
         CurrentPage
         6
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     28.3465
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 追加 上 周囲 28.35 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141112133752
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     282
     219
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         5
         CurrentPage
         6
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     28.3465
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 追加 下 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141112133752
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     282
     219
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         5
         CurrentPage
         6
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     14.1732
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 上 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141112133752
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     282
     219
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         5
         CurrentPage
         6
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 現在のページ
     要求: 裁ち落とし 左 8.50,右 8.50,上 0.00,下 0.00 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     0.0000
     1
     8.5039
     8.5039
     0
     1
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         CurrentPage
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 同サイズ 10.118 x 14.331 インチ / 257.0 x 364.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140715095023
       728.5039
       b4
       Blank
       1031.8110
          

     Tall
     1
     0
     No
     262
     214
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         54
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     19.8425
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141201155004
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     262
     214
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         54
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     19.8425
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 現在のページ
     要求: 裁ち落とし 左 8.50,右 8.50,上 0.00,下 0.00 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     0.0000
     1
     8.5039
     8.5039
     0
     1
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         13
         CurrentPage
         178
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 追加 右 周囲 8.50 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     262
     214
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         1
         AllDoc
         54
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     8.5039
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 追加 左 周囲 8.50 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     500
     223
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         1
         AllDoc
         54
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     8.5039
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 左 周囲 8.50 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     500
     223
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         1
         AllDoc
         54
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     8.5039
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 右 周囲 8.50 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     500
     223
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         1
         AllDoc
         54
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     8.5039
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 現在のページ
     要求: 裁ち落とし 左 8.50,右 8.50,上 0.00,下 0.00 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     0.0000
     1
     8.5039
     8.5039
     0
     1
    
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         13
         CurrentPage
         178
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141104142801
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     11.3386
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 追加 左 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141104142801
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     14.1732
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 右 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141104142801
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
    
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103173234
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     8.5039
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 右 周囲 5.67 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103173234
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     5.6693
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 追加 左 周囲 5.67 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103173234
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     5.6693
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 右 周囲 5.67 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103173234
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     5.6693
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 追加 左 周囲 5.67 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103173234
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     5.6693
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 追加 右 周囲 2.83 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103173234
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     2.8346
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 左 周囲 2.83 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103173234
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     2.8346
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141125202312
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     262
     214
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         54
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     0.8504
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 左 周囲 2.83 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141125202312
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     262
     214
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         54
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     2.8346
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 追加 右 周囲 2.83 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141125202312
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     262
     214
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         54
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     2.8346
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 上 周囲 17.01 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141125202312
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     262
     214
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         54
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     17.0079
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 追加 下 周囲 17.01 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141125202312
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     262
     214
    
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         1
         CurrentPage
         54
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     17.0079
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: カット 上 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103173234
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 追加 下 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141103173234
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     55
     169
    
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     14.1732
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 同サイズ 11.693 x 8.268 インチ / 297.0 x 210.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141104090139
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
    
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         CurrentPage
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     14.1732
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 全てのページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 0.00,下 0.00 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     0.0000
     1
     0.0000
     8.5039
     0
     1
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         13
         AllDoc
         178
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 右 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140715095023
       728.5039
       b4
       Blank
       1031.8110
          

     Tall
     1
     0
     No
     262
     214
    
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         17
         AllDoc
         23
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 17.244 x 12.205 インチ / 438.0 x 310.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     8.5039
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 上 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 下 周囲 14.17 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     14.1732
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 下 周囲 4.25 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     4.2520
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 上 周囲 4.25 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     4.2520
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 左 周囲 12.76 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     12.7559
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 右 周囲 11.34 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20140724095740
       878.7402
       A判四裁の紙
       Blank
       1241.5748
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     11.3386
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 現在のページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 8.50,下 8.50 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     8.5039
     1
     0.0000
     0.0000
     0
     1
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         CurrentPage
              

       CurrentAVDoc
          

     8.5039
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 左 周囲 8.50 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     8.5039
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 右 周囲 6.52 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     6.5197
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 上 周囲 5.67 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     5.6693
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 下 周囲 2.83 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20141106113253
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Wide
     1
     0
     No
     55
     169
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         71
         AllDoc
         73
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     2.8346
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DefineBleed
        
     範囲: 現在のページ
     要求: 裁ち落とし 左 0.00,右 8.50,上 8.50,下 8.50 ポイント
     表示領域の外に裁ち落とし: はい
      

        
     8.5039
     1
     0.0000
     0.0000
     0
     1
     8.5039
     Margin
            
                
         Both
         CurrentPage
              

       CurrentAVDoc
          

     8.5039
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   Nup
        
     新規書類
     シートの余分なスペースをトリミング: いいえ
     ページの拡大・縮小を許可: いいえ
     マージン: 左 0.00, 上 0.00, 右 0.00, 下 0.00 ポイント
     横方向のスペース(ポイント): 0 
     縦方向のスペース(ポイント): 0 
     トンボスタイル 4,幅 0.28,長さ 28.35,距離 8.50(ポイント)
     ページ周囲にフレームを追加: いいえ
     シートサイズ:  17.894 x 12.717 インチ / 454.5 x 323.0 mm
     シートの最適化:  横
     レイアウト: 1列 1行
     調整:  中央
     裁ち落とし: プロンプト
      

        
     0.0000
     Prompt
     8.5039
     28.3465
     1
     JapaneseMid
     0.2835
     ToFit
     0
     0
     1
     1
     0.7000
     0
     0 
     1
     0.0000
     1
            
       D:20141106114557
       915.5905
       A4表紙背8.5ミリ
       Blank
       1288.3465
          

     Wide
     331
     156
    
    
     0.0000
     C
     0
            
       CurrentAVDoc
          

     0.0000
     0
     2
     1
     0
     0 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





